




















本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　すでに時間は真夜中だろうか。

　夜が更ふけた時間帯にもかかわらず、アイリは金褐かつ色しよくの髪かみを乱して廊ろう下かをひとり走りながら焦あせっていた。

　ついさきほどまで眠ねむりにつけず、ベッドでぐずついていた時間を取り返したい気持ちでいっぱいだ。




　アイリは七聖守護物ザインタリスマン対策室の派は遣けん任務で『魔ま女じよの書しよ架か』と呼ばれる塔とうを訪おとずれていた。ここは都市、ドロップパレスに広がる『魔女の森』のなかに存在している。

　アルステラ大陸の中心部から北東に位置するドロップパレスは、いまなお魔女を名乗る優ゆう秀しゆうな術者たちが暮らす特とく殊しゆな土地だ。

　対策室がドロップパレスに派遣された事の発ほつ端たんは、『黒の七星旅団』による襲しゆう撃げき事件で七聖守護物が破損したという報告があったからだ。

　これまでも反政府組織である『黒の七星旅団』に七聖守護物が狙ねらわれてきたが、このところ立てつづけに都市が襲おそわれ状じよう況きようは緊きん迫ぱくしていた。

　アイリたち対策室を迎むかえてくれたのは、魔女たちを統とう率そつし、女王の呼こ称しようを持って敬われる、イルメリア女王だ。

　女王の話によると、襲撃で破損した七聖守護物ザインタリスマンは『ダァトの目』と呼ばれる仮面だった。

　速すみやかな対応が必要ななか、対策室主任であるシアーズの素す早ばやい段取りと、分ぶん析せき官であるダリウスの手しゆ腕わんによって、『ダァトの目』は当初の予想より早く修復を終えることができた。

　しかし、思わぬアクシデントで仮面をのぞいてしまったダリウスは、仮面が持つ力に自らの出生の過去を見せられてしまった。

　七聖守護物である仮面『ダァトの目』には、過去の真実を見通す力があったのだ。

　その事実により、『黒の七星旅団』の痕こん跡せきや目的について調べられないかと、アイリは『ダァトの目』の力を使わせてもらえるようイルメリア女王に希望した。

　女王の承しよう諾だくを得て、再び『ダァトの目』の力を借りられたことで、ダリウスの出生にまつわる過去と『黒の七星旅団』の動きに、アイリの父親が関係していた事実がつかめた。

　だがそうした過去を見せてもらったあと、アイリ自身が倒たおれてしまったのだ。

　もとからの体調不良で、目眩めまいがひどかったこともあったが、知らされた過去の出来事はあまりにも辛つらく、アイリ自身まだきちんと受け止め切れていない。

　しばらくあてがわれた部屋のベッドに寝ねかされていたのだが、考え事で眠れないままアイリは寝ね返がえりばかり打っていた。

　──『黒の七星旅団』を率いるローザックは、『風の天窓』を開くために『鍵』を手に入れようとしている。ローザックがダリウスさんのお母さんに、『鍵』を手に入れるための儀ぎ式しきをして、赤ん坊ぼうだったダリウスさんが『鍵かぎ』を秘ひめて生まれてきた。私の父さんは、それを隠かくすためにウィッカの遺産のタロットカードを使ったんだろうけど……まだわからないことがある。

　アイリが見せてもらった過去の光景のなかで、ダリウスの母親はドロップパレス出身の魔女だったことがわかった。

　彼女は『鍵』を宿す器うつわとしてローザックに連れ去られ、監かん禁きんされている間に、手足や首にひどい傷を負っていたことを覚えている。

　逃にげ場もなく閉じこめられ、それでも赤ん坊だったダリウスを必死に守ろうとしていた強い瞳ひとみの女性が忘れられない。

　それほどまでして、ローザックが手に入れようとしていた『鍵』の存在。

　気がかりのひとつは、ローザックが『鍵』を手に入れたあと、どうやって『風の天窓』を開くつもりなのかということだ。

　さらにアイリの父親であるセオドア・モートンは、なぜ娘むすめに特殊なタロットを使わせたのか。

　それはひどく重要なことだとわかっていたが、父の真意を知るのは怖こわくもあった。

　真実から逃げだしたい気持ちと、七聖府ザインの一員として、『黒の七星旅団』の次の目的を探さぐるべきだという思いの狭はざ間まで、アイリの思考はちぐはぐになっていく。

　気持ちが迷ってばかりのなか掛かけ布ふをかぶると、まったく違ちがう声がアイリの耳に甦よみがえった。




『俺たちは相棒パートナー制度を解消したほうがいいと思う』




　鋭するどく深いハイヅカの声が頭の奥に響ひびいて、アイリはぎゅっと耳を押さえた。

　──いま、考えなきゃいけないのは『風の天窓』と『鍵』のことなのに……ハイヅカさんのことなんて考えたくないのに。

　気がつけば、ハイヅカに投げかけられた言葉ばかりを、何度も思い出してしまう。

　そのたびにえぐられるように胸が痛み、ただおろおろする自分にうんざりするのだ。

『ダァトの目』を使ったあと、倒れてしまったアイリにハイヅカは付き添そってくれていた。

　いつも以上にやさしい言葉や、抱だきしめてくれる腕うでにほっとして慰なぐさめられた。

　だが、温かい抱ほう擁ようの直後に、ハイヅカは互たがいの相棒制度を解消したいと口にしたのだ。

　いつもの悪ふざけとは違う、本気でそう考えている鋭い目をしていた。

　結局、その言葉の答えを見つけられないまま、眠ることもできなかったアイリは、ふっと手首に違い和わ感かんを覚えて身を起こした。

　いつも自分の左ひだり腕うでにある銀のブレスレットは、ハイヅカと対ついになっているものだ。

　守護物タリスマンとしての効果があり、日ひ頃ごろからハイヅカが持つ大だい凶きようの運気を、アイリの幸運体質へと流して相そう殺さいするような役目を果たしている。
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　最近では当たり前のように身に付けていて、ほとんど意識することもなかったが、いまは、繫つながっていた糸が切れたような頼たよりなさを感じていた。

　結局、アイリはじっとしていられずに、ハイヅカのようすを見ようと部屋を訪ねた。

　すると部屋は真っ暗のまま、ベッドはもぬけの殻からになっており、脇わきの小机には形の歪ゆがんだブレスレットが残されていたのだ。

　入り口で真っ暗な部屋を見ていたアイリは、しばらく状況がわからずに立ち尽つくす。

　だが目の前の状況に、ひどく悪いことが起きたのだと直感した。

　──ハイヅカさんがあんな訳のわからないことをいったあとに、一人で姿を消すなんて……！　少し部屋を空けるだけなら、ブレスレットを置いていくはずがない。

　アイリは夜着の上に制服の上着をはおったままの格好で、上司であるシアーズを捜さがして廊下を走り出したのだった。




　シアーズの部屋はアイリの部屋のすぐ隣となりだったが、ノックをしても返事はなく、まだ戻もどっていないのだとわかる。

　元軍部所属だったシアーズは、どんな小さな物音でもすぐに目を覚ます機き敏びんさがあり、真夜中だからといってノックに気づかないことはあり得ない。

「ひょっとして、主任……まだ仕事中!?」

　ドロップパレスに到とう着ちやくした日から、シアーズが報告書や手続き書類を片づけるため、アイリたちにあてがわれた部屋と同じ階の広間にいたことを思い出す。

　アイリはすぐに広間に向かって走り出した。

　廊下の先にほんのり光が漏もれ出している箇か所しよが見える。広間の扉とびらは開け放たれているのだろう。

　その明かりをにらみつけるように急ぎながら、アイリは考えていた。

　ドロップパレスへ来る前や到着してからも、ハイヅカがひそかに気にかけつづけてきた問題がある。

　──ここに来る前から、ハイヅカさんはコゲツの生死を気にしてた。私の体調が狂くるってるのが、コゲツの呪じゆ詛そのせいだろうってヴァージニーさんから聞いたあとは、もっと意識してたのかもしれない。きっとハイヅカさんは、自分と相棒パートナー制度を組んでるせいで、コゲツとの因いん縁ねんに私を巻きこんだと思ってるんだ。

『黒の七星旅団』の一員であり、強力な術者でもあるコゲツは、ハイヅカにとっては長く因縁のある相手だ。

　そしてコゲツの操あやつる呪じゆ術じゆつは、ハイヅカの大凶体質の原因でもある。

　ドロップパレスにおいて強力な呪術が使われているいま、ハイヅカはアイリに負担をかけていると感じているはずだ。

　順序立てて考えてみれば、ハイヅカの思考も見えてくる。

　広間の入り口で、アイリは声を張り上げた。

「失礼します！　シアーズ主任、緊きん急きゆう事態です！」

　びしっと敬礼をしてから、アイリは中へと踏ふみこんだ。

　テーブル前のソファに座っているシアーズは、いっぱいに広げた書類を前に、やや意識が遠のいていたらしい。びくっと肩かたを揺ゆらして顔をあげると、条件反射のように敬礼を返す。

「アイリ、緊急事態って……？」

　ドロップパレスへ来てから、ろくに眠ねむっていないはずのシアーズの眠ねむ気けに潤うるんだ瞳に、アイリは気の毒になりつつ口を開いた。

「ハイヅカさんが部屋にいないんです。その前に話をしてたときも少しようすが変で……いま部屋をのぞいたら、これが机の上に置いてありました」

　アイリはそう切り出すと、いつもハイヅカの左手首にあったブレスレットを差し出した。

　話を聞いて状じよう況きようを整理しているのか、ブレスレットを凝ぎよう視しするシアーズの表情が、みるみる険しくなる。

　眉み間けんに深くシワを寄せたかと思うと、額に手を当てて机に肘ひじをついた。

「本当に部屋にいないのね？　指示もなく報告もしないまま、勝手に現場を離はなれるなんて……それが事実なら厳重注意じゃ済まないわよ」

　シアーズの背後から立ち上る怒いかりのオーラのすさまじさに、もはやアイリも言葉をかけられない。シアーズは、普ふ段だん綺き麗れいに整えている金茶色の巻き毛を乱暴にかきあげた。

「信じられない。ハイヅカの奴やつ、さっき広間ここにきたのよ。ちらっと顔出して、いつも通りの軽口を叩たたいていったから、部屋に戻ったとばっかり思ってたのに。……だいたい、こういう別れ方したあとって、なんだか悪い予感がして、すっごく嫌いやなのよ!!」

　じつのところは心配なのだろう。シアーズはぎゅっと目を閉じてふたたび開く。

　疲つかれた顔は怒りの覇は気きに彩いろどられ、気き迫はくすら感じられる。

「少しでも早く、捜しだしましょう。ただしこんな時間だもの。大事にはできないし、したくないわ。悪いけど、まずアイリにお願いしたいのは……」

　シアーズの指示をひとつひとつ聞きながら、アイリは自分のなかにわき上がる感情が怒りへと変じているのに気づいた。

　──こんなときにひとりで黙だまって出て行くなんて……ハイヅカさんていつも態度は大きいし、謙けん虚きよだなんて思ったことないけど、その分自分に厳しい人だ。コゲツとのことも、私の体調不良も全部自分のせいだって思ってる？　だから、相棒パートナー解消なんていいだしたの……？

　すべては推測でしかないが、ずっとハイヅカの側にいてわかっていることもあるつもりだ。

　はっきりしていることはただひとつ。

　──間ま違ちがいない。ハイヅカさんは、コゲツを捜しにいったんだ。

　相棒パートナーの自分に一方的に別れを告げ、ひとりでコゲツとの因縁に決着をつけるつもりなのだ。

「ハイヅカさんめ……見つけ出したらただじゃおきませんからね」

　シアーズに負けず、怒りもあらわにつぶやいたアイリは、この気持ちの裏側にあるものが愛情や信しん頼らいだともうわかっていた。

　だから相棒制度を解消したいと告げられて、あれほど傷ついたのだ。

　相棒を信じないハイヅカと、信じてもらえなかった自分が情けなくて。

　アイリは再び廊ろう下かを走って部屋に戻ると、自室で制服に着き替がえて気持ちを切り替かえた。
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　ハイヅカは何も付けていない己おのれの左手首を撫なでてため息をつく。

　アイリをベッドに押しこんで、ブレスレットは置いてきた。広間で仕事をしているシアーズと少し話したあと、ハイヅカは、そのまま『魔ま女じよの書しよ架か』を抜ぬけ出していた。

　夜のうちに塔とうを出て、一帯に広がる魔女の森へ向かうためだ。

　もちろん塔の中や出入り口では、警けい戒かいのため魔女たちが交代で番をしており、外への出入りは自由にできない。

　周囲をぐるりと湖に囲まれた造りの『魔女の書架』は、正門周辺に焚たかれたかがり火が、ゆらゆらと湖面に光を投げかけ神秘的な雰ふん囲い気きだ。

『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきを受けたあと、夜間は塔へ渡わたる吊つり橋ばしが引き上げられ、何者も外から入ってくることができない。

　夜間に出入りが必要な際は、湖を渡るために小こ舟ぶねを出しているようだ。

　ハイヅカは塔の出入り口で、森に駐ちゆう屯とんしている七聖府ザインの軍部へ、警備の用件を伝えにいくのだと告げると、怪あやしまれることなく通してもらえた。

　七聖府の制服を着たハイヅカは、自らドロップパレスに持ち込んだ長なが槍やりを手に、堂々と出口へ向かう。

　昼の間にアダムと共に、『魔女の書架』周辺の警備情報の説明を聞いていたため、移動はスムーズに済んだ。

　小舟で湖の対岸に渡ったあと、森へ向かうと告げたハイヅカに、案内役をつけようと魔女から申し出をもらったが断った。

　軍部から迎むかえがくるのだと告げると、魔女は納なつ得とくしたようだ。

　小舟を帰してしまってから、ハイヅカは魔女に渡されていた携けい帯たい用の小型ランプに火をともす。

　周囲を見まわせば、木々は塗ぬりつぶされたように黒い影かげとなり、どこまでも深くつづいて見えた。魔女の護まもりが働いているという森は、案内人がいなければ確実に迷うと聞いている。

　だが、いまのハイヅカに戸と惑まどいはなかった。

　なにしろ自分には、どんな磁石や方位計にもまさる、コゲツの気配を感知する能力があるのだ。

　ハイヅカは制服の袖そでをわずかにめくると、ブレスレットをつけていない左手首にある小さな赤い痣あざに指で触ふれた。

　花びらのような小さな痣こそが、自分とコゲツとの因縁の繫つながりを刻む証あかしであり、相手に近づくことで異変を感じることもできる。

　幼い時分に、失ってしまった大切な少女との思い出の証だった。

　それもいまは、ただ忌いまわしい、己おのれの罪を突つきつけられる印でしかない。

　コゲツはハイヅカの故郷ミッドパレスで、神事を行う特別な存在だった。

　巫女みことして性別を偽いつわらされ、座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいされて生かされていたコゲツの呪じゆ力りよくは、術者として並外れたものがある。

　それほど特異な存在を、座敷牢から逃にがしたのは自分だ。

　行方ゆくえをくらましたコゲツが『黒の七星旅団』の一員となり、各都市にもたらした被ひ害がいははかりしれない。

　ハイヅカは森の暗がりに足を進めながら、背後の塔をそっと振ふり返った。

　森の木々が途と切ぎれた先に見える湖の中央に建つ『魔女の書架』は、ぽつぽつと灯ともされた明かりで、塔そのものが巨きよ大だいなキャンドルのようだ。

　──そういや、サイクスの奴。今夜も女王の身辺警護か？

　昼間のうちに、アダムから気にかかる話を聞いていた。

　コゲツの仕し掛かけた呪じゆ詛そによって、イルメリア女王が負傷しており、しかもその傷がいまだ治っていないのではないかと、アダムは気にかけていたのだ。

　ハイヅカ自身は女王の傷を目にしてはいない。

　それでもアダムの懸け念ねんする通りならば、魔女の頂点に立つイルメリア女王が、いまだに傷を治ち癒ゆさせていないのは妙みような話だ。

　魔女たちは呪じゆ術じゆつに長たけており、そこには守護物タリスマンを扱あつかう技術ももちろん含ふくまれる。その魔女たちを束ねるイルメリア女王は、突とつ出しゆつして優すぐれた呪じゆ力りよくの持ち主だ。

　傷を治癒できない理由があるとすれば、イルメリア女王の力を以ってしても、簡単には片づけられない強い呪が働いていることになる。

　イルメリア女王がアダムの特別な想おもい人であるということも含めて、ほうっておけない事態だった。

　──しかし、サイクスがあれだけ気にかけてるとなりゃ、女王への気持ちは本物だな。

　ハイヅカがかつて保安部に所属していた頃ころから、アダム・サイクスの存在は知られていた。

　自分のように、大だい凶きよう体質などという不ふ名めい誉よな意味ではなく、防ぼう御ぎよの術として聖戦器フアランクスを緻ち密みつかつ冷静に扱える精せい鋭えいだと評価されていたのだ。

　──けど、七聖府ザインでのサイクスは誰だれに声をかけられても、可も不可もなく。誰が来ようと去ろうと、関心が薄うすい奴だと思ってたが……思わぬ一いち途ずさがあったってことか。

　七聖守護物タリスマン対策室が設立されるより以前に、アダムは特別警護の任務でドロップパレスへ派は遣けんされており、要人警護についていたと聞かされたことがあった。

　そして今回の件で、イルメリア女王と再会を果たしたアダムを見れば、すぐにふたりの間に特別な気持ちがあるのだと気づいた。

　相手が一都市の女王であるという立場や環かん境きようを考えても、障害は大きそうだ。

　だからといって、簡単に気持ちが消えるぐらいなら、アダムはとっくに別の女性と恋こいを楽しんでいただろう。

　──なんとかなるとかならねぇとか……そういうことで気持ちにケリがつきゃ、楽なもんだろうけどな。

　我が身を思えば、人のことを案じている場合ではないとハイヅカは苦く笑しようする。

　幼い頃は自分の周囲で起きる凶きよう事じや災わざわいは、可か憐れんな少女であったコゲツを助けられなかった罰ばつだと受けとめていたこともあった。

　だが十五年の月日が流れ、呪術を操あやつるコゲツと再会した。自分の気持ちごと利用されてきたのだと知らされ、どれほど悔くやんだかしれない。

　──コゲツに翻ほん弄ろうされた人間は多いが、誰よりなにより間ま抜ぬけで救いようがないのは、間違いなく俺だ。

　真相を知らされ、果てしなく落ち込みかけたときに、側にいて助けになったのはアイリの存在だ。ありきたりな慰めよりも、率す直なおに間抜けさを口にしてくれたことで、かえって救われた気持ちになった。

　そしていまは、アイリ自身が持つ強さに感服していた。

　──あいつは、気づいてねぇみたいだが、俺よりずっと強い。

　十五年前。アイリの父親が、幼い彼女に負わせた役目はあまりにも重い。

　事実を知ってなお、父親をうらむべきかわからないと口にしたアイリは、立派に七聖府ザインの一員としての誇ほこりを持っていた。

　不安でたまらないはずのアイリの涙なみだと、迷いながらも口にした言葉が、いまもはっきりと胸に残っている。

「惚ほれ直すじゃねぇか、ちくしょう……」

　思わずつぶやいて、ハイヅカは目の前に垂れ下がる枝葉を乱暴に手ではらった。

　だからこそ、これ以上の負担をアイリに強しいるわけにはいかない。この先アイリを待っているのは、あまりにも厳しい状じよう況きようなのだ。

　ハイヅカ自身が囚とらわれている大凶の運気は、過去にコゲツと縁えにしを結ばれてしまっていることが原因だ。

　術者として強力な威い力りよくを持つ呪術を操ってきたコゲツは、自らに跳はね返る呪詛をハイヅカとの縁につなぐことで我が身を保ってきた。

　そしてドロップパレスに来てから、アイリがひどい目眩めまいに襲おそわれたり体調不良を起こしているのは、コゲツの呪術が原因だと、占せん術じゆつ師しのヴァージニーには告げられている。

　父親との過去を思い出し、傷ついているアイリを思えば、少しでも早く負ふ荷かを取り払はらってやるべきだ。

　いくら相棒パートナーだからといって、これ以上自分の凶きよう運うんに、アイリをつきあわせるつもりはなかった。

　ふがいない己に苛いら立だつハイヅカの頭上に、冷たい雨混じりの風が吹ふきつける。

　ただでさえ慣れない地理と足場の悪さに、ハイヅカは舌打ちして足を速めた。頰ほおを叩たたく雨に、アイリの泣き顔が甦よみがえる。

　アイリが自らの過去を知って涙したときよりも、さらに傷ついた顔をさせたのは、他ほかでもない自分の言葉だ。

「……俺が最低だな。ほんとに」

　相棒制度の解消については、これまでも考えたことがあった。

　対策室に配属され相棒をつけられると聞かされたときには、不運を幸運で相そう殺さいするなどというふざけた人事が、まともに機能するとは思っていなかったのだ。

　さらに入省したばかりの新人が、自分の相棒だと紹しよう介かいされるに至っては、悪い冗じよう談だんだとしか思えなかった。

　自分の凶運体質も冗談めいた話だが、幸運体質だなどという信じがたいものを真に受けて、配属を決める上層部はどうかしていると正気を疑ったものだ。

　しかもその当人が、本来なら他部署への配属希望だったと聞いて、現場教育を受けてもいない新人を押しつけられたものだとうんざりした。

『黒の七星旅団』との戦せん闘とう現場を経験すれば、すぐに異動届を出すに違ちがいないと考えたのだが、そんな第一印象は、アイリ自身の行動でことごとく裏切られた。

　むしろアイリの思わぬ行動に、いつの間にか懐ふところにまで入りこまれているありさまだ。

　アイリが扱うタロットがもたらす占うらないの結果や、現実に自分の凶運が軽減されているのを目まの当たりにしたいまは、相棒制度の効果を認めないわけにはいかない。

　──あいつがいくら呪じゆ物ぶつマニアだからって、ああも当たり前に俺の凶運を受け入れちまうのも考えもんだろ。ったく、あんな小さい体にコゲツの呪詛を背負わせつづけるなんてのは……俺自身が許せねぇ。

　森へと深く分け入っていたハイヅカは、目の前に横たわる、いびつに伸のびた木を迂う回かいする。

　頭上には葉がびっしりと繁しげっているのか、雨の勢いはゆるめられていた。

　木の幹に腕うでをかけると、ぴりりとした痛みが左手首に走って足を止める。

　自分が徐々にコゲツの存在に近づいていると、ハイヅカは感じていた。

　魔ま女じよの森には、まだコゲツが仕掛けた呪詛が残されている。

　イルメリア女王の傷が治癒されていない事実が、なによりそれを裏付けているように思えた。

　呪詛がいまだに強力な呪力を放っているのだとすれば、術者本人であるコゲツはまだ森にいるに違いない。

　ハイヅカはランプを制服のベルトに下げると、背負ってきた長なが槍やりを利きき腕に持ちかえた。

　穂ほ先さきを枝にぶつけぬよう、体に引き付けて進むことになる。

　手持ちの武器が通常の長槍しかなく、聖戦器フアランクスとしての力を持つ槍斧ハルバートでないことがいまは圧あつ倒とう的に不利だった。

　聖戦器は使い手の力を何倍にも増ぞう幅ふくし、呪術にも対たい抗こうできる力を持つ。

　コゲツほどの術者を相手にするならば欠かせぬ武器だ。しかしハイヅカは、ミッドパレスでコゲツと対たい峙じしたときに、聖戦器の柄えを曲げられてしまっていた。

　七聖府ザイン本庁へ帰き還かんしたのち、修理に出された聖戦器は簡単に直るはずもなく、いまは代だい替がえの武器しか手元にない。

「あのとき、仕留めたと思ってたが……」

　だがいま自らをとりまく森の気配は、己おのれの甘さがコゲツの命を仕留め損そこねたのだと告げている。

　ドロップパレスが襲しゆう撃げきを受ける前に、対策室は派遣調査でミッドパレスを訪おとずれていた。

　そこでハイヅカは『黒の七星旅団』を追って、コゲツと打ち合った。

　相手の操る巨きよ大だいな鎌かまを叩き折り、その体を地面に縫ぬい止めるまで追い詰つめたのだ。

　コゲツの胸を貫つらぬいた聖戦器は、乾かわいた黒い大地に赤い鮮せん血けつを広げた。

　しかしコゲツは、ハイヅカが握にぎる聖戦器の柄に生白い腕を伸ばしからめると、グズリと侵しん食しよくする呪じゆ力りよくを放った。

　途と端たんにハイヅカが聖戦器にこめた力が半減し、コゲツは術を展開すると自らの血に沈しずむように姿を消してしまった。

　致ち命めい傷しようを負わせられたかと思ったが、その後も自分の周囲に凶運の気配が変わらずあることに気づき、ハイヅカはコゲツの命が長らえたことを予測していた。

　大地に広がった血の海に沈みながら、コゲツが口にした言葉が忘れられない。

「まだまだ、遊び足りないだろう？　もっと、私を楽しませてくれ」

　唇くちびるをべったりと血に染めてなお、コゲツの言葉は負け惜おしみでもなければ嘲あざけるでもなく、まるで楽しくて仕方がない子供の無む邪じや気きさがあった。

　──あいつはまともじゃない。もうずっと、俺が知っていた頃ころから。

　いまなら、コゲツの本質を見誤ったりしない。

　ドロップパレスの魔女たちが特別呪じゆ術じゆつに長たけているように、コゲツもまたミッドパレスの月への信しん仰こうに深く関かかわってきた。

　月の巫女みこは狂きよう気きに憑つかれることで、神しん託たくを受け人々を導く。

　月に愛される者は尋じん常じようならざる存在だ。ミッドパレスは月を奉たてまつることであがめてきたが、ハイヅカ自身の手で、狂気の神は野に放たれてしまった。

　コゲツの姿を求めて、ハイヅカは獣けもの道みちにしか見えない木々の間を抜ぬけると、手の痣あざの痛みが強くなる方角へと進んでいく。

　ねじれた木々の枝を避よけて踏ふみこんだ先に、ふいにあらわれた巨大な影かげが、倒とう木ぼくの幹だと気づいてハイヅカは足を止めた。

　あまりに不自然な形で倒たおれた木の周囲にランプをかざすと、そこから先にやたらと大木がなぎ倒されているのがわかる。

「なんだ……？」

　巨大な竜たつ巻まきが森に降りたとでもいうのか、木々が重なり、円を描えがくように横よこ倒だおしになっている。

　黒々と生おい茂しげる葉と、ささくれだった樹皮が雨に濡ぬれ、大きな生物の死し骸がいのようだ。

　うねるような樹木の向こうがわで、ぽぅっと明かりが灯ともされるのに気づき、ハイヅカは手元のランプを消すと、長槍をしっかりと両手に持ち替かえる。

　無意識のうちに呼吸を押し殺すと、暗い木々の先にある夜空に月を探そうとした。

　だが、頭上はすでに渦うず巻まく黒い雲が集まり、雨混じりの強い風が、木々の高みを激しく揺ゆらし始めている。

　鈍にぶく鳴る空に厚い雲がたちこめ、それが雷らい雲うんだとすぐにわかった。

　──そろそろ、アイリと離はなれた影えい響きようが出てきたか。

　相棒パートナーであるアイリと離れ、さらにブレスレットも置いてきた結果、襲いくる凶運は容赦のないものになるだろう。

　予想はしていたが、最悪のタイミングで悪天候に見み舞まわれそうだと舌打ちしたとき、首筋が総毛立つような殺気を感じる。

　ハイヅカはとっさに身を低くすると、背後の木の幹に半身をひそませた。

　体を滑すべりこませると同時に、木の幹に細い短刀が二本突つき刺ささる。

　向けられているのは、明らかな殺気だ。

「……こんな夜よ更ふけに逢あい引きだっていうのに、お前ときたらまったく、月夜を台無しにしてくれる」

　声が聞こえた先には、赤い炎ほのおを灯して揺れるたいまつを手にしたコゲツがいた。

　大きな角を持つヤギの頭ず蓋がい骨こつがオレンジ色の炎を受け、陰いん影えいをくっきりと際立たせる。

　その下にのぞく、すっきりとした鼻び梁りようや楽しげに笑えみを浮うかべる口元。赤黒いマントを羽織った肩かたに、艶つやのある黒くろ髪かみがさらりと流れた。

「ほら、こっちにくればいい。積もる話があるんだろう？　今日の得物がずいぶんつまらないのは、ひょっとしなくとも私のせいか？」

　ハイヅカは、長槍を構えたまま木の陰かげから出ると、コゲツとの間合いを計る。

「お前に確かめたいのはひとつだけだ。まだ、この森で呪じゆ詛そを使っているのか？　その呪詛の返りがアイリの目眩や体の変調を引き起こしているのは事実なのか？」

　怒ど気きをはらんだハイヅカの低い声に、コゲツは楽しそうに体をゆらす。

「あぁ、あのお嬢じようちゃんか。お前の近くにいる以上影響はあるだろうけど、原因はそれだけじゃない。一番大きな理由は、アイリ自身が『鍵かぎ』の存在に気づいたからだろうな。まさかお仲間に関係者がいただなんてねぇ」

　コゲツが口にした『鍵』と『お仲間』という言葉に、ハイヅカはさらに警けい戒かいを強める。

「……お前、なにを知ってる？」

　ハイヅカは倒木の隙すき間まをすりぬけて飛び出すと、コゲツの体の中心に向けて槍を繰くり出す。

　身軽なコゲツは飛び上がって避けるかと思ったが、するりと右みぎ腕うでを伸ばして槍の柄を叩たたくと軌き道どうをずらした。

　そのまま下へそれた槍の柄をすくい上げて指をかけたかと思うと、しなだれかかるように重みをかけ、ハイヅカの動きを封ふうじてしまう。

　穂先が地面につくと、コゲツは槍の柄をぐいっとつかんでハイヅカに近づき、自らヤギの角に手をかけて引いた。

　流れ落ちて揺れるコゲツの黒髪の隙間に、白い肌はだの美び貌ぼうがのぞく。

　異様なのはその左目だった。額の右上から左の目を覆おおうように巻きつけられた布には、乾いた血を思わせるくすんだ赤で、びっしりと文字や模様が書きこまれているのだ。

「お前……その目は──」

　読めない文字や模様が、呪詛のためのものだとハイヅカは直感した。

「この目はもう使い物にならないだろう。お前にやられた胸の傷きずも、まだ癒いえちゃいない。で、今夜は残念ながら、自じ慢まんの鎌でお前を刈かり取ってやることもできないってわけだ。知りたいか？　この目がなにを見てきたか。なかなか面おも白しろかった。所しよ詮せん政府の奴やつらは名めい誉よだの栄えい誉よだのが欲しいんだな。どいつも業ごうの深いこと深いこと……」

　不敵な笑みを交えてのらりくらりと語るコゲツに、ハイヅカは相手のマントをたぐり寄せ首を絞しめあげる。

「まさか……」

　ハイヅカの脳のう裏りをよぎったのは、ドロップパレスの七聖守護物ザインタリスマンである『ダァトの目』と呼ばれる仮面だった。

　コゲツは自分の首を絞しめ、吊つるすように力を込めるハイヅカの指を爪つめで搔かく。

　ほんのわずかにゆるんだ隙間に指をねじこむと、ハイヅカの人差し指と中指をつかんでぐるりと回転させた。

　小枝が折れるような音を立て、ハイヅカの二本の指が使えなくなる。

「グゥっっ……っつ！」

「話が聞きたいってんなら、この手は邪じや魔まだ。そうだろう？」

　コゲツは爪の先についた赤い血をなめとると、体を半分傾かたむけて自らの背後を示した。

　そこは先ほどハイヅカが目にした、円状に木々がなぎ倒された土地が広がっている。

　倒された木々が横たわる大地には、打ち立てられた朽くち木がいくつもある。

　黒い朽ち木は縦じゆう横おう無む尽じんに荒あら縄なわがかけられ、縄ごとにおびただしい呪じゆ譜ふがぶらさがっていた。

　いまは吹ふきつけ始めた風雨にあおられて、ざらざらと不気味な音を立てている。

「わかるか？　ここで展開しているのはかつてなく強大な呪詛だ。なにしろ目的は、魔ま女じよの頂点に立つ女だ。とびきり手て強ごわい相手が守る七聖守護物ザインタリスマンとなれば、ちょっとやそっとじゃ手が出ない。最初から目的は七聖守護物の破は壊かいなんかじゃなかった」

「破壊が……目的じゃない？」

「あぁ、おかげで色々と知ることができた。さらわれた憐れな魔女の末路だとか、その息子の数奇な運命だとかね」

　コゲツの言葉に、ハイヅカの脳裏にアイリから聞いたダリウスの過去が甦よみがえる。

　ローザックが、過去に『鍵』を手に入れるため儀ぎ式しきを施ほどこした女性は、ドロップパレス出身の魔女であり、ダリウスの母親でもあったのだ。

「ローザックが探す『鍵』の存在を見つけるためだとしてもどうやってそんなことまで……」

「なぁに、気づかなかったお前たちが間ま抜ぬけなのさ。あぁ、でも仕方ないかな。私の実力に驚おどろき、ひれ伏ふすのも無理はない」

　得意げに口にしたコゲツが、指で輪を作りのぞく仕草をするのに、ハイヅカははっとする。

　布に覆われていない右目でウインクを寄こされ、ハイヅカの脳裏に仮面の形をした『ダァトの目』がよみがえる。

　イルメリア女王が使える七聖守護物でもある仮面には、『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げきのどさくさで傷がつけられていた。

「まさか、あの傷は最初から──」

　ハイヅカの想像が間ま違ちがっていないと認めるように、コゲツは笑みの形に唇くちびるをゆがめる。

「そう、襲撃は破壊のためじゃない。私は『ダァトの目』につけた傷に呪詛を植えつけた。それをご丁てい寧ねいにお前の仲間が修復し、隠してくれたおかげでのぞき穴の完成というわけだ」

　愕がく然ぜんとするハイヅカの顔色を楽しむように、コゲツは飄ひよう々ひようと語りつづける。

「でも、間抜けな話だったな。昔はローザックも『ウィッカの弟で子し』だなんて騒さわがれたようだけど、本当に優すぐれていたのは自分じゃないってことぐらい、当人が一番わかっていただろうに。だからこそ、友人を妬ねたみ、自分が誰より優れていると証明しなけりゃ気が済まないのさ」

　コゲツのあまりに的確な推測に、ハイヅカは目の前の男が気味悪く思えた。

　自身は異様な思考や行動をとるが、コゲツは周囲の人間の本ほん性しようや欲よくを敏びん感かんに嗅かぎ取る。

　それは神意の代弁者として、生まれ育った環かん境きようと血筋によるものかもしれない。

　人の心に生まれた隙間に、つけいるような言葉を投げかけるやり口は、死に神や悪あく魔まの手管そのものだ。

「だから私は、ローザックの望みを叶かなえるために、七聖守護物ザインタリスマンに呪詛の種を仕込んでやったのさ。まぁ、盗とう聴ちようというより、のぞき見って感じか」

　にぃっと口角をつり上げたコゲツは、楽しくてたまらないようすだ。

「『魔女の書しよ架か』襲撃時には、森のあちこちに術者を配置して、呪詛を飛び火状にまき散らしてやったんだ。魔女たちが無む駄だに走り回って、女王の身の安全を優先しようとしたからかえって仕事はしやすかったけどね」

　ダリウスやアイリがつかんだ情報を、すでにコゲツも入手しているのだと知らされ、ハイヅカは怒いかりに眉まゆをひそめる。

「どうして、ローザックのためにそこまでする？　お前のことだ、『落日の礼拝』で逃にがしてもらったからといって、恩義で動くような奴じゃない」

　はっきりと言い切ってやると、コゲツは残された右目を見開いてうなずいた。

「さっすが、よくわかってるじゃないか。なに、自分の気持ちに従ったまでだ。欲まみれの人間は滑こつ稽けいで嫌きらいじゃない。ローザックは……あの男は世界の裂さけ目を見せてくれるといった。なら私がそのために惜おしむものなんてない」

　世界の亀き裂れつを見てみたいのだと、本気で口にするコゲツに、ハイヅカは目の前にいるのが人の形をした別の生物だとしか思えなくなる。

　幼い頃ころの自分が信じていた、儚はかなげな少女はまやかしであり、最初からいなかったのだと思い知らされた。

　──やはり、この男だけは生かしてはおけない。

　これほどに呪じゆ術じゆつに長たけた男が『黒の七星旅団』についていることを思えば、放っておくほど被ひ害がいは大きくなるだけだろう。

　七聖府ザインの法で裁くまでもなく、コゲツを世に放ってしまった自分が決着をつけるべきだ。

　それはコゲツと再会してから、何度も考えたことだった。

　だがいまは、指を折られ利きき手は使えない。

　ハイヅカは、長なが槍やりにからみつくコゲツの腕うでを足で払はらおうとしたが、するりと動いた腕の内側に異様な黒ずみを見つけて動きを止めた。

　コゲツの体は自身の呪じゆ詛そに染まり、かなりひどい状態のようだ。

「お前……その体は──」

「私とて神じゃない。仕し掛かける呪詛には引き替かえになる物が必要だ。私が常識を超こえた呪詛を放てるのは、もちろんお前がいるからだが」

　ハイヅカを苦しめようというのか、親しみをこめてコゲツは口にする。

　その腕を蛇へびのようにするりと伸のばすと、ハイヅカの喉のど元もとに短刀を突つきつけた。

「けれど、お前に私を仕留めてる暇ひまなんてあるはずがない。そうだろう？　私を殺せば、ここに展開させた巨きよ大だいな呪詛の返りが一挙にお前を襲おそう。少なく見積もったとして……命も残らないだろうな」

　噓うそではないとわかる言葉に、ハイヅカはぐっと唇を嚙かむ。

「もちろん、お前も覚かく悟ごをしてきたからこそ、あのお嬢ちゃんとつながってる守護物タリスマンを置いてきたんだろう？　それにさ、お前がここで死んだからといって、あのお嬢ちゃんが無事に助かると思ってるのか？」

　コゲツに言われるまでもなく、ハイヅカの心は大きく揺ゆらいでいた。

　ダリウスが見た記き憶おくを、『ダァトの目』を使ってコゲツが盗ぬすみ見てしまったのだとすれば、すでに詳しよう細さいはローザックに伝わっている可能性がある。

　そんな心の動きを呼んだようにコゲツがささやく。

「あいつなら動いたぞ？　ここにはいない」

　思わせぶりな言葉に、ハイヅカは喉のどに当てられた切っ先をわずかにそらし、相手の頰ほおに向かって拳こぶしを打ちこんだ。

　短刀はハイヅカの皮ひ膚ふを切り裂き血を流したが、コゲツの体は軽々と宙に飛ばされる。

　濡ぬれた土と根が這はう地面を転がった体は、倒たおれている木々の枝を折り葉を散らした。

　コゲツの体は倒とう木ぼくにぶつかって止まると、そのまま足で倒木を蹴けり、跳はねるように起き上がる。

　立ち上がったもののふらりと傾かしいだ体は、風にあおられる柳やなぎのように危あやうかった。

　コゲツが一歩踏ふみ出した途と端たん、ハイヅカとの間に、突とつ如じよ激しい衝しよう撃げきが生まれた。

　目に映るもの全すべてが、白く照らし出され、一いつ瞬しゆんで何重にもぶれる。明暗が反転したように視界が弾はじけた。

「……グッ!!」

　全身が痺しびれると一いつ切さいの音が途と切ぎれ、視界が戻もどってくるまで数十秒が過ぎる。

　ふいに鼻の奥が金かな臭くさくなり、周囲から立ち上る焦こげ臭さに顔をしかめると、ハイヅカは間近で落らく雷らいがあったことを悟さとった。

　雷かみなりは近くの倒木を直ちよく撃げきしたのか、火の手があがっているようだ。

　ハイヅカが必死に目をすがめてコゲツの姿を探すと、やや離はなれた位置で相手が膝ひざをついているのが見えた。

　布で覆おおわれていたコゲツの左目から、おびただしく血が流れ出している。

　さらに周囲に立てられた朽ち木と荒縄に、青白い炎ほのおが走ると一いつ斉せいに燃え上がった。

　炎は地に落ちたかと思うと、濡れた朽ち葉の上を伝ってハイヅカの周囲を取り囲む。

　それは暗がりの中で、不思議と安らかな明るさを感じさせた。呪詛を焼やき払い、辺りを清めていくようなとろりとした質感の炎だ。

　雨が降りつづくなか、青白い炎は弱まることなく立ち揺れて、ハイヅカを守ろうとする明らかな意志を感じる。

　立ちあがったコゲツは顔の半分を赤く染め、にぃっと笑えみを作った。

「女王め……ようやくここを突き止めたらしい。ハイヅカ、私を追ってこい。いつまでもお前が苦しむさまを見ていたい」

　心から告げているのだろうコゲツの言葉に、ハイヅカは怒りを交えて問いかける。

「お前は……俺を憎にくんでいるのか？」

　その問いかけに、コゲツは無む垢くな鳥の仕草で首を傾げる。

「憎む……？　どうしてそう思う？　お前はいい奴やつだ。愚おろかで人が良くて、同情心があって、正義がある。私はそういう人間が心折れて這いつくばるのを見るのが好きだ。いつかお前の世界が、裂けるのを見てみたいな」

　コゲツは血に濡れた左ひだり頰ほほをぬぐい、手をぱっと振ふるとしぶきを飛ばす。

「また、会おう」

　別れを惜しむ友人のように告げると、コゲツが右みぎ腕うでをあげ、それに従うように周囲の葉が塵ちりとなり舞まい上がる。

　その姿は立ち上る塵にかき消され、ゆらゆらと不確かになると薄うすらいで消える。

　夜空はますます荒あれだすと、雷らい雨うを伴ともなった激しい嵐あらしへと変化した。

　だがその暴風も、青い炎の中心にいるハイヅカをなぶることなく過ぎていく。

　光のなかはただ穏おだやかで、叩たたきつける枝葉や落雷から、自分が守られていると感じられる安あん堵どに満ちていた。

　呪詛とは違ちがう魔ま術じゆつめいた力に、ハイヅカは半ば確信していた。

　──コゲツは「女王め」と言ってた。だとすると、この青い炎はイルメリア女王の力……。

　落雷は自分の凶きよう運うん体質が招いたものだろうが、コゲツの左目の出血や、呪詛が破は壊かいされたのはイルメリア女王の力がこの場に及およんだからなのだろう。

　──くそ……命じゃ済まないって、あいつどれだけの呪詛を……。それがいままで無事で済んできたんだとしたら、俺は相当アイリの幸運に救われてるってことになる。

　そしていまもまた、コゲツに跳ね返ったはずの呪詛から自分を守っているのは、イルメリア女王の力による青い炎のおかげなのだ。

　やがて木々が激しくざわめく音に交じって、人の声と馬が近づいてくる気配がある。

　コゲツの呪詛の根源をつきとめられたのだとすれば、イルメリア女王が差し向けた者たちに違いない。

　落雷の衝撃で意識がもうろうとするなか、ハイヅカは視界の隅すみで揺れる青白い炎を目で追った。それを目印にしているのか、足音はすぐそばに迫せまってきた。

「くそ……かっこ悪りぃ」

　いまなら自分がいかに平静を欠いて、馬ば鹿かな行動をとったかわかっていた。

　だが、この場所でコゲツの口から確かめられたことは重要だ。

　少しでも早く『魔ま女じよの書しよ架か』に戻り、ダリウスの過去についてコゲツに知られてしまったことを伝えなければならない。

　ドロップパレスから、すでにローザックが姿を消したのが事実なのであれば、『黒の七星旅団』が動き始めているのは間ま違ちがいなかった。
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「イルメリア女王!?」

　女王の居室の隣りん室しつを一時的にあてがわれていたアダムは、警けい戒かいのために自室のバルコニーに出ていた。

　ハイヅカと話をしたように、いまだ魔女の森に呪詛が残っているとするならば、バルコニーが最も異変が目につきやすく、侵しん入にゆう者にも備えられるはずだからだ。

　夜半になり急な嵐が吹ふき始め、目の前の森に落雷が起きるなか、隣室で物が倒れた音と気配をアダムは聞き漏もらさなかった。

　バルコニーに防ぼう御ぎよ壁へきを残したまま、自室を出て廊ろう下か側から女王の部屋の扉とびらを叩たたいて開ける。

「……失礼します。いま森で──……！」

　やや薄暗い部屋の奥にある丸テーブルには、見たこともない盤ばんが置かれ、その上にはいくつもの輝き石せきが拡ひろげられていた。

　丸テーブルの傍かたわらの椅い子すが床ゆかに倒れ、そこにもたれかかるようにぐったりと体を預けるイルメリア女王の姿を見つけたアダムは駆かけ寄った。

　すでに仕える魔女が寝しん所じよの支し度たくをしたあとなのだろう。夜着のうえに薄うす物ものをはおった女王の体を、豪ごう奢しやな金の髪かみが流れて広がる。

　アダムは動揺を押さえつつ、イルメリア女王を抱き起こした。

「一体、なにをなさったのです。いま魔女をお呼びします」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。本当に、少しこうしていればすぐにおさまる」

　だが、そう口にする女王の体は小刻みに震ふるえ、なにかを堪こらえるように体を丸めるさまが痛々しい。

　気き丈じように笑みを浮うかべたが、アダムの腕うでに触れた手はひどく冷たかった。

「とにかく、こちらへ」

　アダムはイルメリア女王の体を抱だきあげると、部屋の奥にある寝しん台だいへ横たえた。

　細い体からほんのわずかに強こわばりが解け、小さく息を吐はくと、イルメリア女王の顔色がひどく悪いことがわかる。

　いても立ってもいられず、やはり魔女を呼びつけるべきかと迷うアダムに、女王はすっと手を上げると、握にぎっていた仮面を見せた。

「これは……『ダァトの目』ですか」

「いましがた、魔女の森で呪じゆ詛その根源を突つき止めた。ほんの少し、強ごう引いんな手で退去させたが、さすがに呪詛の力が大きすぎて、すべてを返しきれなかった。でも本当に少し待てば、力は戻るし治ち癒ゆはできる」

　女王としての力を過信するでもなく、自然とにじみ出る言葉の強さに、アダムも引きさがらざるを得なかった。

「ただ、これは確かく認にんしておきたいのだが……そなたたち対策室でも、呪詛を追って動いていたのか？　確かエン・ハイヅカと名乗っていた者が、森のなかにいたのだが……」

　断続的に痛みがくるのか、ときおり呼吸を乱しながら話す女王の言葉に、アダムはぎょっとする。

「まさか、ハイヅカが……森に!?」

　昼間に女王が呪詛の影えい響きようを受けているかもしれないと話していただけに、心当たりはあった。

「『ダァトの目』は偽いつわりは見せぬ。一度そなたの上官に報告に向かうが良い。私なら、もう半刻もせず元通りだ」

　行け、といわんばかりに手で扉を示そうとしたイルメリア女王の手首をアダムはつかんだ。

「無礼は承知です。ですが、ひとつだけ私の話をお聞きください」

　女王の瞳ひとみは、上半分が新緑を思わせる緑にきらめき、その半ばから湖水を思わせる青に変じる独特の色合いだ。吸いこまれるような心ここ地ちにさせられる双そう眸ぼうは、かすかに警戒を浮かべアダムを見つめ返していた。

「貴女あなたに、無む茶ちやをするなと申しあげるのは諦あきらめました」

「ほぅ……諦めてくれたか」

　アダムの言葉にほっとしたように、女王は瞳を閉じてくすりと笑う。

　だがアダムは真しん剣けんな声こわ音ねで鋭するどく切りこんだ。

「ですから、そのときは私をお側そばに置いてください」

　冗じよう談だんにしてしまわれぬようにと、アダムは冷えた手を包むようにして訴うつたえる。

　女王は再び目を見開くと、頑かたくなな表情で血の気を失った唇くちびるをひらいた。

「そなたを側になどと、現実味のない話だ。それに、だからといってどうなる？　そなたの防ぼう御ぎよ陣じんであっても、私を止めることは叶かなわぬぞ」

「……止められなくとも、後こう悔かいはさせられます。お側にいられるのなら、ご自身の無茶にどれほど傷つく者がいるのかをご覧にいれられます」

「サイクス、そなたは──」

　アダムは女王の手に額を押しつけるように、顔を伏ふせた。

「どこにいても、貴女が貴女でいる以上、私は二度と安心できない。ずっと、夢を見つづける、これまでも……これからも。ひとときだって、満たされることはない」

　イルメリア女王は握られているのとは反対の手を伸ばすと、そっとアダムの髪に触ふれた。

「すまなかった……さっそく私を後悔させるとは、さすがだな。私は往おう生じよう際ぎわが悪いし、ひどく頑がん固こだから、無茶をしないという約束はできぬ。だが、一度ぐらいは、それを自分のために使ってみようかといま思っている。そなたのせいだぞ」

　なぐさめるようにアダムの額にそっと触れたイルメリア女王は、いまはなすべきことをしろと視線で訴える。

　後ろ髪がみを引かれる思いで、アダムは身を起こした。

「一度でいいから貴女のわがままを聞かせて欲しい。私がそう望んでいることを、忘れないでください」

　まだ握ったままの手の甲こうに口づけると、女王はわずかに頰ほおに血の気を取り戻もどし苦く笑しようした。

「まったく、そなたには敵かなわん」

　そう告げて自らの手を取り戻すと、照れ隠かくしのように口をひらき、森で見たハイヅカの状じよう況きようについてアダムに話して聞かせた。

「そなたの大事な同どう僚りよう殿どのであろう。早急に上司に報告してくることだ」

　イルメリア女王は、苦しそうに息をこらえると、早く出て行けとばかりに目を閉じた。

　いまは女王を休ませたほうがいいとアダムも判断し、今度こそ一礼し部屋を後にする。

　同じ階に控ひかえている魔女に、女王のようすに気をつけておくようにと伝えると、対策室のメンバーがいる塔とうの三階へ急ぎ向かった。
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　シアーズが塔の一階を管理する魔ま女じよたちに、ハイヅカの出入りを確認しに向かったあと、アイリは指示された通りダリウスの部屋の前にいた。

　ドロップパレスに到とう着ちやくしてから、あまり眠ねむっていなかったダリウスを叩たたき起こすのは心が痛んだが、アイリは思い切ってドアを叩く。

「ダリウスさん！　すみません、緊きん急きゆう事態です」

　アイリの剣けん幕まくをよそに、扉はゆっくり開かれた。

　ややうつむき加減のダリウスは、寝ね乱みだれた髪が顔にかかり、表情にも覇は気きがない。

　白くだぶついたシャツを寝ね間ま着きに、けだるげなところを見ると、疲ひ労ろうのあまりかなり深く眠っていたのかもしれない。

「ごめんなさい！　ダリウスさんがすっごくお疲つかれなのは承知の上なんですけど……大変なんです」

　アイリがハイヅカの姿が部屋にないことを説明するうちに、ダリウスの琥こ珀はくの瞳が徐じよ々じよに強い光を宿し出す。

　──ああぁ、やっぱりダリウスさん怒おこってる！

　昼間に明らかにされたダリウスの出生についての情報だけでも大変な事態だというのに、ハイヅカは勝手なふるまいで問題を増やしていったのだ。ダリウスの怒いかりは当たり前のことだろう。

　突とつ如じよ、ダリウスからぐいっと手首を引かれて、アイリは首をすくめた。

　この状況に、鋭い文句のひとつも投げつけられるかと思ったのだ。

「で、君がそんなに焦あせってるわけは……？　あいつが心配だからなのか？」

「当たり前ですよ。だって、ハイヅカさんなんですよ!?」

　凶きよう運うん体質もさることながら、ハイヅカはいまブレスレットすら身に付けていないのだ。

「それは……君が奴やつのことを好きだから？」

　かなり不ふ機き嫌げんそうな声で思わぬ言葉を投げかけられ、アイリは自分の耳を疑った。

「……あの、ダリウス、さん!?　ご存じでしょう？　ハイヅカさんが私と離はなれるとどうなっちゃうかは……嵐あらしに落らく雷らい、火事ぐらいは当たり前の、周囲にも危険が及およぶような事態なんですよ。好きとか、どうとかは……」

　なにもおかしなことは言っていないはずだと思いながら、アイリはつい動どう揺ようしてしまい頰が熱くなるのをごまかせない。

　するとダリウスはアイリの両手首をぐいっと、自分の胸に強く引き寄せたかと思うと、吐と息いきが触れるほど顔を近づけた。

「じゃあ、僕がこのまま君に触れたら、アイリはどうする？」

「？…………困ります。ダリウスさんに暴力はふるいたくないので」

　ダリウスの行動の意味がわからず、アイリはしかめつらになったが、迷うことなく答えた。

　これまでずっとそうしてきたのだ。自分に不用意に触れようとした相手には、頭ず突つきに張り手に膝ひざ蹴げりと、できうる限りの反はん撃げきで応えた。

　なにしろその大半がアイリ自身にではなく、アイリが持つ幸運にあやかろうとする、下心が丸見えだったのだから致いたし方ない。

「ハイヅカにも、暴力で応えた？」

「途と中ちゆう……までは。そうですね、ハイヅカさんは相棒パートナーで同どう僚りようですけど……いまは好きだから、何かあって欲しくないと思ってます」

　なぜいまこんな質問をされているのかわからなかったが、ダリウスが本気で尋たずねているのなら、ごまかすのは良くないとアイリは素す直なおに答えた。

「でも、どうしてダリウスさんが私に、殴なぐられるような真似まねをするんですか？」

　悪ふざけをしている場合ではないと、アイリは眉まゆをひそめる。

　ダリウスは一いつ瞬しゆん目を見開くと、毒気を抜ぬかれたようにその表情から力が抜け、握にぎっていたアイリの腕うでに視線を落とした。

　左手首のブレスレットと、その手に握られたハイヅカがつけていたはずの対ついのブレスレットに気づいたようだ。

「まったく……君たちに関かかわるのは僕にとって馬ば鹿か馬ば鹿かしいことこの上ない。いまのは寝ね惚ぼけたんだ。僕の人生において、かつてないぐらい心身共に疲れる事実が明らかになったばかりだからね。よりによって君を相手に、なんの悪ふざけをするつもりなんだか……」

　ダリウスは脱だつ力りよくしつつ吐はき捨てると、アイリの手首を解放した。

「先に広間へ向かっていてくれ。すぐに着き替がえて僕も行くから」

「すみません、お願いします！」

　ダリウスの突とつ然ぜんの行動の意味はわからなかったが、身心ともに負ふ担たんが重いいま、さらに迷めい惑わくをかけることに後ろめたさは消えない。

　アイリは広間へ向かって歩きながら眉を寄せた。

「……職務に私情を挟はさむなってことかな……ダリウスさん、突とつ然ぜん先せん輩ぱい風かぜ吹ふかせるからわかりにくいんだよね。それにダリウスさんの手が熱かったから、やっぱり熱があったのかも」

　ダリウスの体調が気になったものの、疲労の極地にいるはずの同僚をたたき起こして働かせようとしている自分は心配できる立場にない。

　広間に入ろうとすると、ちょうど塔の螺ら旋せん階段をシアーズが上ってくるところに行きあった。

「主任、じきにダリウスさんがこっちに来ます」

　アイリが報告した言葉通り、ダリウスはすぐさま着替えて駆かけつけてくれた。

　広間に入ってきたときには、普ふ段だんと変わらぬ落ち着いた表情と口調で、先ほどの剣けん吞のんさが噓うそのようだ。

「悪いわねダリウス。すぐにでもあの馬ば鹿かを連れ戻さないと、かなりやっかいなことになるわ。なにしろ凶運相そう殺さいのブレスレットを置いて、単独でこの塔から出て行ったのよ」

　塔の出入り口にいた魔女にシアーズが確かく認にんしたところ、どうやらハイヅカは軍部に使いがあると偽いつわり、出て行ったことが確かめられた。

　するとダリウスはじつに苦々しく笑えんで、「あんな馬鹿は、いっそ帰らぬ男になればいいと思うけどね」と口にする。

「本当よ、ハイヅカの奴……戻ったら覚かく悟ごしときなさいよ」

　シアーズが唸うなりつつ、同感だとうなずいた。

　念のため魔女の森に駐ちゆう屯とんしている軍部の人間にも、連れん絡らくを入れてみると告げ、シアーズは再び部屋を出て行く。

　やる気半分に殺気半分といった調子で、ダリウスは置いていかれたブレスレットを確認していたが、ゆっくりと首を振ふる。

「今回の追つい跡せきは無理だね。結局ブレスレット本体を置いていかれたんじゃ、これを元に追うことはできない。前にアイリの気配を追えたのは、ふたりがそれぞれにブレスレットをつけていたからこそだ。互たがいに引き合う、吉きつ凶きようの糸をたぐることで追跡できたんだ」

　ダリウスは説明しながらも、部屋から持ってきた鞄かばんをさぐると、別のやり方でハイヅカの跡あとを探す方法を考えているようだった。

「とくに……やっかいなのは、ここが魔女の森に囲まれてるってことだ。僕が持っている計測盤も、通常通り働く保証がないからね」

「すみません、ダリウスさんも疲れているのに」

「僕の体調より、アイリのほうが問題だろう。だいたいハイヅカときたら、こんな非常時に相棒パートナーの君をおいていくなんて……」

　ダリウスの言うことはもっともだった。

　だがこの状じよう況きようだからこそ、ハイヅカがわざと自分を置いていったような気がして、アイリの胸は重たくふさぐ。

　こんな一方的な思いやりを嬉うれしく思えるわけはない。ハイヅカの気持ちが、わかるようでわかりたくなくて、アイリは複雑な気分だった。

「とにかく、ハイヅカの居場所を探さぐるには……」

　ダリウスは鞄から輝き石せきや計測盤ばんを取り出し組み立てると試行錯さく誤ごしはじめた。

　ハイヅカを直接探しにいくこともシアーズに止められ、せめて手がかりがつかめないかとアイリは日ひ頃ごろ持ち歩いている練習用のタロットカードを取り出す。

　すると部屋の入り口に慌あわただしい気配がしてアイリが振り向くと、あらわれたのはアダムだった。

「サイクスさん！　主任から連絡があったんですか？」

「……いえ、私は主任を捜さがしてここにきたんですが……なるほどシアーズ主任は留守ですか。イスフェルドさんとフロストさんがおそろいということは、召しよう集しゆうがあったんですか？」

　驚おどろいたようすのアダムに、アイリはハイヅカの行方がしれない状況を説明する。

「サイクスさんは、イルメリア女王の身辺警護がありましたから、真夜中に騒さわがせないほうがいいって主任が判断したんです」

「そうだったんですか。いや、私がここへきたのは、まさにそのことだったんです。イルメリア女王はまだ休まれてはいなくて……じつは『ダァトの目』を使われたあと、仮面にあるわずかな異変に気づかれたんです。七聖守護物ザインタリスマンに呪じゆ詛そが仕込まれていると」

「呪詛が!?」

　即そく座ざに反応したダリウスに、アダムはなだめるような口調で話す。

「これは普段から仮面を扱あつかっている人でなければ気づけないほどの、かすかな痕こん跡せきだと女王はおっしゃっていました。それも修復された仮面を使用することで、はじめて呪詛が機能するものだと……」

「そんな、じゃあイルメリア女王に呪詛が？」

　心配になりアイリが椅い子すから立ち上がると、アダムは慌てて首を振る。

「呪詛についてはもう心配は無用だそうです。痕跡をたどって、森の中で解呪ができたとおっしゃっていました。ただ、そこに思わぬ人物がいたらしくて……」

「……まさか……」

「そう、まさかのエン・ハイヅカだったんです。女王が呪詛を返されたあと、倒たおれられてしまったので、介かい抱ほうや人を呼んだりしていて遅おくれましたが、彼の凶きよう運うん体質のこともありますし、イスフェルドさんが一いつ緒しよにいるのかどうかが気になって戻もどってきたのです」

　動どう揺ようのままアダムに歩み寄ったアイリは、答えを聞いて頭を抱かかえた。

「ほんとにすみません。ハイヅカさんが、単独で出て行ってしまって。しかもブレスレットも置いていってしまったので、居場所がわからなかったんです」

　アイリが肩かたを落とすと、アダムはため息をついて教えてくれた。

「大だい丈じよう夫ぶです。結果的に、ハイヅカに呪詛の返りが及およばないように、イルメリア女王が一時的に守りを放ってくださいました。居場所も突つき止められたので、すでに救きゆう援えんが向かっています」

　その言葉に、シアーズが激げき怒どするのは間ま違ちがいないとアイリは思いつつ、ハイヅカの身が無事だったことにほっとした。

　シアーズに報告に向かおうとアイリが広間を出たところ、ちょうど螺旋階段をひとりの魔ま女じよが駆け上がってくるのが見えた。後ろにはシアーズの姿もある。

「どうぞ、皆みな様さまは階下へお越こしになってください。女王の判断を仰あおがなければ、あの方を塔とうにお通しするわけにはまいりません」

　外から戻ってきたところなのか、髪かみや衣装の裾すそがずいぶんと濡ぬれている。

　魔女はシアーズと広間の全員にそう告げると、慌ただしく身をひるがえした。

　アイリはそこで初めて、窓の外にひどい風と雨が吹ふき荒あれていることに気づかされる。

　──ほんとにひどい嵐あらし。これってやっぱり……ハイヅカさんが原因なの!?

　かつてヘヴンリーパレスの貴族の屋や敷しきで、同じようにふたりに距きよ離りができたときにも、嵐に落らく雷らいと通常では考えられない局地的な天災に見み舞まわれたのだ。

　きびきびとした魔女の背を見送って、シアーズは揃そろっている部下を見まわした。

「アダムがここにいるように思えるのは、気のせいかしら？」

「いいえ、主任。ご報告があって捜しておりましたところ、イスフェルドさんからハイヅカの失しつ踪そうについて聞いたところです」

　アダムは答えると、イルメリア女王が七聖守護物ザインタリスマンの呪詛に気づいたことや、先ほどまで女王がその対応に動いていたことをシアーズに報告した。

「まったく、女王にまでご面めん倒どうをかけるなんて……ちょうどいま、ハイヅカの馬鹿が、塔の入り口に運ばれてきたわ。満まん身しん創そう痍いだけど生きてるわよ……まず呪詛の穢けがれを完全に祓はらってからでないと中へは入れられないって。玄げん関かんホールで数人の魔女が手当てをしてくれてるわ」

　シアーズはそう伝えながら、全員で階下に向かうよう手招きした。

　すぐに一階の玄関ホールへ駆け下りると、モザイクの綺き麗れいな床石の上にずぶ濡れの人間が数人がかりで、倒れているひとりを取り囲んでいる。

　周囲ではイラクサが焚たかれ、香こうが入っていると思われる器うつわを手に、聞き慣れない言葉で文言を唱えているようだ。

「ハイヅカさん……」

　床に横たわっているのは、全身ずぶ濡れで制服の襟えり元もとを血でぐっしょりと濡らしたハイヅカだ。

　破れ裂さけている袖そで口ぐちからのぞく腕うでには、痛ましい火傷やけどが目立つ。

　儀ぎ式しきを行う魔女たちの動きを見守っている間にも、ハイヅカの傷はみるみる癒いやされていく。

　ようやく気がついたのか、ゆっくりと床の上に手をつき、半身を起こせるまでになったハイヅカのようすに、アイリは安あん堵どよりも怒いかりがこみ上げてきた。

　アイリがつかつかと歩み寄ると、傷の手当ては終わったのか、魔女たちはさぁっと潮が引くように離はなれていった。

「ありがとうございます。本当にご迷めい惑わくをおかけしました」

　アイリは魔女たちに礼と詫わびを告げたあと、ハイヅカの制服の胸むなもとをつかんで引いた。

　驚きに目を見張るハイヅカの視線が、わずかに気まずそうに揺ゆれたところへ、アイリは振り上げた右手で思い切り頰ほおを張った。

　乾かわいた大きな音に、周囲の魔女たちが顔をしかめる。

「……こんなことして、誰だれが納なつ得とくできるっていうんですか？」

　怒りに震ふるえる声に、気持ちを叩たたきつける強さがこもる。

　アイリの突とつ然ぜんの行動に、上司であるシアーズはもちろん、周囲にいた魔女たちまでもが、ぽかんと口をあけている。

　シアーズがため息をついて、「まったく」と漏もらすと、アイリをハイヅカから引き離した。

　周囲を取り巻く魔女たちに、シアーズも謝罪を述べる。

「ただでさえドロップパレスは大変な時期だと申しますのに、この度の不ふ祥しよう事じにつきましては、私の管理責任です。申し訳ございません。皆様のお役に立ちたいと、血気盛んに先走ってしまったようで……」

　ちょうどそのとき、上階から下りて来たひとりの魔女が前に進み出て、穏おだやかに告げた。

「イルメリア女王から言付かってまいりました。お怪我けがをなさった方は、お部屋にお戻りいただいて休んでいただくようにと」

　あらわれた魔女は、周囲の魔女にもささやくように何事か告げ、慌ただしく塔の上階へと引き上げていってしまう。

　魔女たちの間にひそやかに伝えられる言葉の端はし々ばしから、どうやら今度はイルメリア女王のもとへ向かうようだと感じ取れた。

　いち早くその気配に気づいたアダムは、女王のようすが気になって仕方がないらしい。

「アダム、許可がいただけそうならようすを見ていらっしゃい。いまはイルメリア女王の警護についているのだから、持ち場に戻っていいわ。その間にハイヅカのことは話し合っておくから」

　シアーズはちゃっかりアダムを女王のもとへ送り込むと、ボロになってしまった制服をひっかけているハイヅカに「立ちなさい」と促うながした。

　そのまま全員で階段を上り、各個人に割り当てられた部屋がある三階へと戻る。

　ハイヅカの部屋の前まで来ると、シアーズが足を止めた。

「さ、今回の不始末について聞かせてもらいましょうか。処しよ遇ぐうについては話し合いが必要ね。まず着き替がえて。それと怪我の具合も問題がないのか確かめてきなさい」

　きびきびと言われ、ハイヅカはシアーズに敬礼をしてから部屋へと入っていく。

　やがて、それほど待たされることもなくドアが再び開かれた。

「まず、私が上司として話をするわ、それからアイリ……あとで呼ぶからハイヅカときちんと話し合いなさい。それまで広間で待機してて」

　そう告げられ、アイリはダリウスと一緒に広間で待たされることになったが、しばらくすると肩を怒いからせてシアーズが戻ってきた。

「……簡単に状じよう況きようは確かく認にんしたわ。ハイヅカは本庁に帰き還かん次し第だい、しかるべき処遇を室長にあおぐことになるわね。やっぱり、森へ入っていってコゲツを見つけたそうよ。『黒の七星旅団』の動きを早急につかむ必要があるわ。……とにかく、あの馬ば鹿かはまだアイリとの相棒パートナー解消を望んでる」

　苛いら立だったようなシアーズの言葉に、アイリははっと顔をあげる。

「ただ、相棒パートナー制度は、対策室としての配属だけど、あんたたちふたりの問題でもあるの。私の一存では決めかねるし、両者の意見を聞かないと公平じゃないわ」

　もう一発はたいてきても構わないと言いたげに、口にするシアーズの前で、アイリは勢いよく立ち上がった。

　手にはハイヅカが置いて行った、形がややひしゃげたブレスレットを握にぎっている。

「主任、当事者として、ハイヅカさんと話をさせてください」

「そうね……さっきの張り倒し方からいって、お互たがいに話が通ってるわけないわよね。いいわ、少しだけ時間をあげる。でも状況は切せつ迫ぱくしてるから、私は先に女王のもとへ報告にあがるわ。アイリとハイヅカは今後任務に支障がないよう、きっちり話し合いなさい。それと悪いけどダリウスは一緒にきてちょうだい、コゲツの呪じゆ詛その話が七聖守護物ザインタリスマンに関係しているのなら、女王との話に同席してもらったほうがいいわ」

　ダリウスは端はなからそのつもりだったのだろう。すでに鞄かばんを抱えて立ち上がっている。

　自分が修復を手て掛がけた七聖守護物に、コゲツの呪詛が仕込まれていたという事実にショックを隠かくせないようだ。

　アイリはシアーズの言葉に、感謝の意をこめて敬礼を返し、広間から駆かけ出していった。

　ハイヅカの部屋の前で立ち止まると、手早く扉とびらをノックして中へと入る。

　そこにはひどく気まずそうな表情のハイヅカが、ボロ布と化した制服を脱ぬぎ、シャツに着替えてベッドに座っていた。

　いまだ乾ききらない髪かみをかきあげたのか、日ひ頃ごろあまり見えない額がのぞいて見える。

　しっかりと留とめられていない、襟元から伸のびる首筋には、手当てされているもののいまだ赤い筋が長く走り傷の大きさがよくわかった。

　ハイヅカは包帯が巻かれた右手で、ソファを示して口をひらく。

「まぁ……座れよ」

「言われなくても！」

　アイリは冷静になれと胸の中で唱えつつ、ハイヅカの正面に腰こしを下ろした。

　先ほどまではシアーズが面接官よろしく、ここに座ってハイヅカをなじったのだろうと想像がつく。

「シアーズ主任から、まだハイヅカさんが相棒解消を希望してるって聞きました」

「そうだな」

　憂ゆう鬱うつそうに逸そらされた視線に、アイリはついかっとなる。

「そんな希望が、本気で通ると思ってるんですか!?」

　アイリは座ったばかりのソファから立ち上がると、ハイヅカを見下ろすように睨にらみつけた。

「いいですか、ひとつ確かなことがあります。ハイヅカさんなんて私がいなけりゃ、雷かみなりに打たれるし、落下物には事欠かないし、車が突つっ込んできたかと思えばナイフも飛んでくる……うかつに道も歩けないような人なんですよ、自覚してるんですか!?」

　口にしてるうち、自分でも気持ちが高ぶって止まらなくなったアイリは、ひどく悔くやしくて悲しくて、にじむ涙なみだを止められなくなる。

「いまだって、手も首も傷だらけだし、それに火傷まで負って……自分がどうなっても、誰も気にしなくて傷つかないなんて思ってるなら、大おお間ま違ちがいです！」

「アイリ……」

「わかってます。ハイヅカさんがどうしてブレスレットを置いてったのかも、私と相棒パートナーを解消したいのかも。でも、こんなふうにされたって腹が立つばっかりだし……なにひとつ納得なんてできない」

　自分でも頰が熱くて、みっともなくわめき散らしているとわかっている。

　目元をぬぐおうとしてあげた右手を、ハイヅカに握られた。

　すぐ目の前に、苦く笑しようするようなやさしげな瞳ひとみがあることに戸と惑まどってアイリは瞬またたきを忘れる。

「わかってない。とにかく、そこに座れ」

　手を引かれるままアイリがソファに座り直すと、ハイヅカに手を握られたまま向き合った視線がぶつかる。

「アイリ、お前と話していて気づかされたことがある。お前は自分の家族のことを知っても、ちゃんと七聖府ザインの一員として過去を受け止めようとした。そのことを俺はすごいと思うし、相棒として誇ほこりに思う」

　突然思わぬ言葉を口にしたハイヅカに、アイリはいぶかしみつつうなずいた。

「俺が『相棒を解消したい』っていったとき、お前はいったよな、『私と離はなれたいってことですか？』って」

　怒いかりを抱かかえるアイリとは反対に、ハイヅカは落ち着いた声で話しながら、ベッドから立ち上がり前に踏みだす。

　近づくとよりはっきりとわかる首筋の傷に、アイリは眉まゆをひそめた。

　──怖こわい。ハイヅカさんがこんなふうに落ち着いて話してるってことは、絶対に考えを変える気がないからだ。私がいくらひとりで怒っても泣いても、きっと聞いてくれない。そういう声だ。

　こんなときこそ冷静にならねばと、自分を必死に[image: ]しつ咤たするものの一度熱くなってしまった感情はなかなか抑おさえることができない。

　だが、ハイヅカは怖いほど真しん剣けんな表情で、今度はアイリをソファに縫ぬい止めるように距きよ離りをつめる。

「答えは逆だ。俺は、お前のそばにいたい。相棒としてだけじゃなくて、他ほかの誰だれかがお前の側にいることを望まない」

「…………え？」

　絶望的な気持ちで、自分の願いにしがみついていたアイリは、思わぬ言葉に一いつ瞬しゆん理解が追い付かない。

　だがハイヅカはアイリの驚おどろきには構わず、無事な左手で髪に触ふれてきた。

「単独で森に向かったことは、自分でも馬鹿だったとわかってる。対策室の全員に迷めい惑わくをかけたことは謝罪するし、処分が下ったらもちろん受ける」

　殊しゆ勝しような顔つきでそう口にすると、ハイヅカはふっと息を漏もらした。

「焦あせったんだ……。いまの俺は、明らかにアイリの負担になる。好きな女を苦しめるなんて状況に、我が慢まんできなかった」

　気持ちを率そつ直ちよくに言葉にされて、アイリは混乱のあまり瞬きを忘れる。

　ハイヅカの左手が目の前でぱっとかざされて、ようやくはっと我に返った。

「人が告白してるときに、寝ねる奴やつがあるか」

「……寝てるとか、そんなわけないでしょう！」

　間近にあるハイヅカの顔と声に、アイリは視線をゆらめかせながら、ようやく言葉の意味を理解しようとしていた。

　すると先ほどとは違ちがった意味で、頰ほおが赤らんでくるのがわかる。
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「え、でも告白ってことは……つまり……そのハイヅカさんは私のそばにいたいけど……負担になるような自分は嫌いやだっていう……っぅ」

　アイリの声を遮さえぎるようにハイヅカが口づけると、そのまま背中を抱だき寄せられた。

　──ずるい。そんな自分勝手な理由で、人を不安のどん底に突き落としといて、しかもこんなやり方って……。

　唇くちびるがさらに深く角度を変え、息苦しさに吐と息いきをもらしたアイリは、歯列を割られそうになる。

　必死に手で押し返そうとするものの、力が抜ぬけてそのままシャツにしがみつくのがやっとだった。

「ま……、待ってください。ちょっと、主任もみんなもイルメリア女王のところへ向かって、待ってるんですよ！」

　涙目で訴うつたえると、ハイヅカはそれを思いだしたとでもいうように、「あぁ」という表情を浮うかべてみせた。が、明らかにそれはわかったうえでの行動だ。

　空々しい笑え顔がおを浮かべて、アイリの唇をなぞる。

「いや、わかってないみたいだったから、わかりやすくしたんだが」

「…………もう、嫌ってほどわかりましたし、途と中ちゆうでちゃんとわかってましたけどね!?」

　恥はずかしさで顔を合わせづらくなり、ハイヅカの顎あごを押しやろうとすると、首筋の傷がいたむように眉をひそめられ、アイリは慌あわてて手をひっこめた。

「あっ、ごめんなさい！　痛かっ……って、噓うそつき！　絶対痛くないんでしょう」

　眉をひそめた途中から、笑いをこらえる顔になったハイヅカに、アイリは今度こそ遠えん慮りよなく相手の体を押し返した。

「痛てぇ……いや、腹はさっき主任に殴なぐられたばっかりだから、本気で痛いぞ」

「殴られましたか……」

　元軍部所属のシアーズのことだ。部下の不祥事に、怒りの鉄てつ拳けんぐらいは当然なのかもしれない。

「渾こん身しんの一いち撃げきだったけど、腹に力をいれなかったから『淑しゆく女じよへの気づかいはしたようね』って褒ほめられたけどな」

　思い出したのか眉み間けんにシワを刻むハイヅカは、アイリを見て苦笑する。

「悪い、ムードもへったくれもない告白だな」

「ぷっ……ほんとひどいですね」

　だからといってアイリ自身、ハイヅカを相手に色めいた言葉を返せる自信はまったくない。

　だが、こんな空気も悪くないというように、ハイヅカはアイリの髪をくしゃりとなでた。

「ほんと、俺が一番ひでぇな。確かにちょっとあり得ないぐらい迷惑かけて、戻もどってくるなりお前にひっぱたかれて……で、アイリお前はどうしたい？」

　ふっとその声が深みを増して、アイリは息を詰つめた。

　それは恋れん愛あいとしての答えではなく、相棒パートナーとして自分に答えを求めているのだとわかる。

「相棒は解消しません。ハイヅカさんの凶きよう運うんをなんとかできるのは、私しかいませんから。それに、私は信じてるんです」

　なにをだと視線で問いかけるハイヅカの左ひだり腕うでを取ると、アイリは制服のポケットに入れていたねじ曲がったブレスレットを取り出した。

　曲がってしまった部分は、ダリウスにも手伝ってもらって直し、いまはちゃんと輪の形を取り戻している。

　アイリはブレスレットをハイヅカの左手首に通すと、まっすぐに前を見つめた。

「相棒の私を信じるって、誓ちかってください。ふたりでいないとダメなんです。だからひとりで私を守ろうとしないで、一いつ緒しよに立ち向かってください」

「あぁ。わかった」

　ハイヅカはなにかをあきらめるような、満足したような吐息をつくと笑みを浮かべた。

「お前は、そういう奴だったよ」

　どこかさっぱりした表情で、ハイヅカはそう言うとアイリの手を取り立たせてくれた。

　ふたりで廊ろう下かを急ぎ、シアーズが向かったはずの女王の部屋へと向かいながら、アイリはハイヅカに尋たずねる。

「シアーズ主任がイルメリア女王のところへ向かったのって、呪じゆ詛そのことですか？　サイクスさんも口にしてたんですけど……七聖守護物ザインタリスマンになにか……」

　シアーズのようすからも、ハイヅカの報告にただごとではない事態が発生したのだろうかと気がかりだった。

　アイリの質問に、ハイヅカは厳しい顔でうなずく。

「七聖守護物のことで、俺は直接コゲツと会って確かめたことがある。女王が使った『ダァトの目』に仕込まれていた呪詛は、仮面で女王が見るものを奴がのぞき見るためのものだった」

「のぞき見って……じゃあ、まさかダリウスさんの過去のことも!?」

「あぁ、知られちまったみたいだな。それに、もうローザックがここにはいないといってやがった」

　その事実にはアイリも驚かされた。先ほどシアーズが急いで女王のもとへ向かったのも当然だろう。

　急いで塔とうの上階へ向かうと、廊下に控ひかえていた魔ま女じよがふたりに気づき招くように案内される。

「こちらです。イルメリア女王と、対策室の方々が話し合っておられますから」

　開かれた扉とびらの向こうの広間では、ソファに体を横たえた女王と、傍かたわらにつきそうアダム。

　そして向かい合ったソファに、シアーズとダリウスの姿があった。

「申し訳ありません！　遅おそくなりました」

　アイリが声をだして敬礼すると、隣となりに立つハイヅカも同じく手をあげる。

　その左手首にブレスレットがあるのが見えたのか、シアーズはかすかにうなずくと、ふたりにも座るように手で示した。

　半ば横たわるような姿勢のイルメリア女王は、顔色も悪くうっすらと額に汗あせをにじませている。

　それでもアイリとハイヅカに向かって微笑ほほえみかけると、気き丈じような声で告げた。

「こんな格好で申し訳ない。七聖守護物ザインタリスマンの呪詛を追って、はねつけたところだが、やはりこちらへの返りもゼロにはできなくてな……少し休めばもとに戻る」

　傍らのアダムは女王の手をそっと握にぎっている。

　その細い二の腕うでにまかれたばかりの包帯があるのを見ると、いくらか負傷したのかもしれない。

　ハイヅカは苦しげに顔を歪ゆがめて、謝罪の言葉を口にした。

「申し訳ございません。私の勝手な行いで、ご迷惑を……」

「あぁ、そなたも無事で良かった。呪詛の返りはそなたのせいではないのだから、気にせぬことだ。私は私の務めをまっとうしているまで。七聖府ザインの対策室に全すべての責任を求めるつもりはない」

　女王の言葉に噓はないとアダムがうなずいてみせると、アイリは隣にいるハイヅカの体からわずかに力が抜けるのがわかった。

「私の愚おろかな行いにご助力をいただきましたこと、感謝しております」

「なに、かまわぬさ。他都市の術者とやりあうことも珍めずらしくはない。だが、あの男はいけないな。邪じや悪あくだ……個人的な怨えん恨こんでもないというのに、あれほど純じゆん粋すいな呪詛の使い手は珍しい。それにそなたが術者と直接まみえてくれたおかげで、確かめられたこともあった」

　すでに女王は、『黒の七星旅団』にダリウスの過去と、彼自身が『鍵かぎ』である事実を知られてしまったとシアーズから報告を受けたのだろう。

　するとシアーズの隣に座っているダリウスが問いかけた。

「ですが……イルメリア女王は、一体いつ『ダァトの目』にかけられた呪詛に気づかれたんですか？」

　修復の時点でその事実に気づけなかったダリウスは、確かめずにはいられないのだろう。気持ちがわかるのか、女王はかすかに目を伏せた。

「『ダァトの目』に呪詛があると私が気づいたのは、イスフェルドさんが倒たおれてからだ。修復時に気づけなかったのも無理はない。奴やつらは『ダァトの目』だけでなく、この『魔女の書しよ架か』周辺にも巧こう妙みように複数の呪詛を配置していたからな」

　そのため『黒の七星旅団』に襲しゆう撃げきを受けた際に、魔女たちは奔ほん走そうするはめになり隙すきが生まれたのだと女王は告げる。

「それに『ダァトの目』にあったのは、かすかな傷の深部に塵ちり程度の呪詛が紛まぎれこんだものだ。修復された『ダァトの目』が、次に使われるときに呪詛は発動するようになっていた。フロストさんが仮面をのぞいたときには、自身の過去の記き憶おくが流れこむ混乱で、気づく余よ裕ゆうなどなかっただろう。あのときは、私も細部を確かく認にんしないまま仮面を使ってしまった」

　思い起こせば、ルジャインが思わぬ動きをしたことで、ダリウスは事故のように仮面をのぞいて倒れこんでしまった。

　さらにすぐあとにアイリが仮面を使わせて欲しいと頼たのんだため、イルメリア女王も落ち着いて仮面の状態を確認している余裕はなかったはずだ。

　シアーズが気難しげな表情ながら、ダリウスに告げた。

「仕方ないって言葉は使いたくないけど、ここは研究室じゃないから、機材に限りがあったことは否いなめないわ。起きてしまった失敗は、これからの働きで取り返してちょうだい」

　主任として部下を咎とがめるでもなく、シアーズはすでに次の動きを考えているようだ。

　全体的に重苦しい空気の面々に、アイリは「あの」と手をあげた。

「ハイヅカさんの話ですと、コゲツに知られてしまったのは、ダリウスさんが仮面を通して目にしたものだけですよね？　だとすればひとつ有利な点がこちらにあります」

「どういうこと？」

　不思議そうなシアーズに、アイリは少し躊ちゆう躇ちよすると息を整えてから口をひらいた。

「イルメリア女王のお力を借りて仮面をのぞいたあと、私は倒れてしまったので休ませていただきました。その間に見た夢があって……」

　アイリの言葉にシアーズは興味を覚えたようだ。

「夢って、寝てる間に見る夢のこと？」

「あ、でも普ふ通つうの夢っていうのと違ちがって……過去のことというか自分が体験したはずのことを思いだせた、そんな意味を持つ夢だったと思うんです」

　思い起こして口にすると、また不安になりそうな己おのれの心をアイリはなだめる。

　そして自分の父親であるセオドア・モートンが、ミッドパレスで赤ん坊ぼうのダリウスを助け出したあと、幼い自分にタロットカードを使わせたことを話して聞かせた。

「父は助け出した赤ん坊のダリウスさんの手に、六芒星ヘキサグラムの痣あざがあることに気づいていました。それで、私にタロットカードを持たせて、床ゆかに寝かせたダリウスさんの周囲に置いていくよう指示したんです。最初はタロットの絵もちゃんと見えていたんですが、父の言うとおりにカードを置いていくと強い光が生まれて、カードの絵は消えてしまいました。……そのあと、ダリウスさんの手のひらを見た父は『成功だ、これで〈鍵〉は隠かくせた』って口にしたんです」

　アイリが話し終わるまで、じっと耳を傾かたむけていたダリウスは、自身も当事者であるにもかかわらず、じつに冷静に話を受けとめていた。

「いまの話を聞くと、七聖府ザインで保管されていたタロットが、アイリにだけ見える理由がわかったような気がするな。もうずいぶん昔に、君はタロットの使い手になってたんだ。アイリの父親であるモートン氏が、ローザックよりも『ウィッカの予言』を深く読み解いていたのなら、タロットカードが『鍵』に関かかわるものだと知っていてもおかしくない」

　これまでウィッカの遺産であると言われていたカードは、アイリにだけ図ず柄がらが見える不思議なものだった。

　アイリが七聖府ザインに入省したことで図柄が確かく認にんされ、ようやくそれがタロットカードだと判明したのだ。

　結局、タロット占うらないをするにも、図柄が見えるアイリでなければ扱あつかうことができない。

「じゃあ、あのとき父が私にカードを使わせたのって……」

　アイリの考えが伝わったように、ダリウスがうなずいて返す。

「これは推測だけど、赤ん坊の僕にあらわれた『鍵』の印がタロットカードを使うことで消えたのなら、やはりタロットカード自体が『鍵』を封ふうじる役割を果たしている可能性が高い。だからこそ、カードの図柄はアイリにしか見えなくなった。『鍵』を封ふう印いんした者だけがタロットの使い手となるって仕組みなんだろう」

　ダリウスの予想に、その場の誰だれもが考えこむ表情になった。

　それが事実であれば、タロットカードこそが『風の天窓』の『鍵』を封じる力を持ち、またカードが見えるアイリだけに、許された方法だということになる。

　セオドア・モートンが幼い娘むすめに託たくしたのは、あまりに重い使命だった。

　そうした過去を忘れ去っていたアイリが、亡なき両親に近づきたいと七聖府に入省するのはわからないでもない。だが、本人の意志に関係なく、再びタロットカードを手にすることになった運命に、シアーズは複雑な表情を浮うかべる。

「そうね。アイリのお父様が当時外務省に配属だったのなら、任務で各都市を回ることも多いし、普通の人よりウィッカの遺産に触ふれることも多かったはずよ。タロットカードも外務省の派は遣けん先で見つけたのかも知れないわ……」

　考えながら話を聞くうち、ある偶ぐう然ぜんに気づいてアイリは口をひらく。

「そう思うと、これまでタロットを使ってきたのに、その存在を『黒の七星旅団』に気づかれなかったことが、一番の幸運なのかもしれないですよね」

　執しつ拗ように『風の天窓』について調べ、それを開けるために組織を動かしてきたローザックは、いまだ『鍵』だけを追っているのだ。

　話を聞いていたイルメリア女王が、ゆっくりと体を起こすとアダムが彼女の背中を支えた。

「イスフェルドさん、それは偶然ではないかもしれぬな」

「どういうことですか？」

　イルメリア女王は青と緑の瞳ひとみでアイリを見つめ、さらにその奥底まで見通すような視線になる。

「そなたを取りまく星はあまりに特とく殊しゆだ。そしてタロットカードは『風の天窓』と空の星々を繫つなぐ作用を担になっている。そなたの父君は、我が子に重大な務めを負わせたが、タロットカードの使い手となったことで、そなたは誰よりも守られているのだろう」

　その言葉に、アイリは思わずハイヅカと顔を見合わせた。

　対策室の誰もが驚おどろいたのは、幸運体質と言われてきたアイリの不可思議な体質が、偶然や生まれつきではなく、タロットカードに由来したものだったからだろう。

「そなたの父君が愛まな娘むすめにタロットを託したのも、さまざまな気持ちがあると思われるが……事実をどう解かい釈しやくして真実にするかは、受け取る者次し第だいだ」

　イルメリア女王の言葉は、アイリのなかに新しい光を投げかけてくれた。

　──解釈……タロットのカードみたいに。事実はひとつだけじゃないかもしれない。父さんは、タロットを使う者に星の加護があるって知ってたのかも……。誰よりウィッカの遺産に詳くわしかったのなら、きっと知っていたはず。

　ダリウスが口にしたように、『鍵かぎ』の封印としての役目を果たすのがタロットカードなのだとしても、災害に見み舞まわれるなかで父が娘を無事に逃にがしたかったのもまた真実だったかもしれない。

　アイリは心の奥底で硬かたくなっていた部分が、少しだけやわらいだ気がした。

「イルメリア女王にお尋たずねしたいことがあるんです。先ほどダリウスさんが推測したように、タロットカードがダリウスさんの宿している『鍵』を封じているんだとすれば、いま六芒星ヘキサグラムの痣があらわれたり消えたりするのは、タロットの封じる力が弱まっているからなんでしょうか？」

　その質問には、イルメリア女王も深く考えるように視線をめぐらせる。

「……そうだな、ウィッカによって『風の天窓』が生み出され、同時に『鍵』とタロットカードが作られたはずだ。それ以来、『風の天窓』を開けた者はおらず、当然『鍵』に触れた者もいない」

　事の始まりに立ち返った女王の言葉に、その場の誰もがうなずいた。

「だからこそ、『鍵』を探す『黒の七星旅団』は、たびたび七聖守護物ザインタリスマンを壊こわすような真似まねをしてきた。それは単純にウィッカに対しての冒ぼう瀆とく的な行こう為いだけではなかったかもしれない」

　これまでの『黒の七星旅団』の犯行にも狙ねらいがあったのだと口にする女王に、ダリウスがはっと顔をあげる。

「『風の天窓』は七聖守護物によって生み出されている。それを乱すことで『鍵』を見つけられると？」

「そうだろうな。フロストさんの母君が狙われたことを考えると、奴やつらは『鍵』の存在に気づき、手に入れるためにあらゆることを試ためしたんだろう。だが、いまも『鍵』を見つけられなくて、奴らは焦あせっているはずだ」

　だからこそミッドパレスが襲おそわれたあと、立てつづけにドロップパレスが襲しゆう撃げきされたのだと女王は考えているようだった。

　イルメリア女王はアイリにひたりと視線を据すえると、いたわるような色を瞳に浮かべて告げる。

「『風の天窓』を生み出す七聖守護物ザインタリスマンとタロットカードは密接に繫がっている。そのため七聖守護物が傷つけられてきたことで、タロットが持つ力も不安定になり、『鍵』の封じが弱まっているのだろう。七聖守護物が完全に修復された状態のいま、もう一度タロットカードを使って、『鍵』を封じ直す必要があるだろうな」

　女王の言葉にダリウスが困こん惑わくした表情で、己の手に浮き上がった六芒星の形をした痣を見つめる。

　この印が目に見えている状態そのものが、封じられていた『鍵』が不安定になっている証なのかもしれないのだ。

「単純に封じるといっても、イスフェルドさんの父君が亡なくなっている以上、その方法を見つけることは難しい。『黒の七星旅団』を率いるローザックでさえ、タロットカードの存在に気づいていない。イスフェルドさんの父君はかなり厳重に隠し通したのだろう」

　以前トリニックが『ウィッカの予言』と呼ばれた研究記録から、破り去られたページがあったと話していたことをアイリは思い出す。

　──研究記録を破ったのはローザックだと思っていたけど、ひょっとしたら父さん自身が、タロットについて書いたページを破って捨てたのかも。それに、あれだけ研究記録について調べているトリニックさんが見つけられていないなら、失われたページを探しだすのは難しいかもしれない……。

「あの……タロットを使って『鍵』を封じるといっても、方法がわからないんです。私も小さい頃ころにタロットカードを使ったこと自体、初めて思いだせたので」

「そうだろうな。記き憶おくが消えていることは、『鍵』の封じと関係があるのだろう。そう簡単に『鍵』が扱われることのないよう、ウィッカの力が作用していると思われる」

「では、『ダァトの目』を使ってそれを知ることはできませんか？」

　しかしアイリの言葉には、ダリウスが首をふる。

「いまはうかつに『ダァトの目』を使わないほうがいい」

　イルメリア女王の力で、コゲツの呪じゆ詛そを突つき止め祓はらわれたとはいえ、『ダァトの目』を通して敵に情報を盗ぬすみ取られたばかりなのだ。

　いま再び『ダァトの目』を使うのは危険だと、ダリウスが懸け念ねんするのはもっともだった。

「それに、コゲツがいったことが本当なら、ローザックはもうここにはいない。あいつらがなにを目的にドロップパレスを離はなれたか、だな」

　ハイヅカが口にして、シアーズと苦々しく顔を見合わせるなか、イルメリア女王も思案顔になった。

「いま、イスフェルドさんの話を聞いていて思い出した。かつてウィッカが星を操あやつったという伝承がこの都市にはある。それは魔ま術じゆつ師しであるウィッカの偉業を指しているのかと思ったが……星というのはタロットカードを示しているのかもしれない」

「では、この土地に伝わる伝承に、タロットの扱あつかい方についての話は……」

　期待したアイリの質問は、イルメリア女王が首を横に振ふり、止められる。

「いや。そもそもタロットカード自体が、この地の魔ま女じよには受け継つがれなかった。ウィッカが七聖守護物ザインタリスマンを生み出した際、各都市へと散らされて、一ヶ所に集まらないようにされたのかもしれないが」

　イルメリア女王の言葉に、アイリが思いついて口走る。

「では、このタロットカードで七聖守護物が作り出す『風の天窓』について占うらなってみれば、なにかヒントがつかめるかも……」

「そうね、タロットカードで七聖守護物について占えるというのも、アイリのお父様が『鍵』の封印としてタロットを使ったからみたいだもの」

　シアーズが納なつ得とくしたようすでうなずくと、すぐに部屋の保管庫からタロットカードを取ってくると言って、一度広間を出て行った。

　タロットを使うために、周囲の人間はいったんテーブルを離れ、アイリの集中の邪じや魔まにならぬよう広間の片かた隅すみで見守ることになる。

　タロットカードを取りに行ったシアーズが急ぎ足で戻もどってくる頃には、イルメリア女王もだいぶ体調が整ったのか、すっかりソファに身を起こしていた。

　小走りに戻ってきたシアーズからカードを受け取ると、アイリは深く息を吸った。

　テーブルの上でカードを丁てい寧ねいにまぜながら、このタロットカードには、遠い昔に父から託たくされた役目や想おもいがこめられていたのだと思うと、これまでとは違ちがった感かん慨がいが湧わいてくる。

　──目的と質問はひとつに絞しぼる。少しでも手がかりは多く欲しいけど、欲よく張ばればきっと答えはちらばってしまう……だから、占術はワンオラクルにしよう。

　自然と考えが整理されると、導き出したい問題を思考がなぞりはじめる。

　──七聖守護物が作り出す『風の天窓』、その『鍵』がダリウスさんに秘ひめられてるのだとして、じゃあ『鍵』はどこでどうやって使うのかがわからない。

　いまではすっかり手になじんだ感じがあるカードをまとめると、アイリは二度、三度とカードを切ってひとつの山にした。

　──これは父さんが残したカードで、私に託されたもの。きっと答えをくれる。

　一番上にあるカードに触ふれると、夢で聞いた父の声が甦よみがえり、切ないような懐なつかしいような気持ちになった。

　ずっと自分には両親の思い出がないと思っていたが、思い出せたこともある。

　きっといまも、七聖府ザインにいた父や母の想いは自分の中に流れている。

　そう信じてカードを返すと、アイリ自身まったく予期してない図ず柄がらがあらわれた。

　周囲の誰だれもが息を吞のんで、見えないカードの図柄がなんであるのか、アイリが口にするのを待っている。

「カードの結果は、〈恋こい人びと〉の正位置です。これは……」

　意識を研とぎ澄すましてアイリは目を閉とざすと、ふっと記憶にひらめいた答えがあった。

　以前ダリウスの蔵書である、タロットの書物に記されていた内容を思い出す。

「いまワンオラクルで『鍵』をどこでどうやって使えるのかを占いました。確か……〈恋人〉のカードは『６』の数字を割り当てられていますよね。正三角形と逆三角形が重なって生み出されるのが六芒星ヘキサグラムで、それは物事がふたつの側面から成り立ってるという意味を持ちます。調和と安定を示してるって……」

　見えていないはずのカードにじっと視線を注いでいたダリウスは、アイリの言葉を受けたようにつぶやく。

「……いうとおりだな。それに、〈恋人〉のカードを示すヘブル文字は『ザイン』……」

　アルステラ大陸には七つの都市が存在するが、七聖府ザインは中央都市でありつつ、周辺都市の安全と七聖守護物ザインタリスマンを管理するための政府機関だ。

　そのため七番目の都市でありながら、集約された六つの都市をあらわす名めい称しようが割わり振られている。

　アイリははっと顔をあげダリウスを見ると、思いついたことを口にしていた。

「ダリウスさん、もとは研究室にいらしたならご存じですよね？　七聖府にある七聖守護物はどういう形のものですか」

　七聖府本庁において、定期的に七聖守護物の点検や警備確かく認にんをするのは研究室の仕事だ。

　かつて研究室に所属していたダリウスならば、知り得ることだった。アイリの問いかけに、ダリウスは声を落とすと答えてくれた。

「……七聖府にある七聖守護物は『石せき盤ばん』だ。君が持っているタロットも、ウィッカの遺産として同じ場所に安置されていた。君が見たっていう夢の話からして、タロットカードは君の父上の遺品として回収されたんだろうね。ただ、研究室で守護物としての反応が強く出たため返へん却きやくされなかった。そしてカードの図柄がわからない以上、解かい析せきが進まないまま『石盤』と一いつ緒しよに置かれていたんだろう」

　ダリウスの言葉を引き継いで、イルメリア女王が興味深そうにうなずく。

「確かに、中央都市セントパレスにあるのが『石盤』なのであれば、それがどういった形で、盤面になにが記されているかによって『鍵かぎ』についての大きな手がかりになるだろうな」

　その言葉に、ダリウスは弾はじかれたように顔をあげた。

「そうだ、タロットカードと同じだ。これまで研究室の人間なら『石盤』は何度も目にしてきた。それでもタロットカードの図柄と同じで、目に見えない表記があるんだとしたら……」

　ひどく大事なことを口にするように、やや声が潜ひそめられる。

「ひょっとすると七聖府ザインにある『石盤』にも、アイリにしか見えない印や言葉が書かれている可能性がある」

　こぼれるように告げられた言葉に、誰もが深刻な表情で顔を見合わせると、シアーズが即そく座ざに口をひらいた。

「七聖府にすぐ戻ったほうが良さそうね。一度アイリに、『石盤』を見てもらう必要がありそうだわ」

　そんな対策室全員を見まわして、イルメリア女王もうなずいてみせる。

「『黒の七星旅団』の狙ねらいが、ドロップパレスの七聖守護物ザインタリスマン『ダァトの目』を利用して『鍵』の在処ありかをつかむことだったのなら、彼らはすでに目的を果たしたと思っているだろう。私もいまのうちに、あなた方に七聖府へ戻られることを勧すすめたい。『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げき以来、心細いところへ駆かけつけてくださったことを、心から感謝する」

　力強い言葉に、対策室全員が頭こうべを垂れる思いだった。

「本当にありがとうございます。部下がご迷めい惑わくをおかけしたことも含ふくめて、私どもこそイルメリア女王には感謝しております。女王のお力ちから添ぞえがなければ、過去の出来事や、先の見通しをつけることは難しかったはずですもの」

「困ったときこそお互たがい様だ……ただ叶かなうなら、私が七聖守護物を使い為なしえたことは、詳しよう細さいな報告を避さけていただけると助かる」

　それはイルメリア女王が、ドロップパレスの魔女として少しでも静かに暮らすための、処世術なのだとシアーズにもわかるのだろう。

「えぇ。私どもは報告を偽いつわったりはいたしませんが、ドロップパレスは魔女が多く暮らす都市ですもの。さまざまな形で助けていただくこともあるでしょう。女王にご迷惑をおかけすることのないよう最大限配はい慮りよいたします」

　シアーズの言葉に、アダムもほっとしたように表情を緩ゆるめる。

　するとイルメリア女王は、ソファから立ち上がり、慌あわてて手を添そえようとしたアダムの手をそっと押しやった。

「さぁ、ここではサイクスにも十分助けていただいた。そなたはあるべき場所で、ご自身の任務を果たすのだ」

　凜りん然ぜんとした女王の面おも立だちを、アダムは強く見つめていたが、やがて手を引く。

「かしこまりました。ですが、私の約束はいつもあなたと共にあります。そのことをお忘れなきよう」

　騎き士しのようにひざまずくアダムに、女王は目を閉じてうなずくと、対策室全員に軽く会え釈しやくをし広間を出て行く。

　まだ窓の外は暗く、夜も明けていなかったが、もはやアイリたちに休む間はなさそうだ。

「これからすぐに駐ちゆう在ざい所しよから本庁へ連れん絡らくを取って、夜が明け次し第だい、私たち対策室は帰路につくことにします。各自荷物をまとめて、少しでも体を休めておいてちょうだい」

　朝一番の移動を考えるならば、もはや一刻の猶ゆう予よもない。

　即座に判断し部下たちに命じると、シアーズは駐在所へ駆けていった。

　夜が明け次第、アイリたちは再び薄うす暗ぐらい森のなかを馬で抜ぬけることになるだろう。

　それぞれ部屋に戻り、慌ただしく支し度たくをする間にも空は色を変え、夜明けが近づいてきた。
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　無事出立の手はずを整えたシアーズのもと、対策室のメンバーは各自で荷物を馬に分けて乗せていく。

　誰もがほとんど眠ねむらないままの移動となるだけに、表情には疲ひ労ろうの色が濃こい。

　そして同じく眠っていないはずのイルメリア女王は、正門まで見送りにきてくれたようだ。

　ほんのわずかな間を惜おしむように、アダムと話をしている姿が見える。

　アイリはふたりのようすが気になりつつも、アダムとイルメリア女王のどちらも、お互いに向けている視線が惹かれあうものであると気づく。

　この緊きん急きゆう時においても、アダムの制服はいつもと変わらず襟えりが乱れていたようだ。

　イルメリア女王はどこか嬉うれしげに襟を直し、その指を愛いとおしそうに目で追うアダムの横顔に、ふたりの間に通う気持ちが伝わってきた。

　──なんかもう、見てるほうが照れるなぁ。

　微笑ほほえましいふたりの姿を横目に見つつ、アイリはハイヅカの手を借りて馬の背にのぼった。

「アイリ、俺は肋ろつ骨こつがいってるからな。とにかくじっと張り付いて離はなれず乗ってろよ」

　怪我けがに響ひびくとあっては大変だとアイリは深くうなずいたが、腰こしにまわされた手にぎゅっと引き寄せられて頰ほおが赤らむ。

　やがて、一行は来たときと同じく馬の背に分乗し、日が昇のぼりきらぬうちに出発した。

　コゲツの呪じゆ術じゆつが祓はらわれたことで、アイリの不調は収まりつつあったが、まだ違い和わ感かんは残っている。

　イルメリア女王に言わせると、タロットの使い手であるアイリは、星から与あたえられる幸運に守られているが、その分、星がもたらす運気の影えい響きようを受けやすい。

　これまで『黒の七星旅団』が各都市の七聖守護物ザインタリスマンを傷つけたり、ドロップパレスの『ダァトの目』に呪じゆ詛そを仕し掛かけてきたことで、星の巡めぐりがひどく不安定になっており、アイリの体も、すぐには復調しないだろうと告げられていた。

　ドロップパレスに来るときと同じく、アイリが乗った馬にはハイヅカが同乗している。

　背中をぴったりと支えてくれているので、転げ落ちる心配はなさそうだが、念のためしっかりと鞍くらにつかまった。

　朝の霧きりを含んだ冷たい空気のなか、アイリは背中にあるハイヅカのぬくもりに身を寄せる。

　ドロップパレスの駅舎へと向かう道程も、『魔ま女じよの書しよ架か』から付き添ってくれた案内人はもちろん、森に駐ちゆう屯とんしていた軍部からも人員が手配され護衛についている。

　ともかくいま、アイリたち対策室が最も恐おそれているのは『鍵』を宿した存在であるダリウスを狙われることなのだ。

　やがて一行はドロップパレスの駅舎へとたどり着いたが、早朝の駅には人の姿が見えない。

　シアーズが夜半から駐在所に緊急手配をしたおかげで、早朝の列車に一いつ般ぱん客きやくは乗っていないようだ。

　陸路でセントパレスへと向かう場合は、途と中ちゆうのフレイアパレスにある切り立った岩山を迂う回かいする必要があり、かなり時間を要してしまう。

　山を切り開いて渓けい谷こくを渡わたれる線路が通されたこの列車が、アルステラ大陸では陸路で最速の移動方法になる。

　しかし今朝はほとんどの乗客が、ミッドパレスのひとつ手前のゴールドパレスの駅で、車両による振ふり替かえ輸送か、次の列車を待つように案内されているのだという。

『黒の七星旅団』に狙われる恐れがある以上、一般客と同じ列車でダリウスを移動させるわけにはいかないのだとシアーズは告げた。

「さ、急いで乗りこんで」

　シアーズが急せかしつつ、きょろきょろと周囲に目を配る。

「主任、どうしたんです？　なにか気になることが？」

　アイリの問いかけに、シアーズはにっこりと笑え顔がおでとんでもないことを答えた。

「……ここでちょっといっておくとね、この移動も緊急手配も、まだ上層部からの正式許可は下りてないのよ。最初は飛ひ空くう艇ていを寄こすように掛かけ合ったんだけど、『黒の七星旅団』やローザックについての正式な報告書もない状じよう況きようでしょう。夜明けまでに許可が下りないって石頭ぶりでね。なんのかんのいって、市民に目立つことをしたくないだけなんでしょうけど。だからこの列車の一いつ般ぱん客きやく振り替えも、ほとんど現場の……つまりコーネル室長の独断なの。また新聞に載のっちゃうかしら……」

　この状況が、すべて対策室室長だけの独断によるものだと知らされてアイリは啞あ然ぜんとする。

　だがシアーズの言うとおり、ダリウスや自分の記き憶おくで判明した事実があるとはいえ、まだ正式な報告書類も出ておらず裏付けもとれていないのだ。

　現状だけで、七聖府ザイン上層部が対処に動いてくれるとは思えない。

「え、でも軍部の人たち動いてくれてますよね？」

　不思議に思ったアイリに、シアーズはうふふと微笑む。

「あら、そんなのコーネル室長は元軍部所属だもの。ちょっとした指令書偽ぎ造ぞうとか、誰だれに対して切り札があって根回しすればいいかなんて、それこそ得とく意い技わざよ……あとは、事実が露ろ見けんしてコーネル室長が飛ばされないことを祈いのりましょ」

　七聖府でも、ドロップパレスで起きた『黒の七星旅団』による襲しゆう撃げきを受け緊急事態に備えている。

　しかも対策室は、昨日ドロップパレスの七聖守護物ザインタリスマン修復報告を伝えたばかりだ。

　軍部も一部撤てつ退たいをはじめた時期に、これほど状況が急変するとは本庁でも予測できるはずはなかった。

　朝の移動の件だけでも、コーネル室長の苦労を思えば相当なものだ。

「ほんと、ミッドパレスでの派は遣けん任務の後始末といい、コーネル室長は体がいくつあっても足りませんね」

「そうね、室長が三人いたとしても……飛ばされまくってひとりも執しつ務む室に残らないぐらい、やらかしてきちゃったことだしね」

　案外冗じよう談だんでもないらしいシアーズの口調に、アイリの隣となりにいたハイヅカが黙もく禱とうするように目を伏ふせた。

　対策室一同が列車に乗りこむと、車両はミッドパレスの駅を滑すべり出した。

　もはや荷物もルジャインも一いつ緒しよくたに、同じ車両に詰つめこまれている。

　どうやらルジャインは『魔女の書架』で、脱だつ走そうし七聖守護物に触れるという暴挙に及およんだわりには、その後は暴れることなく、ダリウスが持ち込んだトランクに入っていたらしい。

　魔女を相手にフォーチュンクッキーを投げてみたものの、さほど芳かんばしい反応をもらえず落ち込んだようだとダリウスが教えてくれた。

　規則的な列車の揺ゆれは心ここ地ちよく、対策室の全員が夜半からの疲つかれを覚えるなか、徐じよ々じよに明るくなっていく車窓の風景に視線を向けていた。

　対策室全員が、疲労がにじむ憂うれい顔だ。

　せめて移動中ぐらいは、眠っておくべきだとアイリもわかっているが、『黒の七星旅団』のことを考えれば、焦しよう燥そう感かんばかりが募つのり、頭が冴さえる一方だった。

　そんなけだるい静けさは、列車を襲おそった突とつ然ぜんの衝しよう撃げきに破られた。

「なっ──!?」

　激しい音と車体が揺さぶられる勢いに、アイリは座席から放ほうり出される。

　荷物のほとんどが前方にふっとばされ、アイリが我に返ったときには、通路に膝ひざをつきうつぶせていた。

「い、痛たた……」

　どうやら列車の前方車両が、なにかに衝しよう突とつしたらしい。

　車内の座席が壊れ埃ほこりと硝子ガラスの破は片へんで視界は煙けむり、どういう状況なのかつかめない。

　しかもアイリたちが乗っている列車は、フレイアパレスとクラウンパレスの合間の、渓谷を渡る橋を渡り切るところだったはずだ。

　衝撃が短かったことを思えば、幸い列車は橋から落ちていないのだろう。

　アイリが硝子を避よけて床ゆかに手をつくと、さらに車窓が割られる音がたてつづき、慌あわてて身を起こした。

　すでに立ち上がっていたハイヅカとアダムは、散らばった荷物から自分たちの武器を探して構えている。

　割られた窓からは、暗い色のマントに身を包んだ男たちが続々と押しかけ、車両へと侵しん入にゆうしてきた。

　数人が車両の前後の入り口を固めると、他車両にいる警護の人間を近づけぬように封ふう鎖さしていく。

　見覚えのある衣装の色で、襲撃者が『黒の七星旅団』の者たちだとわかる。

　ハイヅカは狭せまい車内で長なが槍やりを振ふり回すことができず、柄えで男たちを突つき倒たおすと、窓から入ろうとする新手を蹴けり落とす。

　ハイヅカが相手をしている侵入者の逆の窓に向けて、アダムが防ぼう御ぎよ陣じんを展開した。

　突然あらわれた不可視の壁に、幾いく人かが窓から振り落とされる。

　だが相手の数があまりに多く、狭い場所で逃にげ場をふさがれてしまったため、いずれ追い詰められるのは時間の問題だった。

　シアーズが銃じゆうを構えると、視線を低くしてなんとかダリウスのそばについた。

「アイリ！　こっちへきなさい──！」

　いまはまずダリウスを守らなければと、アイリが踏ふみ出そうとしたときだった。

　侵入者を防御壁で払はらい落としたアダムが、シアーズとダリウスがいる場所へ駆かけつけた。そこで再度、防御壁を展開しようとして手を止めたかと思うと、アイリを見て厳しい表情で叫さけぶ。

「イスフェルドさん！」

　アイリが前に進もうと踏ふみ出した途と端たん、背後にいた侵入者に襟えり首くびをつかまれ思い切り体を後ろへ引っ張られる。

「アイリ!!」

　シアーズが叫んだが、侵入者の前にアイリの体があるため発はつ砲ぽうできない。

　ハイヅカは前後の男たちを振り払い、相手から奪うばった鉄製の棒を構えたが、左右から飛びかかられ羽は交がい締じめにされる。

　そのときダリウスがアダムの防御壁を抜ぬけ、ポケットから取り出した小こ瓶びんを床に叩たたきつけて割ると、叫んだ。

「アイリ、足をあげてろ！」

　ダリウスが割った小瓶から、丸薬に似た黒いものがこぼれて、侵入者の足もとにまで転がっていく。

　アイリは必死に身をよじって、襟首をつかむ手から逃のがれると、真横の座席によじ登った。

　瓦が礫れきや硝子の間に散らばった黒い粒つぶは、列車の床ゆか板いたに染しみを作ると、たちまち芽め吹ぶき黒い葉を開き蔓つるを伸のばしはじめる。

「……うっ、うわぁああ！」

　生き物のようにうねり、増ぞう殖しよくする黒い蔦つたに足を搦からめ捕られ、男が悲鳴をあげるなか、アイリはそのまま座席を飛び移り、シアーズたちのいる場所へと逃げた。

　アイリの手を引いて、防御陣を展開しようとしたアダムの背後で、ダリウスの真横の硝子が割られる。

　身を乗りだしてきた男に向かって、背後から別の男が叫んだ。

「バカ、捕まえるのは女じゃない。こっちの子供ガキだ！」

「ダリウスさん……！」

　アイリが悲鳴をあげ、シアーズが手を伸ばし、アダムが杖つえを構えたときには、ダリウスの体は窓から車内へと伸びた男の腕うでに思い切り引き寄せられていた。

　ダリウスの顔が驚おどろきにゆがみ、割られた窓の外へと体ごと放ほうり出されるのが、まるで時が止まったかのようにくっきり見える。

　すぐに周囲の騒そう音おんが戻もどってくると、ハイヅカが男たちを蹴け散ちらし、荒あらく息をついて窓へ飛びついた。

「ダリウスっ！」

　アイリやシアーズ、アダムも同じく窓へ駆け寄る。

　眼下には、予想もしていなかった飛ひ空くう艇ていの影かげがあった。

　驚いたことに、ダリウスをつかんだ男は、そのまま渓けい谷こくの底に待機していた飛空艇に向かって飛び降りたようだ。

　小さくなった人ひと影かげは、機体をつり下げて浮うかべるための、浮ふ揚ようガスが詰まったエンベロープに着地する。待機していた他ほかの人員が準備していたのだろう、男たちは飛び降りた男の体に固定具をつけると、ダリウスごと船体部分へ滑り降りて姿を消した。

「くっそ、あいつら……！」

「だめよ、ハイヅカ。それにあいつらもう動き出してる」

　後を追って、窓から外へ体を滑らせようとしたハイヅカをシアーズが止める。

　暗い深しん紅くの色をまとった飛空艇は、渓けい谷こくの底から見る間にアイリたちがいる列車に迫せまる勢いで上じよう昇しようを始めた。

　すでに目的を果たしたからだろう。ハイヅカたちが身動きできないほどの数で侵入してきた男たちは、潮が引くように撤てつ収しゆうしていく。

　あとには、割れた硝子と散乱した荷物が転がり、車内はひどい有様だ。

「みんな、こちらに集まってください。奴やつらはまだ仕し掛かけてきます」

　切せつ迫ぱくしたアダムの声に、全員が車内の中心に身を寄せる。

　窓の外には、不気味な圧あつ迫ぱく感かんでせりあがり近づいてくる、飛空艇の船底にぶら下がる箱が見えた。ずらりと並ぶ重たげな銃じゆう筒つつがこちらに向けられている。

「体を寄せて、絶対に離はなれないでください！」

　アダムがそういって杖を構えると、周囲の空気がアイリたち四人を包みこんで密度を変化させる。

　強固な防御壁が展開されるなか、車体の窓から天てん井じようへと向かってつづけざまに、銃じゆう撃げきが浴びせかけられ轟ごう音おん以外はなにも聞こえなくなった。

　飛空艇は、列車に銃撃を浴びせながら上昇しているようだ。

　アイリは止められない悲鳴に口元を押さえ、その体を抱だきこむようにハイヅカが被かぶさってきた。

　シアーズの前ではアダムが、日ひ頃ごろないほど厳しい顔つきで杖を高く構えてこらえる。

　座席がおがくずのように破は壊かいされ、耳が痛むほどの轟音がやむと、しばらくはまともに音が聞こえなかった。

　やがて銃撃の音がプツリと途と絶だえたのは、飛空艇が渓谷を越こえ上昇していったからだろう。

　しびれたように耳がぼうっと麻ま痺ひしているなか、床に伏ふせていたアイリがようやく聞き取れたのは、列車の車体がぎしぎしきしむ嫌いやな音だった。

「いい、全員動かないで。この車体自体がかなりへしゃげて、重心が傾かたむいてるの。ヘタに動くと渓谷に真っ逆さまよ」

　鋭するどい口調でシアーズの指示があり、全員身動きがとれなくなる。

　やがて一番重さのないアイリから、車両が渓谷に面していない側の床をそろそろと進む。

　少しでもバランスが狂くるえば、車両ごと渓谷への落下はまぬがれない。

　最後まで列車に残ると言ったアダムが「私がいますから、万に一つ落下しても壊れませんよ」と請うけあってくれたのが心強かった。

　列車の連結部分にたどり着くと、引きちぎれて傾いた車両の間から外をのぞく。

　延のびた線路の先、脱線した先頭車両が見えた。列車自体が陸地へと渡わたりきる直前で、襲しゆう撃げきされたのだとわかる。

　陸地からの応おう援えんや逃とう亡ぼうが容易にならないように、計画的に行われた襲撃だったのだ。

　いまさらながら、『黒の七星旅団』が本気で動き出したことを、アイリは思い知らされた気持ちになる。

　──ローザックが元七聖府ザインの職員だったっていうのなら、こっちの動きや、本庁での手続きについても仕組みがわかってる。だからこうして、七聖府の動きを予測できるんだ。

　先頭の車両に目を凝こらせば、周囲には別車両から降り立った軍部の人間が走り回り、まだ列車が煙けむりをあげているのがわかった。

　アイリの背後にシアーズが近づいてくると、同じく前を見て舌打ちする。

　ハイヅカとアダムが連結部まで来ると、ねじ曲がってしまった前方車両の入り口をこじあけて、再び車両のなかを進むことになった。

　誰だれも口にしなかったが、とにかくいまはダリウスの身が案じられた。

　──ローザックが、ダリウスさんの記き憶おくのことを知ったのなら、すごく悔くやしがったはず。あれだけ探してた『鍵かぎ』が過去には、自分の手の内にあったんだもの。こうまでしてダリウスさんを奪っていったのなら、ひどいことはしないと思うけど……。

　思考が途と絶だえて、アイリは自分がそう思いたがっているだけだと気づく。

　ダリウスの母親がローザックにされた仕打ちを考えても、とてもまともな人間のすることとは思えず背筋が冷える。

　──とにかく、いまは無事でいて欲しい。

　抵てい抗こうしてひどい目に遭あわないで欲しいと、ただひたすらに願った。

　アイリたちがようやく列車の外へと出る頃ころには、七聖府から寄こされた飛空艇が上空にあらわれ、対策室の一行は空路でセントパレスへ移動することになった。
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「ったく、だからあれほど緊きん急きゆうだっていったのに……！」

　七聖府本庁に到とう着ちやくするなり、コーネル室長に対策室にて待機を命じられ、シアーズはいらいらと歩き回った。部屋に残っているのは、シアーズとアイリのふたりだけだ。

　こうしている間にも、コーネル室長が上層部への報告や、今後の動きについて追われているのはわかっている。

　それでも一いつ瞬しゆんもじっとしていられないのだろう。ハイヅカは修理に出していた聖戦器フアランクスが仕上がっているのを確かく認にんしに出て行った。

　アダムは、コーネル室長の許可を得て、ある人物を出で迎むかえるために軍部の車両で出かけている。

　カツカツと足音を立て、扉とびらのところまで歩いていったシアーズに、アイリはそっと話しかけた。

「あの、イルメリア女王もおっしゃっていた、ウィッカとタロットカード、それと中央都市セントパレスにある七聖守護物ザインタリスマンの『石せき盤ばん』については、コーネル室長にお話しされたんですよね？」

「当たり前よ。ダリウスがさらわれたことと一いつ緒しよに、真っ先に報告しておいたわ。奴らが『鍵』を狙ねらってダリウスを連れ去ったのなら、とにかく早く『石盤』を見せてもらわなきゃ」

　ダリウスの予想が正しければ、アイリにだけわかる印や手がかりを『石盤』に見つけることができるかもしれない。

　しかし『石盤』が七聖守護物である以上、アイリが対策室の職員だからといって、簡単に出入りが許されるような場所にはないのだろう。

「室長の話では、いまの混乱を考えれば、上層部も警備の強化には動いても、七聖守護物を動かすことには同意しないだろうってことなの。すぐに手は打ったっていってたけど……」

　人の近づく気配を察知したのか、シアーズの言葉がとぎれると対策室の扉がノックされる。

　入ってきたのは、使いに出ていたアダムと、まだ旅装姿のままのトリニックだった。

　本庁の地下にある七聖守護物対策室とは別に、同じフロアにある研究室で室長を務める彼は、アイリたちと同じくドロップパレスに滞たい在ざいしていたのだ。

　だがあくまで休きゆう暇か中の個人での訪問ということもあり、今回の列車移動に同行できなかったため、車両で陸路を戻ってきたらしい。

「トリニック室長は、本来休暇中ですが、あくまで緊急対応ということで、対策室においでいただきました」

　そう言い置くアダムの隣となりで、さっさと外がい套とうを脱ぬいだトリニックは、てきぱきと上着も脱いでシャツの袖そでをまくりあげる。

　ダリウスの身に起きたことは道中でアダムから聞いたのだろう。さすがに、いまの状じよう況きよう下で嫌みをいうほど、トリニックも余よ裕ゆうがあるわけではなさそうだ。

　シアーズはトリニックに向かって敬礼すると、丁てい寧ねいな物もの腰ごしで話し始めた。

「トリニック室長には、お休みのところ他部署までご足そく労ろういただき申し訳ありません。ドロップパレスでご一緒した七聖守護物の修復の件で、非常に興味深い話がありますの。いまからお聞かせする事実を踏ふまえた上で、『ウィッカの予言』について研究されてきた、あなたの見解を聞かせてもらえないかしら」

　トリニックは互たがいの所属の違ちがいなどはなから気にしていないのだろう。

　自分の手荷物から『ウィッカの予言』についての記録が綴とじてあるファイルを取り出すと、手近な机に陣じん取どった。

「もちろん、今回のことは私の研究の集大成に関かかわる事態だ。さて、なんの話を聞かせてくれるというのかね？」

　相変わらず身なりをかまうこともないのだろう、うっとうしげな焦こげ茶ちや色の髪かみの下、分厚い眼鏡めがねの奥から榛はしばみ色の瞳ひとみを光らせる。

『ウィッカの予言』について、執しつ拗ようにこだわり調べてきたトリニックにとって、いま対策室に起きている出来事は見み逃のがすことはできないはずだ。

　アイリは目の前の人物が、『ウィッカの予言』に関心を示すものの、『黒の七星旅団』を率いるローザックとは、違う思想を持つはずだと信じたくて問いかける。

「あの……ひとつだけ正直に答えてください。トリニックさんは、どうしてそこまで『ウィッカの予言』にこだわって調べてきたんですか？　まさかローザックみたいに『風の天窓』を開けるべきだと……そんな目的じゃないですよね？」

　相手の返答次し第だいでは、断固として口を開かない決意のアイリに、本音で対たい峙じしなければ真実には近づけないと感じたのだろう。

　トリニックはいつになく真しん剣けんな表情で、しばし自分の内面をさぐるように黙だまりこんだ。

「正直にいうなら……『風の天窓』が開けるものなのだとすれば、研究者としての私は『風の天窓』の向こうになにがあるのか、開くとどうなるのかに興味はある。だが私はローザックのように、ウィッカの思想や守護そのものを否定したり、修正したりすべきだといったことは考えていない。ただ、ウィッカがこの世界に何を望んで七聖守護物ザインタリスマンを残していったのかを、確かめたいのかもしれない」

　自らの思考をなぞることが新しん鮮せんだとでも言うように、トリニックは丁寧に答えた。

　アイリはトリニックの答えと表情、そして声こわ音ねのすべてを吟ぎん味みするように、ひとつひとつ胸に刻みつけて受けとめる。

「七聖守護物は、私達の世界すべてに影えい響きようを与あたえています。現に七聖守護物を傷つけられたミッドパレスは、長い間、都市の復興に苦労してきました。ローザックの目的がどんなものであれ、これ以上誰かが苦しめられたり悲しんだりするようなことを、私は絶対に望みません。大勢の人を、私の家族を『黒の七星旅団』は奪うばっていった。そこにどんな理由があったとしても、奴らが多くの人を殺あやめて、苦しめているのは事実です」

　思想や目標や大義名分を掲かかげたからといって、人を傷つけることなど許されはしない。

　それだけは伝えておきたいと、アイリは思いをこめてトリニックを見つめた。

「私は家族を奪われましたが、まだ大切な人はたくさんいます。トリニックさんにも、失えない人はいますよね？」

「……そうだな。どんな悲劇も過ぎ去れば歴史にしかならないが、その時間のつづきに生きている人間もいる」

　ほんのわずかな間、トリニックが思い浮うかべた顔のなかには、きっとヴァージニーの面おも影かげもあるはずだ。

　アイリはその答えを聞いて、ようやく気持ちが落ち着いた。

　ちょうどそのとき、慌あわただしく対策室の入り口がノックされ、コーネル室長が入ってきた。

　背後には、厳しい表情で不満もあらわなハイヅカが一緒にいる。

　布で巻いた長い物を持っているところを見ると、無事に修理済みの聖戦器フアランクスを請うけ出してきたようだ。

　ふたりに駆かけ寄ったシアーズが、開口一番問いかける。

「室長！……早急にダリウスの身み柄がらの救出に、動いていただく必要があります！　すぐにでも私たちが──」

　シアーズやハイヅカ、そしてアダムは自らの腕うでに覚えがあるだけに、じっとここで待機しているのがもどかしくて仕方がないはずだった。

「シアーズ女史、気持ちはわかるが慌てないように。フロスト君の件は、すでに軍部が動いてくれているよ。こんなときに堅かた苦くるしいことを伝えたくないが、我々は七聖守護物ザインタリスマン対策室として配属されている。フロスト君奪だつ還かんのためにできることは別にあるはずだ。焦あせる気持ちは僕も同じだが、まずフロスト君やイスフェルド君が見たという記き憶おくについて聞かせてくれ。ローザックやモートンが関わっていることであれば、私にもわかることがあるかもしれない」

「……たしかに、ウィッカの弟で子しは三人いる。コーネル室長もそのひとりだ」

　トリニックの言葉に、アイリもしぶしぶうなずく。

「では、私の父が……セオドア・モートンが、『鍵かぎ』を封ふうじるためになにをしたのかお話しします」

　ダリウスの過去と同じく、意識の深くに押しこめられていた、幼かった頃ころの記憶を夢で見たのだとアイリは口にして話し始めた。

　赤ん坊ぼうのダリウスと母親の身に起きたことを説明するうちに、記憶で見た彼の母親である女性のことを思い出した。

「……ダリウスさんの記憶を見せてもらったとき、監かん禁きんされている女性が見えたんです。腕や首に怪我けがをしていたみたいで……ローザックは彼女に『儀ぎ式しきをした』と口にしていたので、ダリウスさんに『鍵』が出現したのはそれが原因だと思われます」

　儀式の行こう為いが女性の手や首にあった包帯と関係していた可能性を思うと、アイリはますますダリウスの身が心配になる。

　赤ん坊のダリウスを助けようとしたアイリの父の行動によって、思いも寄らぬ幼い頃に自分とダリウスは出会っていた。

　そして父であるセオドア・モートンが、娘むすめであるアイリにタロットカードを使わせたことにより、赤ん坊の手にあった痣あざが消えてしまった。それ以降、ダリウスの『鍵』の印が隠かくされたままになっていたと思われることについて説明する。

　トリニックは決して口を挟はさむことなく途と中ちゆう何度もうなずいたが、視線だけは思考をめぐらせるように落ち着きがない。

　コーネル室長は自らの記憶をたどるように思案顔のまま、アイリに視線を向けた。

「モートンは……イスフェルド君の父君は、確かに僕やローザックより何歩も先にウィッカの遺産を読み解いていた。もし当時モートンが、図ず柄がらが見える状態のタロットを手に入れていたとすれば、それを使うことで七聖守護物ザインタリスマンのことも多く知り得ていただろう。ローザックが『鍵』を呼び出す儀式を行ったと気づいたことにもうなずける」

　モートンが誰だれよりも早く、ローザックの行いに先まわりできたのはそのせいだったのかと、コーネル室長も合が点てんがいったようだった。

　トリニックは感じ入ったように息を吐はくと、机に置いていたファイルを開いた。

「そうだな、君たちの推測はほぼ間ま違ちがっていないだろう。イスフェルドさんが幼い頃にタロットを使ったことで、フロスト君の『鍵』は封じられ、ローザックは『鍵』を見つけることができなかったんだ。いまはこちらに、タロットカードとイスフェルドさんの存在があることが唯ゆい一いつの有利な点だが……フロスト君を人ひと質じちに取られたのは、なによりの問題だ……」

　その言葉にアイリは力を得て、大切なことを告げなければと口をひらいた。

「ドロップパレスで、ダリウスさんがいってたんです。幼い頃に、私がタロットカードの使い手になったから、七聖守護物を占うらなえるタロットの図柄を見られるのも私だけなんだと」

　これまでずっとわからずにきたアイリとタロットの関係を改めて突つきつけられ、コーネル室長もトリニックもはっと互いに視線を交かわす。

「ドロップパレスにいる時点で、タロットカードを使って『鍵』の使い方や場所について占ってみたんです。そのとき示された〈恋こい人びと〉のカードを解かい釈しやくしたところ、七聖府ザインにある七聖守護物の『石せき盤ばん』を指しているんじゃないかって話になりました」

　タロットカードの占せん術じゆつ結果について、トリニックはひどく興味を示した。

　ファイルをひらくと、以前の記述を確かめているようだ。

「以前、ミッドパレスで『大鏡』に触ふれたときにイスフェルドさんが見たという、ウィッカと思われる人物の行動を思い出すな。確かその人物は、『石盤』のような物の上にタロットカードを拡ひろげていたといったね？」

「…………はい、何枚もカードが並べられていて、ただどのカードがどういった順番で置かれたかまでは覚えてないんですけど」

　アイリ自身はあやふやな記憶がもどかしかったが、トリニックは別のことに気をとられているようだ。

「はじめ聞いたときには、ウィッカと向き合った人物の額にあらわれた証あかしに気を取られていたが、ふたりの行いそのものが『鍵』を隠すための儀式だったのかもしれない」

「そうなんです。それに、私にだけタロットカードの図柄が見えるのと同じに、七聖守護物ザインタリスマンである『石盤』にも、タロットの使い手にしか見えない記号や文字があるんだとしたら、大きな手がかりになるかもしれませんよね？」

　タロットカードで占った結果が『石盤』を示したのだとすれば、アイリ本人の目で確かめてみる必要がある。

『鍵』を使いたいローザックの目的を、先に読み解ける可能性もあるのだ。

「だから、どうしてもセントパレスの……七聖府ザインにある『石盤』を見たいんです」

　アイリの絞しぼり出すような声に、コーネル室長が「ふむ」と小さく唸うなると、ぱっと顔をあげた。

　それは日ひ頃ごろ見せているどこか眠ねむたげなものとは違ちがい、どこか厳しい色をたたえている。

「イスフェルド君の話はよくわかった。まず、急いでするべきは軍部によるフロスト君の奪還。我々は、イスフェルド君と七聖府にある『石盤』になにが見えるか確かめよう」

　全員の意志を確かく認にんするようにコーネル室長はそれぞれの顔を見まわすと、トリニックに視線をあわせてぴたっと止まる。

「さて、我々は早急に七聖府ここにある七聖守護物を確かめる必要がある。そこでどうだろう、研究室責任者であるトリニック君の協力があれば、よりスムーズに事が運ぶ可能性があるわけなんだが」

「私の……ですか？」

　意外そうなトリニックの表情に、コーネル室長はくわせ者の笑えみで答える。

「えぇ、今回の派は遣けん任務で訪おとずれたドロップパレスで、幸運なことに、私の部下と任務をご一いつ緒しよしてくださったとうかがっています。現在私のほうでも報告書を作成中なのですが、現場に居合わせた研究室室長として、早急にセントパレスの七聖守護物に異常がないかどうか、確認が必要だという申しん請せいに、お力ちから添ぞえをいただきたいのです」

　事実に相そう違いはないのだろうが、研究室の人間が裏付けもなく太たい鼓こ判ばんを押したと知れれば、虚きよ偽ぎの報告と取られても仕方がない。行いが明らかになれば、トリニックの責任問題となるだろう。

　それを承知の上で協力しろと、コーネル室長は笑顔で迫せまっているのだ。

「現在の七聖府総指揮を執とっておられるリインヴェルテ総そう督とくは、軍部出身でいらっしゃることもあり、『黒の七星旅団』の解体、殲せん滅めつには熱心でいてくださる。だが、ウィッカがこの世に授さずけた七聖守護物への関心は、残念ながらあなたやローザックに及およばないだろう。各都市の権力者や議会が絡からんでくる七聖守護物には極力触れず、問題を起こしたくないという姿勢だ。つまり、『風の天窓』や『鍵』の状じよう況きようをご理解いただくには、少々時間が必要になる」

　丁てい寧ねいだが辛しん辣らつなコーネル室長の言葉を、嚙かみしめるように耳を傾かたむけていたトリニックは、視線をめぐらせ己おのれを納なつ得とくさせたようだ。

「なるほど、悠ゆう長ちように待ってはいられないということですね。……私とて、ご協力することはやぶさかではない。ですが条件がひとつあります」

「お聞きしよう」

　落ち着き払はらったコーネル室長に、今度はトリニックがすまして答えた。

「なに、難しいことではない。あなた方が『石盤』を確認する場に、私も同行させていただきたい。私の長年の疑問に、答えを見いだせそうな気がします」

　その望みに、コーネル室長はわけもないというようにうなずいた。

「もちろん、我々は協力者ということですからね。現場へも研究室の責任者に同行いただくほうが、周囲にも怪あやしまれないでしょう」

　ふたりが淡たん々たんと進めていく話の内容にアイリは不安になったが、それはシアーズやハイヅカ、アダムも同じだったようだ。シアーズが一歩前に進み出る。

「室長……ですが、このことが公おおやけになれば、議会も巻きこんで責任追つい及きゆうがなされるかと──」

「心配は無用だよ……というのも難しいけどね、いまは職務違い反はんを重ねていくことでしか動く術すべがないが、すべてが解決した折にはちゃんと説明をつける。我々、七聖守護物ザインタリスマン対策室は『黒の七星旅団』壊かい滅めつのための組織だといってもいい。いまここで、手をこまねいているわけにはいかないよ」

　コーネル室長は心を決めた表情で部下を見み渡わたすと、指示を出した。

「サイクス君とハイヅカ君は、イスフェルド君の警護についてくれ。タロットもだが、ここにある『石盤』は七聖守護物のひとつだ。ローザックは……『黒の七星旅団』は当然ここを狙ねらってくるだろう」

　コーネル室長とトリニックは、『石盤』の安全確認が必要であるという報告をするため、本庁上層階へ向かうことになった。

「では君たちは先に、研究室奥にある七聖守護物のもとへ向かってくれ」

「……研究室……奥？」

　尋たずね返したアイリに、シアーズが「あぁ」と気づいて声をかける。

「これは七聖府ザインでも公の情報ではないのだけど、セントパレスで管理されている七聖守護物は、お隣となりの研究室から入れる秘密の部屋に安置されてるのよ」

　ひそめた声で告げられた事実に、ハイヅカやアダムが動じていないところをみると、知らなかったのは新人の自分だけなのだろう。

「では、僕はすぐ七聖守護物安置室入室許可証をとって、トリニック君を先に戻もどすから、『石盤』の確認をイスフェルド君にしてもらうよう、シアーズ女史頼たのんだよ」

　丁寧に敬礼をして、コーネル室長とトリニックが対策室を出て行くと、シアーズも敬礼で返した。

「じゃあ、まず研究室にいる職員にかけあってくるわ。あんたたちもすぐに来なさい」

　一刻の猶ゆう予よもないなか、シアーズが一足先に研究室へ向かう。

　その背中を見送りつつ、アイリはダリウスの机に近づいた。

　机の上には、ダリウスが日頃から積み上げて目を通している書しよ籍せきの山が並んでいる。その中から、目当てのものを見つけ出すと手にとった。

　ドロップパレスでタロット占せん術じゆつをしたおりにも、〈恋人〉のカードと数字の『６ザイン』を結びつけられたのは、ダリウスが所有していた本に書かれていた内容があったからだ。

「なんだ、それ？」

　ハイヅカが不思議そうに問いかけるなか、アイリはいま自分に任されているタロットの箱と一緒に本を抱かかえた。

「ダリウスさんがよく見ていた本なんです。私が読んでるものよりも、専門的な解釈や解説が多くて、勉強しろって貸してくれたこともありました。ちょうどこの本は、アルステラ大陸に七聖守護物ザインタリスマンがあらわれてから、ウィッカの守護を研究している術者の説を取り入れた記事なんかもあるみたいで……ただ、専門的で分厚くて全部は読めなかったんです」

　口にしながらも、本当ならタロットを使う自分こそが、もっと早くに内容を理解しておくべきだったと情けなくなる。

　──ダリウスさんは、いつもここにいて、私のもの知らずを怒おこってくれてた……。

　無事にダリウスが戻ってきたら、嫌いやがられても、もっと食い下がってさらに学ぶべきことがたくさんあるのだと痛感させられた。

　せめて本を一緒に持って行くことで、ダリウスの知識を感じられれば、心強い気持ちになれそうだと思い、アイリは本を持ち出した。

　部屋を出て行こうとするハイヅカの後ろで、アダムがそっとため息をつく。

「サイクスさん、どうしました？」

「いえ……まぁ、わかってたんですけど。彼はやはり聖戦器フアランクスをあのまま……」

　語ご尾びがため息に紛まぎれてしまったが、ハイヅカが受け取ってきた聖戦器のことを指しているらしい。

「ハイヅカさん、それって修理が終わったから、一度管理室へ戻して許可申請手続きをして持ち出してきた……わけはないんですよね。そうですね……」

　アイリの問いかけに、にやりと不敵な笑みで答えるハイヅカは、自分の置かれている立場をよくわかっているのだろう。

「俺はまだ上からの処分待ちだろ。このまま聖戦器を管理室に戻しちまったら、うかつに持ち出し許可はでねぇからな。どさくさにまぎれちまうしか方法がないだろ」

　修理をする工こう房ぼうと、管理室の保管庫で数量を照合された時点で、無許可の持ち出しはばれるだろう。

　ハイヅカの咎とがめがさらにきつくなるのではないかとアイリは思ったが、アダムはなにかを悟さとったかのように、落ち着いて対策室を後にする。

「いまさら彼ひとりがなにをしたところで、同じことでしょう。なにしろ対策室の長おさであるコーネル室長がいまからすることを思えば……部下のやんちゃなどささやかなことです」

　もはや悟りきったようなアダムの表情が、アイリに緊きん張ちようを忘れさせてくれた。

　通路にはすでにシアーズが立っており、どうやら研究室の研究員たちとは話がついたようだ。

「対策室が行う七聖守護物ザインタリスマンの緊急調査に、トリニック室長の立ち会いがあるって説明しておいたわ」

　アイリたちは研究室の入り口でほんのわずかに待たされただけで、再び上階からトリニックが戻ってきた。

「まったく、コーネル室長ときたら、書類の用意もすっかり済んでいて、あとは私の承しよう認にんのサインを入れるだけでしたよ。用よう意い周しゆう到とうにもほどがある。まったく、食えない人だ。では、これが入室許可の記章です。全員制服の襟えりにつけておいてください」

　周しゆう到とうにはめられたようだともらすトリニックに、シアーズは「本当にご協力感謝いたしますわ」と述べて、笑え顔がおで記章を受け取った。

　アイリたちも記章をつけながら、トリニックの後ろについて研究室に入っていく。

　ぱっと見たところ、天てん井じようの広がりからも、中は広々としているようだ。

　だが視線を下ろすと、見ただけでは使用用よう途ともわからない謎なぞの機器がそびえたち、迷めい路ろのように入り組んでいる。

　びっしりと文字と記号が印字された紙を吐はき出しつづける機械。

　水すい晶しようや輝き石せきだけで組み立てられた十字の振ふり子、隅すみに並べられた陳ちん列れつ棚だなの裏からは小さなあぶくのようなつぶやきが聞こえてくる。

　どうやらそこに研究員のデスクがあり、仕事をしているらしい。

「皆みな忙いそがしいようだから、気にせず通ってくれたまえ」

　所ところ狭せましと並べられた守護物と呪じゆ物ぶつの山におののきながら、アイリたちは狭せまい通路をときに体を横にしながら進んでいった。

「これ、防災指導が入ったら一発で駄だ目めですよね」

「毎年、点検時期には壮そう大だいなめくらましの仕し掛かけを入れるのに忙いそがしいって、ダリウスがいってたわ」

　本ほん末まつ転てん倒とうな答えをシアーズから聞き、アイリは確かに以前、ここにダリウスがいたのだと実感して、胸が締しめつけられてしまう。

　せまい通路を幾いく度ども曲がって到とう達たつした奥地には、思わぬ光景が待っていた。

「……あ、軍部の人」

　両開きの鉄てつ扉ぴがあらわれたかと思うと、その両側に軍部の腕わん章しようをつけた制服の男がふたり立っている。

　七聖守護物の警備としてはあまりに手て薄うすに思えたが、トリニックの話では不ふ審しん者が侵しん入にゆうしたさいには、研究室自体が強力な仕掛けとなって、侵入者を阻はばむ機能があるらしい。

　記章をつけないまま扉とびらの向こうへ入れば、入り口で昏こん倒とうするほどの衝しよう撃げき波はを喰らうようになっていると聞かされた。

　トリニックは警備の男たちとも顔見知りなのだろう。慣れた手て振ぶりで胸むな元もとの記章を見せ、身分証の確認をさせている。

　つづいてシアーズやアイリたちひとりひとりのチェックも終わると、トリニックは用意した大量の機材を、手分けして持つように指示をした。

　どうやら荷物に紛れこませる形で、ハイヅカの聖戦器フアランクスやアイリのタロットも持ちこんでしまうつもりなのだ。

　荷物を改めようとする軍部の人間に、トリニックがいらだつように告げる。

「君たちは書類にきちっと目を通したのかね？　『黒の七星旅団』によるドロップパレス襲しゆう撃げきの件は知っているだろう。しかも今日に至っては奴やつらは軍部が警護についていた列車まで襲おそっている。上層部から、早急な調査を命じられているんだ。専門外の君たちの手て際ぎわで逐ちく一いち確認されていたら、到とう底てい間に合わないだろうがね」

　日ひ頃ごろから、七聖守護物ザインタリスマンの調査のたびに同じようなことを言っているのだろう。

　軍部の人間も、うんざりした表情で互たがいに視線を見み交かわす。

『黒の七星旅団』による列車襲撃についてはすでに知っているのだろう。トリニックに中へ入れと、顎あごをしゃくって無言で示した。

　扉の中へと踏ふみこむと、全身をすうっと包む澄すんだ空気に、アイリは思わず足を止めた。

　先ほどまでの研究室とは対照的に、見事なまでにがらんとした広い空間だ。

　白と薄うす青あおの大理石で作られ、正確な形で組み合わされた床ゆか石いしは、小さな星のモザイクが連なり、巨きよ大だいな六芒星ヘキサグラムを形作って見える。

　中央に据すえられた祭さい壇だんに見える場所に、どうやら『石せき盤ばん』が安置されているようだ。

　なかへ踏みこんでから、アイリは胸元の身分証がかすかに振しん動どうするのに気づく。

「あぁ、それは絶対にはずさないで。身分証に異変を察知すると、外の警報が鳴り響ひびいて騒さわぎになるからね」

　注意をうながしつつ、トリニックは中央の祭壇に近づいていき、アイリたちもあとにつづいた。

　アイリの腰こしよりやや高さがある大理石の円柱の上に、水晶の細工を施ほどこした台座が見える。

　複雑な彫ちよう刻こくの模様は、そこに置かれるものを守護するためのものだ。

　その台座中央には、まるで美術品のように安置された『石盤』があった。

　シアーズはこわごわといったようすで円柱を見つめ、ハイヅカやアダムは油断なく聖戦器を構えながらも、やはり『石盤』が気になるようだ。

「どうだね、イスフェルドさん」

　トリニックがアイリの反応をうかがうように尋たずねるが、離はなれた位置で見ているだけではなにも感じるものがない。

「わからないです。見た感じは前に『大鏡』に触ふれて見えた『石盤』と似ているように思えるんですけど……ちょっと、待ってくださいね」

　アイリは荷物に紛れこませて運んできた本を広げ、『石盤』に手がかりがないか調べることにした。

　するとトリニックも自分が持ちこんだ道具を広げ、祭壇のすぐそばにかがみこむ。

「少しだけ待ちたまえ。いま祭壇のまわりの警備を解く。そうすれば直接『石盤』に触れることも可能だ」

　アイリはうなずくと、警備がある境界だと思われる、床の色が変わって見える手前まで近づいた。

　すると『石盤』の表面に、うっすらと彫ほりこまれた記号が見えた気がして目をこらす。

　何重かにぶれた光のようにも見えていた輪りん郭かくがはっきりすると、視界が明るく感じられた。

　不思議に思い周囲を見てみると、誰だれも祭壇の変化に気づいてはいないようだ。

　部屋の入り口には、いつの間に駆かけつけたのか、コーネル室長とシアーズが並んで作業を見守っており、ハイヅカとアダムは聖戦器フアランクスを手に、それぞれ入り口で待機している。

「いま、警備を解いた。これで『石盤』に触さわっても大だい丈じよう夫ぶだ」
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　トリニックの言葉に、アイリは渡わたされていたタロットカードを手に持つと、祭壇にあがり石柱に歩み寄った。

　緊張に息をひそめながら、そっと『石盤』に触れる。

　かすかに緑がかった白い『石盤』は、大理石のようにひんやりと滑なめらかな手て触ざわりだ。

　縁ふちがかすかに欠けたところや、髪かみの筋ほどのヒビがあることから、それなりに古びた風合いが感じられる。

　テーブルゲームの盤ばんほどの大きさの『石盤』は、手のひらほどの厚みしかなく、四よ隅すみと対角線上に見たこともない記号が刻まれていた。

　アイリの指が記号をなぞった途と端たん、まばゆい輝かがやきが古びた『石盤』を包みこむ。

　すると先ほどまで見えていたはずの記号はかき消え、『石盤』に六芒星ヘキサグラムが浮うき上がった。

　その鋭えい角かくに、新たな記号のようなものが光って見える。

　驚おどろいて肩かたを揺ゆらしたアイリに、背後のトリニックも気づいたようだ。

「なにか、わかったことでも？」

「トリニックさんには、『石盤』に刻まれた記号みたいなものが見えますか？」

　アイリの問いかけに、コーネル室長もすぐそばまで近づいてきた。

　アイリの言葉を聞いたトリニックは、石盤をのぞきこむように顔を近づける。

「いや……記号だって？　この石盤には金の細い線で、六芒星が描えがかれているだけで、文字や記号らしきものは……」

「それこそが、イスフェルド君が使えるタロットと同じ原理のものかもしれないな」

　コーネル室長の言葉に、アイリは手に持っているタロットカードを見つめた。

　カードの図ず柄がらが自分にしか見えないというのと同じく、やはり『石盤』にも同じ力が働いているのだろうか。

「君にはこの『石盤』が、どう見えているのか説明してくれないか？」

　トリニックの必死の表情に、アイリは再び『石盤』に視線を凝こらした。

「さっきトリニックさんがおっしゃった、かすれてる金の線とは別に、円のような光がいくつも見えます。そのなかにひとつずつ記号が浮き上がって見えていて……以前見たウィッカだと思える人物は、この『石盤』にタロットカードを並べてたようなんですけど──あ……」

　アイリの脳のう裏りに、いま目にしている記号と同じものを見た記き憶おくがよみがえる。

「少し待ってください。たぶん……ダリウスさんが見ていた本に──同じものが」

　持ち込んでいた本を慌あわててめくると、何度目かで思った通りのページを見つける。

「これです！　『石盤』にあるのは、この本にある記号と同じものみたいです」

　アイリの言葉に、トリニックは飛びつくように本をのぞくと小さく唸うなった。

「……なんだこれは、まさか……カードと石盤は最初から対のものだったのか……」

「トリニックさん、この記号はどういう意味があるんです？」

　説明してくれとアイリがうながすと、背後から同じように本に視線を落としていたコーネル室長が細い目を見開いている。

「驚いたな。『石盤』に浮かびあがっているものがこの本にあるヘブル文字だとすれば、タロットカードに繫つながってくるはずだが」

　その言葉に、コーネル室長がかつて父と共に『ウィッカの弟で子し』と呼ばれたひとりなのだとアイリは思い出す。

「イスフェルド君、ヘブル文字は古来からタロットカードとも深い由来を持つものだ。文字の順番と円の位置を、それぞれ紙に書き取ってもらえるだろうか」

「わかりました。この記号の配置がわかれば『鍵かぎ』についてもっとわかることがあるかもしれないんですね……」

　トリニックが手て渡わたそうとした紙とペンに、アイリが手を伸のばしたときだった。

　突然、激しい振動が頭上で起こり、アイリだけでなく室内にいた全員が立っていられずに、床に膝ひざや手をついて伏ふせる。

　警報装置の音が鳴り響き、あまりのけたたましさに思わず顔をしかめる。

　慌てたアイリはペンを取り落とし、紙は床を滑すべり落ちていった。

　祭壇の脇わきに置いた警備用の機器が揺れで床に倒たおれるとそのスイッチが転がっていってしまい、トリニックは這はうようにして祭壇を離れ手を伸ばす。

「な、なにが──!?」

　地じ響ひびきが再び襲おそい、アイリは天てん井じようが落ちてくるのではないかという恐きよう怖ふに頭を抱かかえた。

　轟ごう音おんが収まらないなかで、扉とびらの向こうや地上で銃じゆうが発はつ砲ぽうされる音が響き、騒そう々ぞうしい人の声と号令に、七聖府ザインになにかが起きたのだと気づく。

「アイリ！」

　ハイヅカがトリニックを押しのけて、祭壇へ駆けてこようとしたときだった。

　アイリが立つ祭壇前の敷しき石いしに、ずぶりと黒い闇やみ色の染しみが生まれる。

　とっさに後ずさったアイリは、背中で『石盤』をかばうようにして異変と向き合う。

　異様な影かげから離れようとトリニックが後ろにさがると、黒い染みを間に挟はさむ形で、アイリと祭壇が全員から切り離されてしまった。

「まさか……」

　目の前の闇色の楕だ円えんは、粘ねん度どのある液体が広がるようにぬるりと大きくなると、中央に白々と乾かわいて尖とがった骨が二本のぞく。

　そこにつづくものが何であるか悟さとり、アイリは身構えた。

「コゲツ」

　ハイヅカが低く構える槍斧ハルバートが聖戦器フアランクスとしての力をみなぎらせ、微かすかに振しん動どうを始める。

　だが、コゲツと共にあらわれたふたつの人ひと影かげに、誰もが息を吞のんだ。

　コゲツの背後に立っていたのは、暗灰色のコートを身にまとったローザックの姿だ。

　その腕うでには、ダリウスが捕とらえられていた。

　後ろ手に手首を拘こう束そくされ、ひどく苦しげに肩が上下している。

　うなだれるように頭を下げていたダリウスは、目の前の光景に気づいたのか、はっと顔をあげると驚いた表情で周囲を見まわした。

「ここは……七聖府ザイン……!?　どうやってここまで」

　かつて研究室に所属していたダリウスには、ここが研究室の奥にある、特別な祭さい壇だんであることはわかっているのだろう。

　ローザックはじつに楽しげに、「くくっ」と喉のどを鳴らした。

「なぁに、実に単純なことだ。七聖府の警備がどうなっているかは、ある程度わかっている。七聖府で初めて研究室が立ち上げられた時の職員リストに、私の名前があったことを忘れたのかなコーネル」

　驚いたアイリがコーネル室長を見ると、苦々しさに口元をひきしめローザックを睨にらみ返している。

「無論、当時の研究室立ち上げは『落日の礼拝』の後、私の失しつ踪そうにより人選を改めて進めたんだろうが、設計や提案は私が残していった資料がほぼ生きている。ここが政府のお粗そ末まつなところだ。計画書類の出所を確かめやしなかったんだろうな……」

　ローザックの告白は恐おそろしいものだった。当人がその気になれば、これまでにも七聖府の内部へ侵しん入にゆうできたということでもある。

「なるほど、それをいま行動に移したということは、よほど勝算があると見込んだからか。卑ひ怯きようで卑ひ屈くつなお前は、絶対に自分に不利な勝負は挑いどまない」

　コーネル室長の言葉に、ローザックは「はっ」と吐はき捨てるように息をつき、憎にく々にくしげに顔をゆがめた。

「好きに吠ほえればいい。お前は昔から中立顔で、そのくせいつもセオドアを優先してたんだ。セオドアが死んだからといって、くだらん正義感だか罪悪感だかは知らんが、お前の自己満足や欺ぎ瞞まんにつきあってる暇ひまはない。ほら、地上もずいぶんにぎやかにしてやったぞ。飛ひ空くう艇ていに術者、車両にも呪じゆ詛そを施ほどこしていくつも土産みやげにしてやった」

　醜みにくく紡つむがれるローザックの言葉に心をゆすぶられまいと、アイリは必死にダリウスを助け出す方法はないかと相手を睨みつけていた。

　ローザックの言葉通りなら、いま頭上で物々しい爆ばく発はつ音おんがあがっているのは、七聖府の軍部と『黒の七星旅団』がぶつかっているのだろう。

「さぁ、状じよう況きようはわかっているだろう？　我々がここへ来た目的はひとつ、そこにある『石せき盤ばん』だ。いまの我々の手には『鍵』があるのだからな」

　自信に満ちたローザックの声に、アイリの胸に不安がよぎる。

　──ローザックは、ダリウスさんっていう『鍵』を手に入れたから、もうあとには引けなくていいと思ってる。……だとすれば、まさか七聖府ここで『風の天窓』を開くつもり……？

　ローザックが拘束したダリウスの腕を乱暴に引くと、肩かたから床ゆかに叩たたきつけられたダリウスが苦しそうなうめきをあげた。

「ダリウスさん！」

　駆かけ寄ろうとしたアイリの前に、立ちはだかったのはコゲツだ。

　目ま深ぶかにかぶったヤギの頭ず蓋がいからのぞいている口元が、生け贄にえを前にした獣けもののように舌なめずりする。

　ハイヅカが怒ど気きもあらわに聖戦器フアランクスの柄えで床を叩くと、コゲツは踊おどるように向きをかえた。

　ハイヅカからやや下がった位置で、シアーズとトリニックをかばうようにアダムが杖つえを構える。

　誰だれもが気を張はり詰つめて、一いつ瞬しゆんの隙すきをうかがっていた。

　ローザックはすっと一歩踏ふみ出すと、ダリウスの髪かみをつかんでアイリのほうへ見せつけるようにする。

「我々の手に『鍵』が落ちれば、いずれお前たちは鍵かぎ穴あなへ向かうだろうと踏んでいた。『鍵』を宿したこいつの命いのち乞ごいをしたければ、『石盤』をこちらに寄こすんだ。いまこそ、私がウィッカの秘ひ蹟せきを暴あばいてみせる……」

　まさに妄もう執しゆうとも呼ぶべき熱が、ローザックの瞳ひとみにたぎるのを見て、アイリは背筋が寒くなる。

　──やっぱり、この人はダリウスさんのお母さんの命を奪うばったんだ。ウィッカの……『風の天窓』のためなら、人を殺すことなんてなんとも思ってない。

　アイリは心を決めると、手にしていたタロットカードをローザックに突つきつける。

「残念ね……ダリウスさんと『石盤』だけ手に入れたって、あなたにはなにもできない。ウィッカの秘蹟は私に託たくされているから。父さんは、あなたに奪われることがないように、全部整えていったの。出し抜ぬいたと思ってるならおあいにく様」

「アイリ!?」

　ハイヅカの咎とがめるような叫さけびが聞こえたが、これはアイリにとっても賭かけだった。

　このまま、ダリウスと『石盤』だけを相手に渡わたせば、不完全な『鍵』に腹を立てたローザックがなにをするかわからない。

　父の名を出すことで、少しでもローザックの気持ちを動どう揺ようさせ隙を作れたらとアイリは考えたのだ。

　さすがにその言葉を聞き流せなかったのだろう。ローザックはいぶかしむように、目の前に突き出されたカードをにらみつける。

　だがローザックに向けられたカードは、白く輝かがやいて見えるだけで、図ず柄がらはなにひとつ読みとれないはずだ。

「わからない？　あなたが裏切ったあと、私の父さんはこのカードを使って『鍵かぎ』を隠かくしたの。だから私だけが、このタロットを見ることができる」

　ウィッカの弟で子しと呼ばれるだけあるのか、アイリの言葉とカードを交互に見たローザックは事態を飲みこんだらしい。

「なるほど、『鍵』を封ふうじる媒ばい介かいがタロットというわけか。……そのせいで『鍵』を新たに作る事も叶かなわなければ、所在もつかめなかった。そしていまはお前がタロットの主というわけだ」

　相手を睨みつけながらアイリがうなずくと、ローザックは驚おどろきと嘲あざけりが混じる笑い声をたてた。

「驚いたな……セオドアの奴やつ。自分の娘むすめを使うとは、なりふりかまわずだな」

「父さんのことを、あなたにとやかくいわれたくない」

　臆おくすることなくローザックに言い放ったが、アイリはすぐに息を詰めた。

　ローザックが懐ふところから取り出した小しよう銃じゆうの銃じゆう口こうを、ダリウスのこめかみにあてがったのだ。

「やめて……」

「さぁ、お前は『石盤』を持ってこちらへこい。もちろんそのカードも一いつ緒しよにな」

　アイリはローザックとダリウスを見て、タロットカードを制服のポケットに入れる。

　ローザックの向こう側、聖戦器フアランクスを構えるハイヅカにじっと視線を合わせると、物ぶつ騒そうな光を宿していた灰銀の瞳が少しずつ落ち着くのがわかる。

　アイリはかすかにうなずいて目を伏ふせると、振ふり返って『石盤』を手に持った。

　大理石で作られた『石盤』は、両手でなければ抱かかえられなかったが、アイリの手が空いていたとしても、銃じゆうをもったローザックやコゲツに敵かなうはずもない。

　一歩踏み出すと、コゲツがすっと手を差さし伸のべて手招き、嬉うれしそうに口をひらいた。

「じゃあ、はじめようか」

　コゲツの手に引き寄せられると、床に広がる黒い染しみに長靴ブーツが踏み入る。

『石盤』はすぐにローザックの手に取り上げられ、アイリはダリウスの肩を抱だいた。

「……っあ」

　途と端たんに、足もとの感かん触しよくが沈しずみ込むようなものに変わり、気持ち悪さにアイリは思わず声をあげた。

　コゲツの手が床を撫なでたかと思うと、すっと指ではじかれた墨すみのようなものが宙に舞まいあげられる。

「お前……どこへ──！」

　ハイヅカが一歩踏み出したが、すでにアイリたちの体はべったりと黒い闇やみへと吞まれはじめていた。

　水に沈むときのような圧あつ迫ぱく感かんが肌はだを包む。それは温度がないだけに奇き妙みような感覚で、アイリは必死に歯をくいしばる。

「アイリ、必ず助ける」

　短く告げて、まっすぐに自分を見つめるハイヅカの瞳には、迷うことのない強さと、相棒パートナーに向けられる信しん頼らいが感じられた。

　その後ろに立つシアーズも、アイリとダリウスに強い瞳を向けてうなずく。

　コーネル室長は、すぐに部屋を出るよう一同に声をかけ、アダムが防ぼう御ぎよ壁へきを狭せまい範はん囲いのものに変えながら、全員の脱だつ出しゆつに切り替えたようだ。

　顔が暗くら闇やみにしずむときには、その気味悪さに思わず息をとめ目をつぶる。

　ダリウスとはぐれることがないようにと身を寄せながら、アイリはひたすらタロットカードがはいった制服のポケットをぎゅっと押さえ決意をこめた。

　──もう、誰もなくしたりなんかしたくない。
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「ちくしょう！　あいつらの行く先は……室長、心当たりは？」

　ハイヅカが焦あせりを抑えきれずに、祭さい壇だんがある部屋を飛び出すと、周囲は無残なことになっていた。

　研究室にあった計器や設備はめちゃくちゃに荒あらされて、壊こわれ、足の踏み場もない。

　通路の至る所に、暗い赤のマントを身に着けた人間が倒たおれているところをみると、侵しん入にゆう防止のための装置にやられたのだろう。

　トリニックがようすをうかがうように、慎しん重ちように周囲をみまわすと、小さく息をついた。

　どうやらここにいた研究員たちは、すでに退たい避ひしたあとのようだ。

　コーネル室長は、はやるハイヅカの肩を叩たたくと落ち着いた声で答えた。

「奴らが『鍵』を使うつもりなら、『風の天窓』が見える場所に行くはずだ」

「つまり──」

　一瞬首を傾かしげたのち、シアーズがはっとした表情で口にした。

「七聖守護物ザインタリスマンが『風の天窓』を作りだしているのは、空……だわ。だったら、頭上が見み渡わたせる場所で儀ぎ式しきをするはず」

　するとトリニックも、思案するような表情でうなずいた。

「七聖守護物ザインタリスマンは、それぞれの都市のふさわしい場所を調べ尽つくした上で安置されている。『石せき盤ばん』がここにあって、ローザックが『ウィッカの予言』に詳くわしいことを思えば、七聖府ザインからそうそう離はなれないはずです」

「ってことは、この建物からそう離れずに、一番空に近くて見渡せる場所っていうと、上に行くしかねぇな」

　ハイヅカが納なつ得とくすると、アダムも杖つえを手に歩き出す。

　一同が地上へあがるため向かった螺ら旋せん階段は、すでに『黒の七星旅団』の人員たちが占せん拠きよしており、地上から送られてくる兵士たちとぶつかっていた。

　目の前の状じよう況きようを見るなり、ハイヅカは聖戦器フアランクスを思い切り振ふり上げ、男たちの足もとをなぎ払はらった。

　階段を転がり落ちてきた男たちを、槍やりの柄えと蹴けりで痛めつけて次々と背後に転がしていく。

　地上にいた軍部が後方からの加勢に気づいたのか、地下に向かって一気に攻せめ込むと、侵入者は残らず捕とらえられていった。

「背後からやっちまえば、地上と挟はさみ撃うちでちょろいもんだ」

　ハイヅカが聖戦器を下ろすと、アダムが防御壁を解く。コーネル室長が軍部の人間に軽く挨あい拶さつを交かわしてから、一同は地上へと出た。

　避ひ難なんする職員と、武器を手に走り回る軍部の人間たちとで、七聖府の敷しき地ちは混然としている。

　やけに騒そう々ぞうしい頭上を見あげると、空の高みのまちまちに、『黒の七星旅団』のものである暗赤色の飛ひ空くう艇ていがいくつも浮うかび、さらに七聖府も飛空艇を飛ばして応戦している。

　それを目にしたコーネル室長は、懐のホルダーから小銃を手にすると、一気に走り出した。
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「ここは……？」

　アイリが目を開くと、飛び込んできた光景は見たことのない場所だった。

　乾かわいた風が吹ふき付ける、平らに舗ほ装そうされた地平の先は、縁ふちが微かすかに高くなっていて唐とう突とつに途と切ぎれて見える。その先に広がっているのは空だ。

　見あげれば頭上に広がる空と、足もとよりはるかに低い場所から風に運ばれる騒そう音おんと物音に、アイリは自分たちが高い場所にいるのだと知る。

「まさか、ここって」

　恐おそる恐る踏ふみ出すと、眼下に広がる小さな街並みと、セントパレスを流れるネレル川が見えた。

　ここは、七聖府本庁の屋上なのだ。

　居場所を知ると、いま自分のいる場所が八階もの高さがある建物の上なのだとわかる。

「あぁ、はじめてきたのか。ここは七聖府ザインの高官専用の飛空艇の発着に使われる。いまのように有事の際には、もうここに飛空艇は残っていないという具合にね」

　この高さから簡単には逃にげられないとわかっているからだろう。アイリが歩き出したことを、ローザックは咎とがめる気はないようだ。

　そう離れていない場所で、ドォンと鈍にぶい音が響ひびき風が吹きつけられる。

『黒の七星旅団』が操あやつる飛空艇が、七聖府の飛空艇からの砲ほう撃げきに被ひ弾だんしたのだろう。

　暗赤色エンベロープが火を噴ふき、機関部から煙けむりをあげてゆっくりと斜ななめに空を横切っていく。

　驚おどろきのあまり茫ぼう然ぜんと地上を見下ろせば、そこかしこで煙があがり、怪我けがをした人間が運ばれていくのがわかる。

　息を吞のむ気配に振り返ると、ダリウスが拳こぶしを握にぎりしめるのがわかった。アイリはそばに戻もどるふりで、そっとダリウスの手に触ふれると、吐と息いきにまぜるように耳元でつぶやく。

「地下で『石盤』に見えたのは、ヘブル文字でした。六芒星ヘキサグラムとタロット──」

　周囲の轟ごう音おんにまぎれて、会話がつづけられるかと思ったが、ローザックに気づかれ、アイリは腕うでを強く引かれると地面を転がされた。

「アイリ！」

　ダリウスがローザックの体にぶつかろうとしたが、コゲツに足を蹴りつけられ、そのまま地面に押しつけられる。

　しかしコゲツは倒れたダリウスにかまわず歩き出すと、手にした巨大な鎌かまの刃はを地面に引きずりながら舗装された足もとを削けずり、アイリたちがいる周囲に線を引きはじめた。

　それを横目に、ローザックは屋上の中央に『石盤』を置くと、ダリウスに再び銃じゆう口こうを突つきつけアイリに語りかける。

「しかし、これほど近くに『鍵かぎ』が隠かくされていたとはな……七聖府の奴やつらでも気づかなかったとは、セオドアの奴も巧こう妙みように隠したものだ。コーネルは間ま抜ぬけ面づらもいいところだな。あの男は死んだあとも高みから見物というわけだ」

「父さんはあなたとは違ちがう……」

「そうだろうな。自分の娘むすめにウィッカの遺産を背負わせ、タロットの主に仕立て上げる男の気持ちなどわかるはずもない。だろう？」

　ローザックの明るい灰色の瞳ひとみは、ひどい憎にくしみと羨せん望ぼうに満ちて感じられた。

　目の前にいるアイリの姿に、セオドアの魂たましいを見つけようとしているかのように。

「そうよ、あなたにはわからない。あのとき父さんは、必ず戻ってくるつもりだった。母さんを連れて、私を迎むかえに来るはずだったの。絶対に『黒の七星旅団』なんかを、のさばらせるつもりなんてなかった」

　自分でも驚くほど確信に満ちた声で、アイリはそう告げていた。

　そして初めて、自分の心のなかにすでに答えはあったのだと思い知る。

　──真実なんて、もう誰だれにもわからない。でも、私は夢で見た父さんの言葉を信じる。あのとき確かに『いい子にしてるんだ。すぐに戻ってくるからね』ってそういったんだから。

　アイリのまっすぐに向けられる視線に苛いら立だったように、ローザックは吐はき捨てた。

「はっ、本当にセオドアに似ていらつく目つきだ。結構だとも、あいつがどう策を講じたところで、すべては覆くつがえされる。なにしろ『鍵』もタロットも、いまは私の目の前にあるんだ。お前がタロットの主だというのならば、私がお前を使うまでだ。さぁ、はじめてもらおうか」

「アイリ……駄だ目め、だ……っっぐ！」

　制止の声を遮さえぎろうと、ローザックが床ゆかに座らされているダリウスのこめかみを銃じゆう身しんで殴なぐりつける。

　アイリは耐たえられない気持ちで、必死に『石盤』に目を凝こらした。

　子供の頃ころの自分が、意識的ではなかったとはいえ『鍵』を封ふう印いんしたのだ。

　だとすれば、いま自分に見えている記号は、『鍵』の封印を解くためのものだと考えられる。

「ダリウスさん、いまは信じてください。私が記号を読み上げます。対応するカードを教えてもらえますか」

　タロットの本を地下の祭さい壇だんに置いてきてしまった以上、アイリの記き憶おくだけでは『石盤』の記号がどのカードを指しているかはわからなくなっている。

　アイリが記号を読み上げると、ダリウスはうつむいたまま、ぼそりと告げた。

「アレフはゼロ。……〈愚ぐ者しや〉のカードだ」

　苦しげな声に、アイリも同じ気持ちで眉まゆ根ねを寄せる。

　だが、諦あきらめるわけにはいかない。逆らえばローザックはダリウスを殺してしまうかもしれない。新たな『鍵』を得るために、いまある『鍵』を破は壊かいすることぐらいはしかねないのだ。

　アイリはカードの束から選んだ〈愚者〉のカードを『石盤』にある六芒星ヘキサグラムの頂点に置いた。

　カードが表面に触れた途と端たん、盤面からひときわ強い光が放たれる。

　強風の中だというのに、カードは張りついたように飛ばされることもない。

「おお、カードに図があらわれたぞ。確かに〈愚者〉のカードだ」

　その変化からダリウスが噓うそを告げることなく、真実を告げているとローザックにもわかったのだろう。

　さらに告げられた二枚目の〈女じよ帝てい〉のカードを、アイリが手にしたときだった。

　目がくらむような強い光が周囲を包む。

　ローザックがぎょっとしたように体を硬こう直ちよくさせると、コゲツもまた目を見張って、光が生まれた北の方角に目をすがめる。

　ずいぶんと距きよ離りがある光源は、ヘヴンリーパレスがある方角のはるかに離れた位置に見える。

「一体なにが……」

　アイリのカードを持つ指が震ふるえた。

　異常な輝かがやきを放つ巨きよ大だいな光の柱は、アイリが『石せき盤ばん』の六芒星にカードを置いたことに反応しているように感じられた。

「さぁ、次のカードを示せ」

　ローザックの声が幾いく分ぶんうわずって聞こえる。

　コゲツはまるで花火を目にした子供のように、弾はずんだ足取りで屋上を歩き回り、全すべての都市が見み渡わたせる位置を探しているようだ。

　──このカードを全て置いてしまえば、きっと『風の天窓』に異変が起きる。やっぱり、タロットが『鍵』を使うための鍵かぎ穴あなみたいな役割をしてるんだ……。

　自分の想像が間ま違ちがっていなかったことを感じつつ、アイリは少しでも時間をかせごうと、ゆっくりと二枚目のカードを『石盤』に置いた。

　北東の空にまたひとつ光が生まれる。まっすぐに空へと伸のびる光はどんどん輝きを増して、セントパレスにいる人々も異様な光景に気づきはじめた。

　眼下に見える七聖府ザインの敷地で侵しん入にゆう者を捕とらえるため奔ほん走そうしている者や、侵入者であるはずの『黒の七星旅団』の人員たちでさえ動きを止め、突とつ如じよ空に生まれた光をすくんだように仰あおぎ見ている。

　ローザックはダリウスの腕を強く引くと、アイリが向かいあう『石盤』のすぐそばへと突き出す。

「さぁ、カードを並べきったらようやく『鍵』を使うときだ」

　アイリが並べたカードは三枚目になろうとしていた。

　屋上にまで届く光は、青白く異様な強さで、それぞれの顔を死人のように照らしだす。

　ダリウスは厳しい表情のまま歯を食いしばっていた。

　──ダリウスさんは、絶対にローザックのいうことを聞くつもりなんてないはず。きっと私のことも心のなかで罵ば倒とうしてる。でも、こうしてカードについて答えてくれてるってことは、私のことを信じてくれてる。どうか、あともう少しだけ……。

　このままカードを全て並べきれば、取り返しがつかないことはアイリにもわかっている。

　先ほどまで耳に届いていた、地上の騒そう々ぞうしさも静まってしまい、もはや争う気配も感じられない。

　誰もが生まれてはじめて目にする、世界の終わりのような光景を、息をつめて見守っているのだ。

　耳に届くのは、激しい風の音と、頭上を行き交かう飛ひ空くう艇ていの機関音だけだった。

　静まりはじめた空気のなか突とつ然ぜん激しい衝しよう撃げき音おんとともに、屋上に落ちてきたものがあった。

「ハイヅカさん！」

　やや離れた位置に着地したハイヅカの足もとは、放射状にひび割れている。

　頭上を見あげれば、かなりの高度で浮うかんでいる、七聖府ザインの飛空艇が見えた。

　聖戦器フアランクスを構えたハイヅカが踏ふみ出した途端、周囲の風景がぐにゃりと曲がって見える。

　アダムの防ぼう御ぎよ壁へきで体を包み屋上へと落下してきたのだろう。

　見あげると、さらにもう一つの影かげが、すさまじい衝撃を伴ともなって降り立った。

「お待たせいたしました……」

　あらわれたアダムは、杖つえをまっすぐにローザックに向けたかと思うと、一いつ瞬しゆん後には相手が握にぎる銃じゆうを手からはじきとばしていた。

　鈍にぶく息を詰つめて、悲鳴を押し殺したローザックの右手は、赤い血を流している。

「手が残っているだけ、感謝していただきたいものです」

　感情が欠片かけらも感じられないアダムの冷たい声は、心の底からの怒いかりだ。

　そのときアダムの背後で、ガキンと硬かたい金属音が響ひびいた。

　長い鎌を振ふり上げたコゲツが、ハイヅカに躍おどりかかったのだ。

　アダムが応戦しようと杖を構えたが、ハイヅカは「俺はいい！　そっちをさきに──」そう叫さけんで、聖戦器で相手を押し返すと、宙に浮いたコゲツの体をさらに蹴けり飛ばす。

　激しく地面を転がるコゲツをハイヅカは追っていった。

　しかし激しく争う間にも、空は異様な光景を生み出していた。

　立ち上った光の柱が、それぞれ引き合うように新たな光を宙に描えがきだしたのだ。

「ダリウスさん……あれ、光が動いてるのって──」

「アイリ、いまから僕のいうとおりにするんだ」

　ダリウスはひどく気難しい顔で『石盤』をにらみつけている。アイリが『石盤』の記号とタロットカードの関係について告げたときから、考えつづけていたに違ちがいなかった。

「まず、『石盤』の位置を上下逆になるように置き直してくれ。それから〈愚者〉のカードを『隠いん者じや』を示す記号、ヨッドの位置へ移して……」

　ダリウスの指示に、アイリは慎しん重ちように『石盤』に手をかけた。

　正方形に六芒星ヘキサグラムが描かれた『石盤』の上下はわかりにくいが、置かれているタロットカードと浮き上がる記号のおかげで、いまははっきりとわかる。

　アイリは『石盤』の向きを変えると、一番手前に来ている〈愚者〉のカードに手をかけた。

　先ほどまで張り付いたように、『石盤』になじんでいたカードは、あっけなくはがれてアイリの手にもどる。

　そして言われた通り、手にした〈愚者〉のカードを、唯ゆい一いつカードが置かれていない六芒星の頂点に置き直した。

「やっぱり……」

　空の彼方かなたを見てつぶやいたダリウスの声が、確信に満ちたものになり、アイリは何事かと顔をあげる。

「あぁ、君にははじめからカードが見えているから、わからないんだな。いまここに置かれた〈愚者〉のカードは絵が消えた……。つまり──」

「『鍵かぎ』を再び閉じることができるってことですね」

　アイリがほっとして息をつくのがわかって、ダリウスはまさかというように問いかける。

「……はじめから、君はこれを考えてたのか？」

　驚おどろくダリウスの顔に、アイリは苦く笑しようを浮かべる。

「いえ、そんなに具体的には。でもきっとダリウスさんなら、ヘブル文字とタロットのことを知れば、『石盤』を読み解いてくれるんじゃないかって期待してました。それに、ハイヅカさんたちが絶対捜さがしにきてくれるはずだって。すみません、根こん拠きよのない賭かけでしたけど」

　答えるアイリにダリウスはため息をつき、呆あきれたように口にする。

「まったく。どこまでも思いつきの無謀だな。でも、誰だれより幸運がつきまとう、君らしい選せん択たくってところか。それにこの状じよう況きようで、単純にみんなを信じきるってことも、アイリじゃなきゃできなかったかもな」

　ダリウスに「さぁ、急ごうか」とうながされ、アイリはこれまで置いてきたのとは逆の位置に、タロットカードを並べはじめる。

　すると『石盤』に乗せたカードが再び輝きを放ち、全てのカードが淡あわく光に包まれると、あたりに満ちていた青白い光がゆっくりと薄うすれていく。

　四方に首をめぐらせ、空を仰いだローザックは悲ひ愴そうな悲鳴をもらした。

「くそっ……なんてことだ！　戻もどせ。いますぐ『石盤』を元通りに──くそ！　私はセオドアの娘むすめになど……」

　憤ふん怒ぬの叫びをあげながら、こちらに向かってくるローザックの顔には、焦あせるあまり奇き妙みような笑えみが浮かび、正気を失ったように取り乱している。

　アイリとダリウスに駆かけ寄るローザックを、アダムが防御壁で遮さえぎろうとしたときだった。

　パンッ！　と乾かわいた音が響き、ローザックの体が前のめりに倒たおれる。

　その背後には、高度を下げた飛空艇のタラップが見えた。

　半ば下ろされたタラップには、手すりにつかまって身を乗りだした、コーネル室長の姿があった。

　その右手に鈍く光る銀の短たん銃じゆうが握られており、ローザックの左ひだり膝ひざを打ち抜ぬいたのだとわかる。

　くずれるように倒れたローザックは、膝ひざから血を流してなお、消えていく青白い光を求めて、必死に空に視線をさまよわせていた。

　コーネル室長が、屋上すれすれに下がった飛空艇から飛び降りると、すぐあとにシアーズの姿もつづく。

　コーネル室長に銃じゆう口こうを向けられても、ローザックはしばし相手に気づいていないようだった。

「終わりだ、ローザック。わかるだろう、『風の天窓』は開かない。絶対に開けさせない」

「コーネル……貴様──無能なお前はセオドアの犬にしかすぎん。私の邪じや魔まをするなどと……」

　シアーズが近づき、構えた銃口をわめくローザックに向けると、コーネル室長は銃をしまいローザックの両りよう腕うでを背後で拘こう束そくする。

　その表情には、強い怒りも悲しみもなく、わずかな憐あわれみが感じられた。

「お前が捕とらわれていた予言は、ウィッカの弟で子しについてなんかじゃない。あれは、アルステラ大陸全土に生きる人々を指しているんだ。お前のような人間によって、過あやまちが起きたとしても、必ず人は自らの力で暗雲をはらい、大地に根づいて生きていくのだという、人への希望が綴つづられていたにすぎない。私は、そう解かい釈しやくしているよ」

　ウィッカは初めから、弟子など望んではいなかったと告げるコーネルの声に、ローザックは深くうなだれた。

　タロットカードを全すべて並べ変えたアイリは、立ち上がって空を仰あおいだ。

　舞まいあげられる髪かみを押さえて目を凝こらすと、禍まが々まがしい強い光を放っていた巨きよ大だいな柱は、ほぼ姿を消し始めている。

　だがそのとき、ダリウスがアイリの腕うでをぐいっと引いた。

　アイリが地上に視線を戻すと、防御壁を展開していたアダムの体が吹ふき飛ばされるのが見える。

　とっさに飛び出したコーネル室長がその体を受けとめると、地面を転がった。

　鉄てつ壁ぺきの守りを誇ほこる、アダムの防御壁を貫つらぬいて攻こう撃げきできる相手など限られている。

　アイリの視線の先には、屋上の縁ふちに立っているコゲツの姿と、対たい峙じするハイヅカの背中があった。

　すでにハイヅカの制服はあちこちが切り裂さかれ、肩かたや背が血に染まっている。

　コゲツは手にした鎌かまを肩にかけ、頭にかぶっていたヤギの頭ず蓋がいを脱ぬいだ。

　長い黒くろ髪かみが、強風にぱっと散るとひろがって流される。

　左目を覆おおうように巻きつけられた布には、上から書き込まれた朱しゆ色いろの文字と、血がにじんでひどく陰いん惨さんな印象を与あたえた。

　薄い唇くちびるが形よく笑みを浮かべ、コゲツはこちらを指さした。

「ローザック。あんたは本当に詰めが甘い。失敗の理由はただひとつ、そこにいる昔なじみを殺しておかなかったことだろうさ」

　血まみれで倒れているローザックを嘲あざけるように眺めてコゲツはうそぶく。

「せっかく、大きな花火が見られるかと思ったのにさぁ、失望したよ。でも……そろそろ飽あいたな。お前を道連れに私があらん限りの呪じゆ詛そを尽つくせば、世界は生まれ変わるかな？」

　コゲツは鎌の柄えを持っていないほうの手をすっと頭上に掲かかげると、自らが持つ鎌に押し当てて引いた。

　青白い腕をすっと前に出すと、流れ出た鮮せん血けつがコゲツの足もとにしたたり落ちる。

　屋上へ来たときから、コゲツが鎌で刻みつけてきた線がそこにはあり、足もとから屋上全体に広がっていた。

　コゲツの血が触ふれた箇か所しよから、生き物のようにうごめくどす黒いもやが生まれると、呪詛のために描かれた陣じんを伝っていく。

「しまった……！」

　ダリウスが切せつ迫ぱくした声を漏もらしたが、ここにはどんな備えもない。

　アイリはなにかを考えるより早く立ち上がると、ハイヅカの背中に向かって走り出した。

　ハイヅカは聖戦器フアランクスを右みぎ腕うでで構え、姿勢を低くすると、コゲツにまっすぐ飛びかかるように地面を蹴けった。

　槍斧ハルバートの先はあやまたず、コゲツの体の中心を貫くと、ハイヅカは相手の体を強く抱かかえ込むように腕を回す。

「終わりにしようぜ。今日ここで、全部だ」

　コゲツの唇から大量に血があふれ出たが、まだ唇は笑みを刻んだままだ。

　自らの命が終わるとき、これまで重ねた呪詛がくびきから放たれ、ハイヅカもろとも最大の呪じゆ術じゆつの返りに襲おそわれることになる。

　ハイヅカの背を引き寄せるように、コゲツは自ら体の重心を屋上の外へと向けた。
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　終わりにするならもろともだと、確信しているコゲツの顔に、アイリは心からの怒いかりを覚える。

　──絶対に、させない。

　アイリは背後を振ふり返り叫さけんだ。

「サイクスさん！　お願いします」

　そのまま迷うことなく、コゲツと共に屋上の縁の向こうへと傾かたむいた、ハイヅカの制服のベルトをつかむ。

　風がひどく髪と耳を打ち、制服がバタバタと音を立てる。

　ハイヅカの意表を突つかれた顔と、コゲツが目を見開くのがわかって、アイリはほんのわずかにきゅっと唇を笑みにつり上げた。

　だが、襲いくる落下の速度に、ほとんどものを考えることはできない。

　来きたるべき衝しよう撃げきにぎゅっと歯を食いしばり、ひたすらハイヅカの背中から離はなれまいと、痛むほど腕に力をこめた。

　ハイヅカの腕が、こちらに伸のばされた気がしてアイリは顔をあげようとしたが、なに一つ身動きがままならない。耳元にハイヅカの「本物の、馬ば鹿かだ」という声が聞こえた気がした。

　ガクン！　と激しい衝撃がきて、アイリはぎゅっと目を閉じる。

「大だい丈じよう夫ぶか」

　声をかけられて目を開くと、自分が背中からハイヅカに抱えられているのだと知る。

　肩かた越ごしに振り返ると、ハイヅカの顔が間近にあった。

　どうやら自分たちは建物の三階ほどの位置で、落下が止まったようだ。

　まだ地面までは結構な高さがあり、アイリの脳のう裏りに飛び降りたときの恐きよう怖ふがよみがえると、今いま頃ごろ体が震ふるえ出す。

「……これ、サイクスさんの防ぼう御ぎよ壁へき？」

「だろうな。この速度で人をふたりも捕ほ捉そくするなんて、サイクスじゃなきゃ無理だ」

　ハイヅカは姿勢を変えると、腕をあげて頭上に向けて合図をした。

　すると二人の体はゆっくりと、地上に近づいていく。揺ゆれることもなくすぅっと静かに下ろされる感覚に、アダムの人ひと柄がらがあらわれているようだ。

　地面につま先がつき、アイリは普ふ通つうに立ったつもりだったが、膝の力が抜けたようにへたりこみかける。

　気持ちは臆おくしていないつもりだったが、体は落下の衝撃に正直に反応していた。

　ハイヅカに腕を支えられて、アイリはなんとか体勢を立て直す。

「ほんと、お前って対策室ここにきたときからそうだったけど……無む茶ちや苦茶だろ」

「違ちがいます。最初のときは……なんていうか勢いでしたけど。さすがに今回はまずいって思ったからです。無茶もしますよ……」

　アイリは毅き然ぜんとして言い返すと、自分たちの少し先に倒れている影かげを見た。

　横たわる長い影は、広がった黒髪の周囲に血が流れだし、思わず目を背そむけたくなる眺ながめだ。

　ハイヅカはアイリをその場にとどめようとしたが、アイリは首を振って、ハイヅカの手を握にぎると歩き出した。

　──見届ける。コゲツの呪詛になんて、ハイヅカさんを連れていかせない。

　コゲツの体を覆っていたマントは、血に染まりさらに赤黒さを増している。その肩がぴくりと動いたのに、アイリは握っている手に力をこめた。

「まだ、とどめが必要か？」

　感情をのぞかせない声で、ハイヅカが告げる。

　だがコゲツは右目のまぶたをひきつらせるように開くと、じっとアイリの顔をみつめた。

　力を振り絞しぼるように、自らの右手を持ち上げると、それはもはや人の肌はだとは思えぬ色に変色し、見ている間にも指先から水分が抜ぬけていく。

　目の前で起きていることが呪詛の返りによるものだと気づいて、アイリは握ったハイヅカの手を見つめる。

　ハイヅカの左手にも、火ぶくれに覆われたような変化が見られたが、コゲツの身に起きている現象よりはるかに軽い。

　アイリの視線は、ハイヅカの左手で止まったままだ。

「……ブレスレットだ。ちょうどその位置で……呪詛が止まってる」

　痛みをこらえつつ、ハイヅカ自身も信じられないといった表情で、アイリを見つめ返す。

　するとコゲツが嫌いやな音を立てて咳せきこみ、黒ずんで崩くずれはじめた指先でアイリを指した。

「まさか…の、最強のカードが残っていた、とは……ね。私も愚おろかだ……」

「幸運の女め神がみを……なめてましたね」

　アイリが憎にくまれ口で返すと、つい先ほど己おのれがローザックに向けた言葉を思い出したのだろう。

　コゲツは自らをあざ笑うように「ククッ」と喉のどを鳴らすと、呼吸を引きつらせた。

　次の瞬しゆん間かん。コゲツの体をぶわりと黒い霧きりが包みこみ、見る間に体が形を無くしていく。

　血の染しみがあったはずの場所に、ざらりとした黒い砂のようなものが残ると、吹ふき付ける風に散ってしまう。

　黒い塵ちりが消えていく光景に、ミッドパレスで拉ら致ちされたときにコゲツと目にした、どこまでも広がる荒こう野やをアイリは思い出した。

　離れた位置に転がったヤギの頭ず蓋がい骨こつは、落下の衝撃で砕くだけ、いまや右半分の眼がん窩かと角が残されているだけだ。

　あまりにも無残な形で存在を消してしまったコゲツのわずかな痕こん跡せきをみつめ、アイリはまったく晴れない胸の重さに気づいていた。

　立ち尽くし、言葉を無くしているハイヅカも、気持ちは同じだったかもしれない。

　肉体が砂すな粒つぶになるまで人を呪のろい、世界の果てをのぞこうとしたコゲツの気持ちなど、まったくわからないし、わかるつもりもない。

　これまで自分が奪うばわれてきたものを思えば、目の前の光景に、少しは気持ちをなだめられるのかと思った。

　だが、目の前の男の末路はあまりに無残で、失ったものは戻もどらない。

　いまは失われずに済んだものを思い、アイリはほっとしてハイヅカに身を寄せた。

　もう二度と会えないだろう父や母のことが、いまになってひどく懐なつかしく恋こいしかった。

　──きっと父さんもこんな気持ちだった。何にも変えられない、大切な人をなくしたくなかった。そのために、タロットを私に託たくしたんだ。

　ハイヅカが無事なほうの腕うでで、アイリの肩かたを抱だき寄せる。

　言葉はなくとも、腕にこめられた気持ちを感じて、アイリもハイヅカの背に腕を回した。

　──これで、ハイヅカさんは凶きよう運うんから自由になれる。だからきっと、私たちの相棒パートナー制度は解消になる。

　胸にふっとわき上がった事実は、ハイヅカに伝えられたときとは違い、アイリの胸に痛みをもたらしはしなかった。
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『黒の七星旅団』本庁襲しゆう撃げきを受け、七聖府ザインは大きな痛手を負うこととなった。

　幸い七聖守護物ザインタリスマンである『石せき盤ばん』に起きた異変の詳しよう細さいは、世間に知られることはなかったようだ。

　多くの怪我けが人を出し、設備の損そん壊かいを受けたが、都市の住民たちに被ひ害がいがなかったことで、世間が七聖府への責任追つい及きゆうの手を緩ゆるめたことも影響があるのだろう。

　だが、各都市の七聖守護物に生じた異変に、議員をはじめ、星ほし鎮ちん守じゆは議会をひらくよう要求した。そんななか七聖府は本庁の設備修復を進めつつ、対外的な説明と交こう渉しようにあけくれることになった。

　七聖府が非難をまぬがれた理由である大きなニュースは、ローザックが捕とらえられた事により、『黒の七星旅団』が本格的に解体されると明らかになったことだ。

　七聖府にとって幸いだったのは、ローザックが自らの思想や知識を分け与あたえた幹部を持っていないことだった。

　各都市に潜せん伏ぷくしていた組織の人員たちはほどなく捕らえられ、再び政府を脅おびやかすほどの力が残らないほど弱体化した。

　事件直後には、ハイヅカとアダム、そしてダリウスが治ち療りよう院いん送りとなっていた。

　あれだけの騒そう動どうの渦か中ちゆうにいたにもかかわらず、ほとんど無傷で済んだアイリに、対策室全員が半ば呆あきれつつ、改めて強運を思いしらされたようだ。

　アイリは自室待機を言い渡わたされていたものの、書類作成を手伝うようシアーズに言われ、勤務時間外に対策室へ出向いては作業をする、忙いそがしい日々を送っていた。

　なにしろコーネル室長は、数々の文書偽ぎ造ぞう、数えきれぬほどの職務規程違い反はんに問われることとなってしまった。

　そこにはトリニック室長の名も連ねられたが、七聖府ザインの査問委員会に呼び出されるに止とどまり、コーネル室長のように議会審しん問もんにまで引きずり出されることはなかった。

　シアーズはこれ幸いとばかりに、トリニックも呼びつけると、対策室に半ば監かん禁きんする形で作業をさせていた。

「研究室の復旧作業もあるなか、トリニック室長を拘こう束そくしてしまうだなんて、申し訳ないと思ってますのよ。でも、ご本人の希望で現場にいらした方の証言と、研究者ならではの見解が報告書に反映されることが、最も望ましいんです。本当にトリニック室長には感謝しておりますわ」

　丁てい寧ねいでありながら、半ば脅おどしじみたシアーズの言葉に、もはやトリニックは口答えする気もないらしい。

　いまや七聖守護物ザインタリスマン対策室は、黙もく々もくと書類を綴つづる音と、紙をめくり整える音だけが響ひびく特とく殊しゆな熱気に満ちていた。

　七聖守護物対策室が、襲しゆう撃げきの状況下で適切な行動を取ったのだと七聖府上層部に対して証明しなくてはならないのだ。

　そんな日々が五日ほどつづくと、比ひ較かく的てき傷の浅かったアダムが早々に退院し、ダリウスも検査が一通り済むと解放された。

　書類仕事の人手が増えても、誰だれもが必要な事以外はあまり口にせず、ただひたすらに作業にいそしむ日々がつづいた。

　それぞれの胸のなかに、自分たちが任されてきた七聖守護物への責任や思いは複雑にあるはずだった。しかしハイヅカとコーネル室長が不在のいま、すべてに整理をつけて心の置き所を見つけることはできない。

　アイリが対策室を訪おとずれると、必ずといっていいほどダリウスの姿がそこにあった。

　ダリウスの出生に絡からむ事実や、いまもなお彼のなかに『風の天窓』の『鍵かぎ』が宿っていることを思えば、憑つかれたように仕事に打ちこむようすは心配になる。

　思い起こしてみても、ドロップパレスに派は遣けんに向かう前後から、ダリウスは仕事に入れこみどおしで、きちんと食事や睡すい眠みんをとっているのかすらわからない。

　なんと言葉をかけようかさんざん迷って、アイリが口にできたのは月並みなことだ。

「ダリウスさん、これが片付いたら、またみんなでご飯に行きましょう！」

　突とつ然ぜん机の横に立ったアイリに力いっぱい誘さそわれ、ダリウスはきょとんと顔をあげる。

「なんだ……ほんとに君は腹を減らしてばかりだな」

「いえ、あの……私はともかく、ダリウスさんに食べてもらいたいんです。きっと私がいたら、つられてたくさんご飯が食べられますよ！　食べ疲つかれて寝ねちゃうぐらいでちょうどいいです」

　食事について熱く語るアイリに、ダリウスは心配されていると悟さとったのか、ふっと笑えみを浮うかべると、書類から手を離して大きく息をついた。

「あぁ。打ち上げでも行こう。対策室のみんなで」

　そう口にした表情は、どこか晴れやかで「心配などいらない」と言外に告げているようだ。

　机の一角に積み上げられた専門書に視線を注いだあと、アイリににっこり笑いかける。

「そうしたら、反省会だな。まったく君ときたら、あれだけ学んでおくべきだといったこれら書しよ籍せきをまったく吸収できていない。今後は、僕が先せん輩ぱいとして徹てつ底てい的にコーチしてあげよう」

　琥こ珀はくの双そう眸ぼうを力強く輝かがやかせるダリウスに、アイリは内心「ひいぃぃ」と悲鳴をあげた。

　──うぅぅ、心配なんていらなかった。ダリウスさんてば、とっくに過去なんて振ふり切って、前向きすぎる感じになってた。

　恐おそろしい約束を自らしてしまったアイリは、やるべきことが山積みの日々を思い、震ふるえつつも楽しみだった。

　仕事でも食事でも、勉強のことであっても、先のことが約束できるいまが、とても幸せだと感じるからだ。

　その後もひたすらに上層部を納なつ得とくさせるための資料と報告書を作りながら、アイリは面会が可能な時間になると、治療院のハイヅカのもとへ向かった。

　日中は本庁の修復作業に追われる職員のなかを、アイリはうつむき加減に歩いていく。

　対策室職員として、自室謹きん慎しんを言い渡されているアイリにとって、七聖府ザイン敷しき地ち内であっても出歩きづらい状じよう況きようなのだ。

　まだ昼前の時間だったが、ハイヅカは個室に入れられベッドに身を横たえていた。

　運びこまれた当初は、意識があるのが不思議だと治療院の人間を驚おどろかせたようだ。

　外傷だけでなく臓器の多くも負傷していたらしく、守護物タリスマンを使った治療技術を誇る七聖府の治療院であっても、ハイヅカは十日ほど入院が必要と診しん断だんされた。

「ハイヅカさん。コバンに朝ご飯あげてきました。元気でしたよ～」

　ここ数日挨あい拶さつがわりになっているコバンの近きん況きようを報告しつつ、「でも、私の部屋にはきてくれないんですけどね……」とアイリがぼやくと、「禍まが々まがしいからな」と笑って返された。

　その言葉に、アイリはベッドの横に置かれた椅い子すに腰こし掛かけると、つんと顔をそらす。

「まったく、いいですよね。ハイヅカさんってば、ひとりだけ大だい凶きようの星から自由になっちゃって……ずるいですよ」

「大凶の星ってお前……そこは祝うところだろ」

　ハイヅカの言葉にアイリは苦く笑しようしたが、嬉うれしい反面、寂さびしさ半分といったところで、ついいじけた声が漏もれた。

「めでたいですけど、なんか置いていかれたみたいな気持ちです」

「へぇ、そう思うのか」

　面おも白しろい言葉を聞いたと言うように、ハイヅカは微かすかに笑みを浮かべると、すいっとアイリに顔を寄せた。

　唇くちびるに軽く口づけられて、とっさのことにアイリはぽかんとしてしまう。

「なんだ、寂しいってことだろ？」

　アイリは口元を覆おおいつつ、赤くなる頰ほおも押さえこむ。

　──ほんと、ハイヅカさんのこういうことさらっとするのが信じられない！　でもやられたって思うのに、ちょっと嬉しい自分がもっとやだ……。

「でも、あの騒さわぎのあと、アイリの体質には変化なしか？」

　直前の口づけの甘やかさをまったく感じさせないハイヅカの切り替かえに、アイリは自分ばかりが振り回されているようで悔くやしくなる。

　しかしその問いかけで、頰の赤みも引いてしまうウンザリした気持ちが甦よみがえってきた。

「じつは私の幸運体質はそのままみたいなんですよね。昨日もちょっと困った荷物が一いつ杯ぱい届いて……部屋にも置いておけないから、一階の倉庫に入れました。あ、ちなみにハイヅカさんの部屋の下ですけどね」

「なに、勝手に倉庫に入れてんだ」

「仕方ないじゃないですか。『凶きよう黒こく百貨店』から新しい稀き少しよう呪じゆ具ぐのカタログを送ってきたんですけど、今期のは守護物タリスマンとごっちゃに載のってて、しかもカタログ申込者のなかから、勝手に抽ちゆう選せんされてたんですよ。それで守護物神秘蛙がえる百体セットなんて大型の箱が送りつけられてきたんですけど。もう……それこそ帰ってくれっていうか……むしろ大きな迷めい惑わく。自室謹慎が解けたら七聖府ザインで配ろうと思ってます」

　どれだけ呪具を集めたところで、こうしてプラスマイナスゼロへ持って行かれてるのではたまらないとアイリは嘆なげいたが、ハイヅカはしみじみうなずいた。

「なるほどなぁ、お前のはた迷惑な幸運が復活してるってことが、俺が側にいない証しよう拠こってことなんだろうけど……」

　反面アイリと離れていて無事だということが、いまのハイヅカ自身に、凶運の気配がないということだろう。

「まぁ、いまじゃおかげさまで治療院に火災が起きたり、疫えき病びようが発生したりなんてこともないけどよ、ただ──」

「ただ、なんですか？」

　問いかけたアイリに、ハイヅカは腕うでをめくってみせた。

　呪じゆ詛その返りを受けた左ひだり腕うでの皮ひ膚ふもすでに綺き麗れいに回復しているが、手の甲こう近くがひどく鬱うつ血けつし、痛々しいことになっている。

「採血の看護師が、なんというかあやまちが多いタイプみたいでな」

　どうやら毎度注射を失敗され、他ほかにも色々とあったような顔色だ。食事の盆ぼんをぶちまけられたこともあれば、あやうく投薬を間ま違ちがえられそうにもなったらしい。

「それって、ものすごく危険……っていうか、ハイヅカさんほんと大凶体質治ったんですか？　治るもなにも、もしや単に生まれつき──」

「いうな。その先は口にするんじゃねぇぞ。俺のことはいいとして、コーネル室長はどうなんだ？　俺は来週にはここを出られそうだ」

　アイリの予測をどうしても認めたくないのだろう。

　ハイヅカは話題をすり替えると、いまの対策室が置かれた状況に自分が加われないことを、もどかしく思う表情で問いかける。

　アイリは満面の笑みを浮かべると、小さく手を叩たたいて答えた。

「いえ、そのことなんですけど、ようやく一段落つきそうなんです！」

　アイリが昨夜、シアーズから受けた報告は吉きつ報ぽうだった。

　大量に提出しつづけた報告書と資料の裏付けが徐じよ々じよにとれつつあり、七聖府ザイン内部でもコーネル室長の行いを擁よう護ごする意見が目立ち始めたらしい。

「コーネル室長とトリニックさんは、公おおやけには降格処分ということになるようです。でも、それよりいまは、七聖守護物ザインタリスマンと『風の天窓』に対する研究を進めて、その仕組みを正しく知らなければまた同じことが起きるだろうって議案書が提出されたおかげで、かなり風向きが変わりました」

　思わぬ話の流れにほっとしたのか、ハイヅカの表情が和やわらぐ。

「でも、……そうだろうな。『風の天窓』が目に見える形であらわれたのは、今回が初めてのことだろうし、『黒の七星旅団』みたいな思想を持つ人間が今後もあらわれないとは限らない」

「トリニックさんが詳しよう細さいに資料をそろえて、強く主張してくださったんです。大事なものであるからこそ、神秘にしてしまわず、正しく理解したうえで管理することが七聖府の務めだと……私もそう思います」

　ウィッカの遺産について調べ回っていた当初は、トリニックのことを煩わずらわしくも思った。

　だが、ローザックが七聖府を急きゆう襲しゆうしたあの日、トリニックの真意はこれまでと違ちがったところへ向けられることになったのだとアイリは実感していた。

　ウィッカが世界に授さずけた七聖守護物が作り出す『風の天窓』は、アルステラ大陸をとりまく災さい厄やくと人々を隔へだてるものだ。

『風の天窓』そのものが、善悪を成すことはなくとも、扱あつかいひとつで世界を破は滅めつへと導く危あやうい存在とも言える。

　ローザックはウィッカの遺産に取り憑つかれ、『風の天窓』に妄もう執しゆうを向けつづけた結果、多くの人の命を奪うばった。

　だがトリニックの研究への熱意が、『風の天窓』をより正しく扱うために注がれるのならば、それは情熱と呼ばれるはずだ。

「しかし、トリニック室長がなぁ……そこまで協力的になるとは」

　想像もつかないと言いたげなハイヅカに、アイリは苦笑してしまう。

「でもトリニックさんは、今回の後処理にメドがついたら、七聖府ザインを辞やめるつもりみたいです」

　アイリ自身トリニックから、その言葉を聞かされたときはかなり驚いた。

　誰だれよりも研究熱心であるトリニックは、いまの環かん境きようにこだわっているのだと思っていたのだ。

「よく七聖府が許可したな。生しよう涯がい監かん視しもつけられるだろうに」

　政府機関の主立った組織に所属した者は退たい役えきしたあとも、生しよう涯がいある種の制約がつきまとうとハイヅカは知っているようだ。

「えぇ、それもありますし、七聖府内部で研究をつづけると議会が絡からんでくるので、各地方の星ほし鎮ちん守じゆとの兼かね合いが大変らしいんです。独立したら一個人の研究者として研究を進めて、七聖府にも議会にも公平な立場で結果を伝えたいって」

　アイリはトリニックの考えが、コーネル室長の行動や決断に大きく影えい響きようされたものだろうと感じられていた。

『黒の七星旅団』解体は、七聖府上層部の組織編成や、議会との関かかわり方を大きく変えていくきっかけになったと言えるだろう。

「コーネル室長は、一度室長を解任されるそうですが、後任は新しく誰かくるんじゃなくて、シアーズ主任が代理で務めることになりそうですよ。コーネル室長もしばらくの間は公の場所から遠ざかることになりますけど、七聖守護物ザインタリスマン対策室の存続は決定されましたから、いずれは戻もどってこられそうだって、昨日お話しできました」

「室長と会えたのか？」

「はい。先週から監かん視しつきで面会が許されるようになったんです。元気にされているか気になってご挨あい拶さつに行ってきたんですけど……父さんと母さんのことを少し聞かせてもらいました」

　アイリの言葉に、ハイヅカは少し驚おどろいたように眉まゆをあげた。

　面会に行く前は、アイリも父の話をしようと思っていたわけではなかったが、コーネル室長から切り出してくれたのだ。

「すまなかった」と謝罪を口にされそうになり、アイリは慌あわてて押しとどめた。

　逆に、父セオドアに関わったことで、長い年月に亘わたってコーネル室長が縛しばられてきたものの重さに、アイリも気づいていたからだ。

　過去に悪い思い出を探したいわけではない。アイリはただ、自分の父や母がどんな人だったのかを知りたかった。

　コーネル室長には、七聖府ザインの職員であった父の仕事ぶりを色々と聞かせてもらうことにした。

「……でもね、ちょっと聞いて良かったのかどうか、不安になるような人でしたよ」

　思わず漏もらしたアイリに、ハイヅカは「へぇ」と興味を覚えたようだ。

「コーネル室長がこだわってた人みたいだし、すごく仕事できたんじゃないのか？」

　何気ない問いかけに、アイリはひどく答えに詰つまった。

「えーっと……仕事はできるっていうか、やれてるというより無理くりやっちゃうというか。ちょっと、目的のために選ぶ手段が非常識というか……悪気がないからよけい質たちが悪いなんて人だったみたいで……母さんとの馴なれ初そめも、猛もうアタックの電光石火だったとか」

　コーネル室長の口から語られる数々のセオドア武勇伝は、七聖府職員だった両親に抱いだいていたアイリの憧あこがれを、ちょっぴり塗ぬり替かえてくれるものだった。

　アイリは眉まゆ根ねを寄せて苦く笑しようする。

「……しかもコーネル室長に、私は父さんそっくりだっていわれちゃいました」

　褒ほめられているのかどうなのか、じつに複雑な気持ちになったとアイリは告げた。

　それでも両親を知る人に改めて話を聞くことで、写真で見るだけではない、父や母の新しい顔を知れたようで、嬉うれしい気持ちになれる。

　またコーネル室長も、胸に秘ひめてきた思い出を口にすることで、少しでも気持ちが晴れればいいとアイリは感じていた。

　お互たがいに不思議と心が安らぐ面会時間を過ごしたことを話していると、アイリの言葉を嚙かみしめるように聞いていたハイヅカは、「良かったな」と小さくつぶやいた。

　なにより、七聖守護物ザインタリスマン対策室の存続という言葉が嬉しかったのだろう。

　ハイヅカの顔に、ほっとした色が浮うかぶのを見て、アイリも同じ気持ちになる。

　労いたわるようにハイヅカの鬱血が残る手に触ふれると、ふいに手首を引かれた。

　アイリは今度は素す直なおに、椅い子すから腰こしを浮かしハイヅカが体を起こしている寝しん台だいに座りなおす。

「また、一いつ緒しよに働けそうですね」

　それがなにより幸せでならないと、アイリはハイヅカの腕うでに寄り添そって身をあずけた。
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〈　今回の事象から、今後も『風の天窓』と『鍵かぎ』、ふたつを結びつけるタロットカードの管理がなによりも優先事じ項こうとなる。さらなる解かい析せきと理解を経へて市民の安全につなげるためにも、七聖府ザイン、議会の両者の尽じん力りよくを以て、公正なる運用が望まれる　〉




　手元の紙面に言葉の結びを記し終えたとき、部屋の扉とびらをノックされる気配にトリニックは顔をあげた。

『黒の七星旅団』の七聖府襲しゆう撃げきから、すでに一年の月日が流れていた。

　政府の監視つきではあったが、トリニックは希望通り正式に七聖府を辞職していた。

　いまは義妹のヴァージニーがセントパレスで営んでいる占せん術じゆつ店てんの二階で、研究三ざん昧まいの日々を送っている。

「義兄にいさま。少しだけ、よろしいかしら？」

　軽かろやかな声が遠えん慮りよがちにかけられ、トリニックが「あぁ」と返事をすると、扉を開いてヴァージニーがあらわれた。

　まだ彼女の仕事場である占術店『白い蝶ちようの館やかた』は開店前の時刻だ。

「今日は、とても嬉しい知らせが届きましたのよ」

　花がひらくように可か憐れんにほほ笑えみかけながら、ヴァージニーはトリニックに一枚の封ふう書しよを渡わたした。

　封書の裏書きを目にしたトリニックは、日ひ頃ごろ研究以外ではあまり動かさない表情に、驚嘆の色を浮かべる。

「驚きました？」

　そういって楽しげに笑うヴァージニーに、トリニックは素直にうなずいた。




　同じ頃ころ、アイリはハイヅカと共に対策室勤務に復帰して、多た忙ぼうな日々を送っていた。

　いまでは、コーネル室長も対策室室長として現場復帰を遂とげている。

　対策室では、『風の天窓』を作り出す七聖守護物ザインタリスマンが持つ力について、さらなる詳しよう細さい調査のため、各都市へ視察に赴おもむきき環境調査を進めていた。

　現地の星鎮守とも連れん携けいをとることで、精力的に対策室の業務改革に乗りだしている。

　襲撃事件以降にある大きな変化といえば、七聖府内部でも各部署の連携が見直される動きが起きていることだ。

　この頃ごろでは、対策室の隣となりにある研究室から研究員がなだれこんできて、ダリウスを連れ去ってしまうことがあった。

　今朝も、始業開始から間もない時間だというのに、対策室の扉が慌ただしく叩たたかれる。

「お忙いそがしいところ、失礼します！　室長、至急ご確かく認にんいただきたいデータがとれたんです。いまからご同行ください!!」

　飛びこんできたのは、アイリと同期で七聖府ザインに入省した、友人のジョゼだ。

　入省してから彼女はめきめきと頭角をあらわし、『黒の七星旅団』襲撃の際には、研究室の人員の動転を鎮しずめて、必要最低限の資料を各自に持たせたうえで、冷静に避ひ難なん経路へ誘ゆう導どうしたという。

　もはや新人とは思えない落ち着きと器うつわの大きさに、周囲の期待も高い。

　そんなジョゼが歩み寄って、がしっと腕をつかんだ相手はダリウスだ。

「は……!?　なにいって、これから僕は報告書のつづきを──」

　トリニックが辞職した後、七聖守護物ザインタリスマンについての造ぞう詣けいが深く、かつ重要事項の中心にいるといっても過言ではない人物。そうした複雑な立場にあるダリウスは、研究室室長兼けん、七聖守護物対策室勤務となっているのだ。

　しかしながら、現在は研究室業務に連れ去られてしまうことが多く、対策室の業務はよほどの急務に限り優先されることになっている。

　当初は、あまりに多忙な毎日に、ダリウスが参ってしまわないかとアイリたちは心配した。

　しかし当人にとっては、遠慮なく研究室の設備が使用でき、かつての上司であるトリニックがいなくなったことで、ずいぶん伸のび伸びと仕事ができているらしい。

　さすがに対策室にまで乗りこんでこられる状じよう況きようにダリウスが抗あらがおうとしたものの、ジョゼは許さなかった。

「なにいってるんですか、対策室で報告書作成というからには、ひとつ業務が終わられて、次の調査に出られちゃうってことですよね？　あまり留守が多いと、こっちも片付かないんですよ！　いますぐに、確認だけしてください。たいしてお手間は取らせませんから」

　有う無むをいわせずダリウスの腕を引くと、ジョゼは丁てい寧ねいに会え釈しやくをし対策室を後にした。

「ジョゼ……ものすごくたくましくなって。研究室勤務は激務だって聞いてたけど、やっぱり鍛きたえられますねぇ」

「そーよ。うちでもまだまだ新人は鍛えていくわよ！」

　張り切るシアーズは、これまでとは違ちがい、どこか吹ふっ切れたようにはつらつと表情が明るい。

　それでも、連れ去られたダリウスの隣の席が空席であるのを目にすると、ほんの微かすかに寂さびしそうに目を細めた。

　いまの七聖守護物対策室は、メンバーにひとり欠員がでている状態なのだ。

『黒の七星旅団』の襲しゆう撃げき騒さわぎから半年ほど経って、アダムは異動申しん請せいを出した。

　ドロップパレスでの駐ちゆう在ざい所しよ勤務を希望したのだ。

　そして計ったようなタイミングで、ドロップパレスからもイルメリア女王の身辺警護に、人材を派は遣けんしてほしいと、議会経由で七聖府ザインに依い頼らいがあったらしい。

　七聖府としては稀き少しような聖戦器フアランクスの使い手を、他都市の駐在所へ送ることを相当しぶったようだが、希望が聞き入れられねば辞職も考えたいという、当人の強い意志に押しきられたようだ。

「サイクスさん、まさかのというか……やはりというか……女王のこと追っていかれましたもんね」

　恋こいの誘さそいが絶えないアダムは、心に一つだけ秘ひめた花を追うことにしたらしい。

「アダムのことだもの。どれだけ時間がかかったって、諦あきらめるわけないわ。穏おだやかそうに見えてああいう男ほど、狙ねらった獲え物ものは絶対に逃のがさない口よ」

「それをいうなら……主任だって──」

　アイリはつづけかけたが、シアーズはにっこり笑って、アイリの唇くちびるを指で押さえた。

「私のことはいいわよ。でも、アダムが抜ぬけた穴を補える人材が欲しいわ……そりゃもう喉のどから手がでるほどね」

　ぬかりなく化け粧しようが施ほどこされた華はなやかな目元に、ギンと力がこもるのを見て、アイリは拳こぶしを握にぎりしめる。

「がんばります！　適性検査は通ったので、しばらく講義がつづきそうですけど」

「まったくねぇ、アイリが聖戦器の適性試験を受けてなかったのはうっかりしてたわ。元から現場勤務の予定がなかっただけに、必ひつ須すの試験じゃなかったのよね」

　アダムが異動してひと月ほど経った頃、アイリは思い切って聖戦器の適性検査を受けてみたのだ。

　幸い結果が『適性アリ』と出たため、資格取得のための講座を受けられるようになった。

「学生のときには編入組だったし、外務省希望だったので受けてなかったんですよね。でももし、私が聖戦器でサイクスさんの百分の一でも杖つえが使えるようになったら、ハイヅカさんの暴走も軽減できると思うんです」

　ちらりと背後を振ふり返ると、「文句がありそうだな」とハイヅカの低い声が返る。

　シアーズとアイリはふたり揃そろって、言いたいことはそれだけかとハイヅカに冷ややかな笑顔を返した。

　なにしろハイヅカの現場での暴走ぶりをカバーするには、アダムの防ぼう御ぎよ壁へきは本当に必要なものだったのだ。

「いまの俺は、アイリの護衛でもあるからな。そうそう無む茶ちやなことは──」

「しますよ！　ハイヅカさんなら絶対します。だいたい、これまで大だい凶きよう体質が隠かくれ蓑みのになってましたけど、ハイヅカさんて現場での独断行動ほんと多いんですよ。私もいまのままじゃ安心できません」

　きっぱりと言い切ってハイヅカを見つめ返すと、少しだけ決まり悪そうにハイヅカは視線をそらす。

「ほんとに、あんたたちの相棒パートナー制度も終わりかと思ったけど、思わぬ形で相棒継けい続ぞくになっちゃったわよね」

　シアーズもしみじみと口にするように、いまのアイリとハイヅカは表向きは相棒制度が継続されたままになっている。

『風の天窓』は一時的に開かれかけ、その後再び『鍵かぎ』を封ふうじられたが、特とく殊しゆなタロットはいまも図ず柄がらが見えないままであり、タロットカードを扱あつかえるのはアイリひとりだけだ。

『鍵』を宿しているダリウスに、政府の監かん視しが厳重につけられているように、アイリもこれから先タロットを扱う人間として、自由にはなれないだろう。

　一時は、ふたりの身み柄がらをめぐって七聖府ザイン上層部でも相当もめたと聞くが、コーネル室長の尽じん力りよくと、トリニックの報告資料のおかげで、いまのところダリウスとアイリの人権は確保され、平常の生活を送っている。

　そうした日々のなか、七聖府にきて初めて、アイリは離はなれて暮らすヘヴンリーパレスの養父母に手紙を書いた。

　職務に関かかわることには触ふれられないが、とても頼たよりになる同どう僚りようたちに囲まれていること、仕事に充じゆう実じつ感かんがあり、この道を選んだことを後こう悔かいしておらず、両親のことを知る人にも会えたことを書き記す。

　文末は、自分がふたりの娘むすめとして育ててもらえたことへの感謝の言葉と、「話したいことがいっぱいです。次の休きゆう暇かには帰ります」と締しめくくった。

　日常では、いまもアイリは七聖府敷しき地ちの片かた隅すみにある離れの建物でハイヅカと生活し、同じように出勤していた。

　それは周囲の人間に、アイリの特殊な立場を気取らせないためであり、重要人物としての監視がしやすい環かん境きようにするということもあるだろう。

　いまでは『別館』と呼ばれる古びた建物の周囲には、かつてなかった強固な防ぼう御ぎよの備えと、異常が起きた際の通報装置が取り付けられている。

　ダリウスは『風の天窓』と自分に宿されている『鍵』についての研究を進めており、もちろんそこには、タロットの使い手であるアイリの協力も欠かせない。

　表向きに口にはしていないが、ダリウスが何より『風の天窓』の研究を熱心に行うようになったのは、自身やアイリについた監視が関係しているのだろう。

「タロットカードと『鍵』について詳くわしく解き明かせば、僕たちはもっと自由になれる」

　そう口にして研究に打ち込むダリウスは前向きで、アイリの気持ちを奮い立たせてくれた。

　だからこそ、自分もただ待っているわけにはいかないと思うのだ。

　──そりゃ、サイクスさんみたいな天才にはなれないけど、できることはひとつでもふやしていかないと。

「ま、少し休きゆう憩けいにしましょうか。ダリウスも連れていかれちゃったしね」

　シアーズがそう口にして、そわそわと時計を気にするところを見ると、昼食の約束でもあるのだろう。

　足取りも軽かろやかに、対策室を出て行ったシアーズの背を見送ったアイリとハイヅカは、夕刻の終業時にそれぞれ封ふう書しよを一通手て渡わたされた。

「ぜひ、この日は予定をあけておいてちょうだいね」
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　朝から忙いそがしく身み支じ度たくに追われながら、アイリは髪かみを巻き飾かざりを差していく。

　淡いピンクのドレスの身ごろは、花はな柄がらのシフォン生き地じだ。その下はボリュームのあるスカートが花びらのように分かれ、隙すき間まからフリルがのぞいている。

　ウエストのサテンのリボンをきゅっと締めると、全身を鏡に映して着こなしを確かく認にんした。

　今日は三ヶ月前にシアーズからもらった招待状に記された、挙式の日なのだ。

　昼前には招かれた植物園で、人前式が行われることになっている。

　アイリは荷物の中から靴箱を掘ほり出すと、普ふ段だんははかないヒールの高い靴くつに苦労しつつ部屋を出た。そのまま、すぐ隣となりにあるハイヅカの部屋の扉とびらを軽く叩たたく。

「ハイヅカさん、支度は大だい丈じよう夫ぶですか？」

　もはや鍵がかかっていないのを承知でアイリが扉をあけると、小こ柄がらな黒くろ猫ねこのコバンが「ニャオゥ」とすり寄ってきた。

「わ、ごめんね。いまはちょっと抱だっこは無理なの。帰ってきたら遊んであげるから」

　なんとかコバンの体を避よけてアイリが部屋に入ると、ハイヅカは七聖府ザインの礼装に身を包んでいた。マントがついたダブルブレストのコートに、珍めずらしくきちんとタイを留とめている。

　足もとも普段の長靴ブーツではなく、磨みがかれた革かわ靴ぐつを履はいていた。

　肩かた幅はばと背せ丈たけがあるだけに、すらりとしたシルエットが映はえる。

　──か、カッコイイ……。礼装なんて普段ほとんどみないから、余計に新しん鮮せんかも。

　女性の自分よりも支度に時間がかかるとはなにごとかと思った気持ちも忘れて、アイリは視線のやり場に迷いながら近づく。

　ハイヅカはしばらくクローゼットを探さぐっていたかと思うと、手て袋ぶくろを手にして戻ってきた。

「ずいぶん使ってなかったから、奥に入りこんでた」

　手袋の先まできゅっと指をいれる姿に見とれていたアイリは、はっと我に返った。

「す、すみません。ハイヅカさんひとつお願いが──」

　ものすごく言い出しづらい気持ちで、アイリはうつむきがちに口をひらく。

「背中の飾り釦ボタンが、ひとつだけうまく留まらなくて」

「……なるほど」

　ハイヅカはつけた手袋を、手早く脱ぬぐとアイリの肩かたに触れる。

　首筋にかかる髪を、指がよける感かん触しよくがくすぐったくて、アイリはぐっとこらえた。

「留まりま……ッ!?　ハ、ハイヅカさん、あのっ!?」

　その場に縫ぬい止められたように、アイリは動けなくなる。突然、首筋に落とされた熱に驚おどろきのあまり大声をあげた。

「どうした？」

「あの、釦留めるだけでいいんですけど……！　いま、首に……！」

「あぁ、誘さそってるんじゃないのか？　キスしてくれっていってるのかと思った」

「いってませんし、誘ってませんよっ！」

　真っ赤になって抗こう議ぎすると、意図的にやったとしか思えない笑えみを浮うかべたハイヅカは、アイリをいなすようにもう一度後ろを向かせ、今度はきちんと釦を留めてくれた。

　アイリは熱くなった頰ほおを押さえつつ、ハイヅカをきっとにらむ。

「ほら、行きましょう。遅おくれちゃいますよ！」

　そう言ってアイリがハイヅカの手を引くと、軽く力が込められる。

　ふたりが急いで七聖府ザインの正門前へ向かうと、すでに入り口でダリウスとアダムが待っていた。

　ハイヅカと同じくふたりも日ひ頃ごろ目にしない礼服姿であり、隙すきのないすらりとしたサイクスの立ち姿はやたらと人目を惹ひきそうだ。

「サイクスさん、お久しぶりです！」

　いまや駐ちゆう在ざい先である、ドロップパレスで暮らしているアダムと顔を合わせられるのは、年に数回になってしまっている。

　七聖府の式典を始め、報告会議があれば戻ってくるが、見み目め麗うるわしいアダムが地方都市勤務になってしまったことを、本庁の多くの女性職員はいまも嘆なげいていた。

　迎むかえの車が来る橋の向こうがわへ渡わたるため、アイリたちは連れだって歩き出す。

「イルメリア女王はお元気ですか？」

　凜と美しかった女王の面おも立だちを思い出す。今日のアダムの格好にまったくちぐはぐなところがないのは、女王の手しゆ腕わんによるものだろうとアイリには推測できた。

　アイリの質問に、アダムは少し残念そうに微笑ほほえむ。

「ご本人も今日の結けつ婚こん式には出席したいと、かなり駄だ々だをこねられましたが、まだドロップパレスのなかでも、魔ま女じよ規き範はんの改正は具体化の途と中ちゆうですから、他都市への外出は認められませんでした」

　魔女の頂点に立つ女王は、『魔女の書しよ架か』から出る事がいまだ叶かなわない。

　星ほし鎮ちん守じゆの立場を主張してさえ、他都市での議会出席には代理を立てるしかない状態であり、いまだ魔女たちの意識を変えるには至っていないのだ。

　それでもイルメリア女王は、自分の代で魔女たちの意識改革を行おうとしているらしい。

　きっとアダムなら、彼女を力強く支えられるだろう。

「でも、サイクスさんもそろそろ昇しよう進しんがあったら、本庁に呼び戻されちゃいませんか？」

「そのあたりのことは、心配ありませんよ。手は打ってありますから」

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがねの下、穏おだやかな笑顔に変わりはないが、アダムに会うたびに備わりつつある貫かん禄ろくと、周囲を欺あざむくにこやかさを見て、アイリはある人物を思い起こす。

　──なんとなく誰だれかに似てきたと思ったら……コーネル室長だ。ほんと、サイクスさんて本気出したら、全部望みを叶えちゃいそうな人だもんなぁ。

　イルメリア女王とアダムが置かれている立場は、安易に想おもいが結ばれる環境ではないが、このふたりなら心配はいらないと思えてくる。

　すると今度は、アダムがこそっとアイリに耳打ちした。

「それにしても、驚きましたよ。フロストさん、すごく背が伸のびましたね」

「え……あぁ、そうですよね。私は、しょっちゅう会ってるから……」

　アダムほど明確に意識していなかったと思いつつ振ふり返ると、後ろを歩いているダリウスも今日はきっちりと礼服を着こなしている。

　聖戦器フアランクスを扱あつかうハイヅカと比べれば、肩幅や筋肉の付き方は違ちがっているが、確かにふたりの背丈は以前ほど差が無くなっていた。

　アイリの視線に気づくと、ダリウスがふいに足を速め近づいてくる。

　いまや並んで歩いても、ヒールを履いているアイリより背が高い。

　──そっか、ダリウスさんもじきに十七歳だし、成長期……。

　そんなことに思い当たると、不ふ機き嫌げんそうに眉まゆをひそめて近づいたダリウスがすっと髪に触ふれて、耳元で告げた。

「アイリ……首のそれ、キスマーク？」

「…………はっ、えっ!?　ぁわっ、ち、ちち違いますよ？」

　出かける前にハイヅカに触れられたことを思い出して、アイリは慌あわてて髪で首筋を隠かくす。

「虫さされだ」

　アイリの背後から低い声で答えたのはハイヅカだ。ほんの少し口くちの端はに笑みを浮かべ、「他ほかに質問が？」と言いたそうにダリウスに向かって首を傾かしげる。

　ダリウスは明らかに怒いかりの表情を浮かべてハイヅカを睨にらみつけたあと、橋の向こうで待っていた迎えの車に乗りこんでしまった。

　そのようすを見ていたアダムが、やれやれと息をつく。

「ハイヅカ、あんまり意地の悪いことは……」

「なにがだ。虫さされか、虫むし除よけかの違いについてか？　いまの俺は、アイリの相棒パートナー兼けん警護担当だぞ。身辺に気を配るのは当たり前だろう？」

　まったく悪びれないハイヅカに、アイリは「人で遊ばないでください」とむくれて、車に乗りこんだ。

　六人が乗車できる車はゆったりと市街地を抜ぬけて、目的地に向かう。

　招待状に記された式場は、セントパレスからやや離はなれた一角にあり、博物館や美術館と並んで建てられた、古くからある植物園だった。

　広大な庭園の風ふ情ぜいのある鉄てつ柵さくの門もん扉ぴには、野の薔ば[image: ]らの蔓つるがからみついている。

　春も終わり、季節が移ろう頃ころだけに、庭園のそこかしこに色とりどりの薔[image: ]が咲さき、多くの緑が繁しげっていた。

　新緑の生け垣がきが目にも鮮あざやかな会場には、すでに多くの人が行き交かっており、華はなやかな衣装の人々がさざめいていた。

　庭園にいる半数近くの人間が、七聖府ザインの礼服や制服を着た男女であるところを見ると、職場結婚という言葉にふわさしい雰ふん囲い気きだ。

　アイリと同じく女性はドレスを身につける人も多いのか、華やかな群れのなかに見覚えのある顔を見つけた。

「あ……あの人、レオネル女史？　あっちにはヴァージニーさんとトリニックさんもきてるみたい」

　陽気のいい庭では、弦げん楽がつ器きを手にした楽団がゆるやかな音を奏かなで、穏やかな空気に満ちている。

　飲み物や軽食が用意された一角には、七聖府上層部の人間らしき人ひと影かげと、議会関係者も招かれているらしい。

　独特に染められた美しい衣装を身にまとう一団のなかには、都市フレイアパレスの星鎮守であるジュマイエルの姿もあった。

　隣となりにいる小こ柄がらな女性は、無事に迎えることができた奥方なのだろう。

　会場を見まわしていたアイリは、庭の隅すみのほうでオゥオゥといかつい泣き声をあげている一団に気づいた。

「ところで……あっちのほうでやたらと泣いてる、軍服のごつい人たちは一体……？」

　見覚えのある顔がいくつもあるなか、やたらと体格のいい兵士たちが男泣きをしつつ、太い二の腕うででぐいっと涙なみだをぬぐうさまは圧巻だ。

　足を止めたアイリの隣で、ハイヅカが教えてくれる。

「あぁ、あれは軍部の奴やつらだな。シアーズ主任は、以前は軍部に部下が多かったから。憧あこがれの元上官がついに嫁よめ入いりとあって、感かん慨がい深いんだろうさ」

「なんだか『副長が選んだ人だ！』とか『涙を吞のんで祝福を贈ろう！』って拳こぶしを握にぎってますけど、……シアーズ主任って、ひょっとしてモテてたんじゃないんですか？」

　元上官の結婚を、祝福しつつも悔くやしがるようすのむくつけき男たちに、アイリは意外な事実を知る。

　──そりゃシアーズ主任って、美人でスタイルもいいし、仕事は男前だけど可愛かわいいところがあるし……そういえば前に一度、つきあってた男性といい争ってるのも見たことがある。

「主任の場合はアレだろ。結婚、結婚ってさえずってても、恋こいする乙女おとめだったからな。心に決めた王子様じゃなきゃ、意味がなかったってことだろ」

「そうなんですよねぇ。王子様……まさかの人が王子様だと知ったときには、びっくりしましたよ。主任がコーネル室長と……ねぇ」

『黒の七星旅団』の事件後、騒さわぎの渦か中ちゆうにあるコーネル室長を助けようと奔ほん走そうするシアーズの姿は鬼き気き迫せまるものがあった。きっとその勢いのまま、室長のハートももぎ取ったのだろう。

　ふたりで食事に行く姿をよく目にするようになると、ハイヅカとダリウスは「やれやれ、ようやくか」とつぶやいたのだ。

「あれだけ側にいて、シアーズ主任のだだ漏もれの恋こい心ごころに気がつかないとは……さすがだなアイリ。食べ物の匂においには敏びん感かんなのにな」

「……うぅ、それは否定できないです」

　対策室の他のメンバーは誰も意外だと思っていなかったところを見ると、確かに自分は鈍にぶいのだろう。

「まったく、ダリウスも気の毒に……油断大敵だけどな」

　ぼそりとつぶやくハイヅカに、アイリは首を傾げる。

「なんで、ダリウスさん？」

「ほら、いいから。行くぞ」

　じきに式が始まる時間なのだろう。散らばっていた人々が、庭園の奥にある瀟しよう洒しやな洋館の扉とびらの前に集まる。やがて扉が開かれる気配に、周囲からはわっと声があがった。

「うわ、すごい！　主任のドレス姿、めちゃくちゃ綺き麗れい……」

　上半身を包む身ごろは豪ごう華かなレースに包まれ、腰こしにボリュームを出したドレスは波のようなドレープの長い引き裾すそがある。

　すっきりと二の腕を出した肩かたには、結ゆい上げてこぼれた巻き毛が揺ゆれていた。

　しっとりと流れるヴェールの裾には、白い羽う毛もうと細かな水すい晶しようがちりばめられ、日差しを返してきらめいていた。

　ちょうどはす向かいに立つ、レオネル女史が満足げにうなずいているところを見ると、ウェディングドレスは彼女の手による渾こん身しんの一着なのだろう。

「おめでとう！」

「お幸せに……!!」

　人々から祝福の声と花びらを降りまかれ、美しい花はな嫁よめをエスコートするのは、礼服姿のコーネル室長だ。

『黒の七星旅団』が解体されて以後、その表情がやわらぐ事も増えたとシアーズは口にしていたが、アイリにはまだそれがわからない。

　むしろますます笑え顔がおは研とぎ澄すまされ、上層部を翻ほん弄ろうする腕があがったような気がするほどだ。

　きっと、ふたりでいるときにだけ見せる表情に違いないと思えば、どこかほほ笑えましい。

　この頃はアイリもコーネル室長と少しずつ父の話をするようになり、友人を失った室長が、本当に多くの後こう悔かいを抱いだいてきた人なのだと感じていた。

　そのことが気にかかっていただけに、ふたりの結けつ婚こんの知らせはなによりも嬉うれしいものだった。

　祝福する人々と歩いていく新しん郎ろうと新婦は、庭園の奥にあるシンボルツリーの下へ向かうようだ。巨きよ大だいな樫かしの木の前で誓ちかいの言葉を交かわすのだろう。

　大木が投げかける木こ陰かげに、列席者用のベンチが並べられている。

　アイリたちがぞろぞろとあとについて歩いて行くと、祝福を受けながら歩む花嫁の後ろに、ちょこまかと小さな影かげが動いているのに気づいた。

　綺麗な色のリボンを巻かれているが、祝福の場にはやたらと違い和わ感かんのある布ぐるみだ。

「……まさか、あれって」

　目を凝こらすアイリに、ハイヅカがあきれつつ笑いを漏らす。

「ルジャインか。まぁ、ある意味で、主任がもっとも世話になったといえなくもないだろ」

　すると足を止めたシアーズは、手にしたブーケをコーネル室長にあずけたかと思うと、ドレスの裾をさばいてルジャインを両手に抱きあげる。
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　色とりどりのリボンが体じゅうに絡からみついたルジャインをシアーズは高く掲かかげると、アイリがいる場所をめがけてぽーんと投げた。

「ああぁっ!!　ブーケトス!?　っていうか、花じゃないですけどっ」

　アイリは慌あわてて後ろにさがると、両手を拡ひろげた途と端たん、腕のなかにルジャインがすっぽりと落っこちてきた。

「お見事」

　さすが幸運の持ち主だなとハイヅカが口にして、アイリもほっとする。

「この場でルジャインを落としたりなんかしたら、もはや婚こん期き逃のがすどころか呪のろわれそうですよね」

　ルジャインに絡みついているリボンを取って綺麗にまき直してやると、ルジャインは得意気に緑の庭園を駆かけだしていった。

　今日の来場者に、あちこちでフォーチュンクッキーを配るつもりなのだろう。

　並べられたベンチに参列者が着くと、気持ちの良い風がそよぎ、こんもりと茂しげった枝を揺らしていく。

　人々のざわめきがおさまると、式の進行役が花嫁と花はな婿むこに誓いの言葉を述べるようにうながした。

　誰だれもが指輪の交こう換かんを見守るなか、ハイヅカがそっと手に触ふれたのにアイリは気づく。

「ハイヅカさん？」

　どうやらハイヅカは手て袋ぶくろをはずして、アイリの指に触れている。自分の手の違和感に気づいてアイリが視線を落とすと、薬指に華きや奢しやな銀の指輪があった。

「……これ」

　どことなく見覚えのある、縁ふちを飾る波のような曲線に気づいて、アイリは指輪を目の前にかざす。

「ブレスレットを作り替かえてもらった。もう守護物タリスマンとしての効力はないだろうけど……俺にとっては意味がある」

　意味深な言葉を口にしたハイヅカは、さらに付け加えた。

「ここに、新しい指輪を贈おくるのは俺だってことだ」

　ハイヅカの言葉に重なって、周囲で拍はく手しゆがわきおこった。今日の主役のふたりが誓いの口づけを交わしたのだ。

　アイリは満面の笑みを浮うかべたあと、真ま面じ目めな顔でハイヅカの手を取り、指輪が光る手を互いの目の前に掲げてみせた。

「私が、ハイヅカさんを幸せにしますからね！」

「……お前がいうと、洒落しやれにならねぇ」

　苦く笑しようしたハイヅカは、アイリの肩を抱だき寄せ、額に唇くちびるにそっと口づけを落とした。

「どんな幸運からも、お前を守ってやる」

　祝福の花びらが舞まい散る緑の庭で、ふたりは寄り添そいながら、幸福そうな新郎新婦に大きな拍手を贈った。
















「主任ー、またガセですかぁ？」

　嫌いやな予感そのままに、アイリは思わず情けない声をあげた。

　繁はん華か街がいの一角からは、主任であるシアーズが金茶の巻き毛を揺らして、靴くつ音おとも高く引きかえしてくる。

「そーよ！　ここは捜そう査さ室の現場で対策室はお呼びじゃないそうよ。さ、撤てつ収しゆう撤収！」

　手て際ぎわよくその場を仕切ると、シアーズは他ほかのメンバーをうながし、自ら移動車両に乗りこんでいく。

　ここアルステラ大陸では、遠い昔にウィッカと呼ばれる存在が、七つの守護物を人々に与あたえた。各都市に暮らす人々は手を取り合い七聖連合を名乗ると、中央政府機関『七聖府ザイン』を設立した。

　いまやこの大陸ではお守りやまじない、呪じゆ譜ふなどは、生活に直接影えい響きようを与える力を持っている。

　それだけに、ここ中央都市セントパレスでも呪具や呪じゆ詛そを悪用した犯罪は絶えず、通報や情報が入ればアイリたちも現場に急行する。

　しかし、アイリのいる『七聖守護物ザインタリスマン対策室』は、都市を守護する特別な守護物に対応する部署だ。実際に現場に向かったところで、扱あつかえる事件はめったにない。

　さらに『七聖守護物対策室』は、他部署では認められないような越えつ権けん行こう為いを許されており、周囲からやっかまれることが多かった。

　アイリたちの仕事がないのは、大陸全土のためには良いことなのだが……わかっていながらも志気の低下は否いなめない。

　アイリが車に乗りこむと、シアーズが声を掛かけてくれる。

「アイリ、やる気があるのはいいことよ。でも明日は久々の非番なんだから、ちゃんと休んで気分を切り替えなさい」

「は……そうでした。お休み」

　アイリたち七聖府の職員は公務員であり、もちろん就業規定にそって休日が与えられる。

　だが有事の際には、冠かん婚こん葬そう祭さいであろうと、ただちに現場に呼び戻もどされる勤めだ。

「あの、非番ってまたハイヅカさんと一いつ緒しよなんですか？」

　不満げに聞き返すアイリに、隣となりに座るハイヅカと呼ばれた青年は、鋭するどい瞳ひとみをすっと不ふ機き嫌げんそうに細めた。

　車内にいても窮きゆう屈くつそうに見える上うわ背ぜいから、かなりの長身だとわかる男は、アイリの相棒パートナーでもある。

「いっとくけどな、俺だって迷めい惑わくだ」

「だいたい、休日までハイヅカさんと一緒だなんて、別にお手当て欲しいぐらいですよー」

「それはこっちのセリフだ……」

　そんなふたりに、シアーズがうんざり気分をにじませた笑えみを浮かべる。

「なにをいったって無む駄だよ。これは業務上もっとも効率のいい勤務体制なの。とにかく、アイリの幸運とハイヅカの大だい凶きようを考えたら、あんたたちニコイチで＋プラス－マイナスゼロじゃない。そのための相棒パートナーでしょ？」

　もと軍部に配属されていた人間だけに、シアーズの笑顔には妙みような迫はく力りよくがあった。

　アイリは仕方なく口を閉じると、隣に座って窓の外をにらむようにしている、ハイヅカの横顔をちらりと見た。

　曇くもり空ぞらの日差しを受けた、端たん整せいな横顔。目め尻じりのすっきりとした瞳は煙けむるような銀灰色だが、黒く長いまつ毛が頰ほお骨ぼねに影を落として伏ふせられている。

　白と黒で構成された、無駄のない線と配色にアイリは思わず見とれてしまう。

　──ハイヅカさんて、黙だまってたら綺き麗れいなのに。それが絶世の大凶男だなんて……いったい誰が想像できるかなー。







　車を降りたふたりは、翌日の予定についてどうするかを話し合いつつ帰路についた。

　七聖府ザイン本庁の敷しき地ちのなか、一いつ般ぱんの職員寮りようを通り過ぎて、さらに歩きつづける。

　なにしろ、アイリとハイヅカは互たがいの特異体質が原因で、『別館』と呼ばれる古い建物の中に、隣りあった部屋を与えられているのだ。

「ハイヅカさん。明日は私、『凶きよう黒こく百貨店』にお取り寄せ品をとりに行くんです！」

「俺は呪まじないアイテム満まん載さいの悪あく趣しゆ味みな店にはいかねぇぞ。明日は絶対市場に行く。買い出しに行かないと、手に入らない調味料があるからな」

「もー、ハイヅカさんって相変わらず、趣しゆ味みは料理と幸運アイテム蒐しゆう集しゆうなんですかぁ？　そんなんじゃ、ほんといい奥さんになっちゃいますよ」

　ため息をつくアイリをハイヅカは睨にらみ殺さんばかりに見返したが、その視線がアイリの鞄かばんで止まる。

　そこには胡桃くるみに似た風合いの、丸っこいものがぶらさがっていた。

「あ、気づきましたね？　これは『古こ人びとの手袋』って呼ばれてるんです。なんでも地脈にひそむ悪い気を運んで根づかせてくれるらしいんですけど、今度これと対ついになってる『古人の靴くつ下した』ってのが入にゆう荷かしたんで……」

　アイリは自分の望まぬ幸運を遠ざけるために、呪じゆ物ぶつを蒐集する癖くせがある。

「いい、聞きたくない。一いつ切さい合がつ財さいこれっぽっちも興味がない。俺には関係ない。だいたい、料理にケチつけるなら、これからはパンひと欠片かけらも食いにくるなよ」

「なにいってるんですか、庭にあらわれる可愛かわいい小鳥ぐらいに思って迎むかえてくださいよ。ほんとささやかにしかいただきませんから」

　そう言いつつも、アイリは二日に一度はハイヅカの部屋にあがりこんで、食事を共にすることが多かった。さらに二回に一回はおかわりまでしている。

「小鳥……!?　俺は野や獣じゆうを餌え付づけしちまって大だい後こう悔かいの気分だぞ」

　無む駄だ口を叩たたきつつも、部屋への階段にたどり着いてしまったふたりは、数秒にらみ合ったあと、互いに折れることにした。

「じゃあ、明日はお取り寄せ品を受け取って、市場にも行くってことで」

「だな。結局どっちの都合にもつき合うしかないからな」
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　そして翌朝。アイリは出かける準備をしながら、いまや日課のタロットカード占うらないの練習をしておくことにした。

　アイリが『七聖守護物ザインタリスマン対策室』に配属されたのは、七聖府ザインで厳重管理されている特別なタロットカードが扱えることも理由のひとつなのだ。

　もちろん自室で練習に使うカードは一般に流通している物だ。

　もともと占術に詳くわしくないアイリにとって、タロット占いはいまだに教本と首っ引きなところが情けない。

　小さなローテーブルにカードを置いてつぶやく。

「うーん、なにを占おうかなぁ。自分のこと占うのってなんか怖こわいし……そうだ、ハイヅカさんのことにしよ」

　無責任にそう決めると、アイリはカードをまぜはじめる。そのとき、扉とびらがノックされるのとほぼ同時に開いた。

「なんだ、まだぐずぐずしてんのか？」

　遠えん慮りよなく入ってきたハイヅカは、アイリがタロットカードを広げているのを見て、状じよう況きようを察したようだ。時間がかかるとふんだのか、そのまま床ゆかに腰こしを下ろす。

　今日は休日のせいか、ハイヅカも普ふ段だんの制服姿とは違ちがい、丈たけ長ながの上着に黒のパンツ、編みあげの長靴ブーツをあわせている。

　アイリがカードをまぜていると、ハイヅカが思い出したかのように口をひらいた。

「そういや、隣の捜査室で新しく捜査本部が設置されてたぞ。資料のボードをちらっと見たけど、妙な事件だったな」

　その言葉を耳にしながら、アイリはカードを選ぶ手を止め顔をあげた。

「妙なって？」

「今日俺たちが行く商店街付近での事件らしいが、髪かみを切られたり、手を怪我けがさせられる事件がつづいてるんだとよ」

「通り魔ま犯罪ですか？　髪とか手とか……気味悪いですね。しかも人通りが多い場所で迷惑な話です」

「人は多くても路地には暗がりも多いし、入り組んでる道もあるからな」

　だが被ひ害がい者しやは、そう大きな怪我を負わされるわけでもなければ、金品を盗とられるわけでもないらしい。

「たしかに、よくわからないですね……」

　多た忙ぼうな捜そう査さ室の苦労を思いつつも、少しうらやましいような複雑な心境で、アイリは横一列に並べ終えた三枚のカードを見た。

「なんだ、今日は枚数が多いな」

「新しい方法を試ためしてるんです。えーこれは『スリーカード』といってですね。まず一枚目が──」

　最初のカードは〈過去〉を指すものだ。

　あらわれたカードは『恋こい人びと』の逆位置だった。

　カードの絵え柄がらと教本を見て、アイリは思わず動きを止める。

　──まさか、ハイヅカさんの過去に失った恋こいとか……そういう意味でも!?

　なぜか妙に動どう揺ようしてしまったアイリは、緊きん張ちようする指で二枚目をめくる。

〈現在〉をあらわす二枚目のカードには、『戦車』の正位置。

　再び教本に目を落とすと、これは力が充じゆう塡てんされた状況であり、勝利やツキをあらわしているとも言えるようだ。

　──なるほど、そうですね。ハイヅカさんから見ると相棒パートナーの私が持つ『幸運』という要素が加わったことで、持ち前の不運が相そう殺さいされて本来の力を仕事に向けられるというプラスをあらわしてるのかも……。

　自分に都合よく内容を解かい釈しやくしつつ、うんうんとうなずいたアイリは、〈未来〉をあらわす三枚目のカードをめくってみる。

　そしてカードの絵を見たあと、教本をのぞいて眉み間けんを険しくした。

『塔とう』の正位置。

　トラブル、慢まん心しん、得意な事での失敗などと記され、あまり良いカードではない。

〈現在〉に『戦車』のカードがでているだけに、未来にその勢いが失速する意味があるとも読める流れだ。

「う～ん、ハイヅカさんの不運はそんな甘っちょろくないっていうお告げですかね。手ごわいにもほどがある……」

「お前、さっきからひとりでぶつぶついって、なにを占ってんだ？」

　カードの解釈に熱中していたアイリは、耳もとで低くささやかれ思わずその場をとびのいた。

「いえっ……なんでもない結果というか、それなりな内容なので、ハイヅカさんは全然気にしなくっていいです！」

　力んで答えるアイリに首を傾かしげつつ、「じゃあ、もう行くぞ」と言い置いてハイヅカが立ち上がる。アイリも慌あわてて長靴を履はくと、ハイヅカの後を追った。
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　中央都市セントパレスは、新市街と旧市街で構成されている。

　新市街は、七聖府ザインに関する職務従事者や職業的な功績から市民権を得られた者しか生活することを許されない。

　都市の中心を南北に走る運河に差しかかり、アイリとハイヅカは一番大きなレネル橋を歩きはじめた。

　午前中は橋の上には市場が並び、新しん鮮せんな肉や野菜が売られるのだ。

　いくつか店をのぞいたあとハイヅカの後ろで、アイリは「あー、また」と空を見て、手のひらを上にむけた。ハイヅカも怪け訝げんそうに上を見あげる。

「どうした？」

「雨です。さっきから晴れてると思ったら降ってくるの繰くり返しで……ハイヅカさん、いい加減にしてくださいよー」

　しかも霧きり雨さめのような弱い雨はさらさらと降っては止やみ、傘かさを差すまでには至らない。

「天気まで俺のせいかよ」

「だってこれまで私が出かけるときに雨に降られるなんてなかったんです。ハイヅカさんは洗せん濯たく物ものだって、屋根の下にしか干せないじゃないですか」

　どうやらアイリの持つ晴れ女の運気と、ハイヅカの雨男な運気がせめぎあっているようだ。

「どうせなら、真ん中とって曇くもってくれればいいのに」

　雨をはらうようにアイリはふるっと首を振ふったが、金褐かつ色しよくの髪はしっとりと濡ぬれてしまっていた。それに気づいたのか、ハイヅカもアイリの髪にぱさっと風を通すように触ふれると、視線で前を示した。

「しょうがねぇな、少し走れ。そこの通りに入れば、店先のテントがつづいてアーケードになってる」

「はい」

　ふたりが向かった先は、そこを目当てに他都市からも客が多く訪おとずれる、守護物タリスマンや呪じゆ具ぐを扱あつかう店が多く軒のきを連ねた特別な通りだった。細い路地がねじれたように伸のびている道は、初めて訪れる人にはやや不気味に映る光景だ。

　どの店も建物の外装から神秘的な意い匠しようを凝こらし、雰ふん囲い気きにも気を配っているからだ。

　それでも、ここで扱える守護物や呪具は、七聖府の管理によって効果をある程度まで制限されたものばかりだ。

「アイリ。『凶きよう黒こく百貨店』はどこだ？」

「えぇとですね、ちょっとわかりにくくなってるんです。なにしろ『ダレイエ』に掲けい載さいされるぐらいですから」

「なんだ『ダレイエ』って」

「だから、ガイドブックの『誰だれにもいえない秘密の隠かくれ家が』ですよ」

「誰にもいえないようなところへ行くな。妙みような省略もやめろ」

　ハイヅカは不幸体質なだけに、呪具店へいくことに抵てい抗こうがあるのだろう。

　不ふ機き嫌げんそうなハイヅカを店先において、アイリは手早く買い物を済ませた。

　久々にコレクションを増やせたことに満足して店を出たアイリは、店主に渡わたされたチケットに目をやる。

「ハイヅカさん、商店街で抽ちゆう選せんやってるみたいですよ？　えーと補助券があと三枚あれば……」

　アイリの言葉に、ハイヅカも先ほど寄った食料品店の袋ふくろを開いている。

「あぁ、補助券がこっちにもあるな」

　どうやらふたりのチケットをあわせれば、一回だけ抽選ができるようだ。

　商店街中央の噴ふん水すい広場前に特設された抽選会場に向かうと、すでにかなり多くの人が集まっている。ハイヅカはずいっと補助券をアイリに押しつけた。

「やる。俺が引いてもしょうがないだろ。お前の幸運とやらのお手並み拝見だな」

「まぁ、大だい凶きよう男のハイヅカさんにまかせるよりはいーですよ」

　アイリが抽選券を握にぎりしめ、人ひと垣がきの隙すき間まへともぐりこむと、景品がずらりと書かれた看板が目に入る。アイリの視線は二等の景品に釘くぎづけになった。

「あぁぁ、『巨きよ人じんの指輪』の一年間食べ放題券！」

　それはセントパレスの人気のドーナツ店で、味はもちろん大きさと種類にも定評がある。

　アイリの順番がきて、係員にチケットを渡す。「一回どうぞー」と楽しげに告げられ、抽選カゴのハンドルを握った。

「来たれ！　ドーナツ!!」

　気合いをこめたアイリの声に、抽選カゴが音を立てると、小さな玉がカランと落ちる音が響ひびく。

　見守っていた人々から「おぉぉ」と声があがり、突とつ如じよあたりにファンファーレが鳴り響いた。

「おめでとうございまーすっ！　すごーい、一回で特賞を引き当てられました。お嬢じようさんすごいですねぇぇ。景品は予約数年待ちの、守護物タリスマン細工師リエル氏の作品を、プレゼントされる権利でぇす！」

　かん高い声で係の女性はそう告げると、アイリに封ふう書しよを渡してくれる。そこにはデカデカと『特賞──リエル作の守護物タリスマン進しん呈てい』と書かれていた。

　どうやらまたしても、自分の幸運体質が無む駄だに働いたらしい。

「どうしてこんな……。守護物なんて、私には無用の品が……」

　アイリは内心がっかりしつつも、苦にが笑わらいで人ごみを離はなれ、ハイヅカのもとへ戻もどった。どうやら背の高いハイヅカには、遠目にも状じよう況きようが見えていたらしい。

「お前……ほんと恐おそろしいなその体質」

　さんざん噂うわさはあるものの、改めてアイリに備わった幸運を目まの当たりにしたハイヅカはちょっと呆あきれ気味だ。

「そうだ、この賞品はハイヅカさんがもらえばちょうどいいですよ！　そうしましょう、すぐ行きましょう！」

　なかばやけくそ気味のアイリの勢いに、ハイヅカが後ずさる。

「いや、もういいだろ。買い物も済んでるし帰ろうぜ」

「なにいってんですか、なんか特別な守護物らしいですよ。何年も予約待ちの凄すご腕うで細工師なら、ハイヅカさんの大凶体質にだって立ち向かえるかもしれません」

　まるで悪あく魔ま憑つきのように言われながら、ハイヅカは嫌いや々いやといったようすで先ほどまでいた通りへと再び戻った。




　通りのなかでも比ひ較かく的てきひっそりと、看板も目立たない造りの店は『リエル』と、名だけを掲かかげていた。

　予約数年待ちといわれる細工師の手による一点ものの守護物は、一いつ般ぱん的に流通している品とは効果も格段に違ちがう。作る端はしから売れてしまうのか、店内にはわずかな数の水すい晶しようや装そう飾しよく品が並べられているだけで客の気配はなかった。

　そこは工こう房ぼうも兼かねているらしく、ひと気のない店の奥に向かってアイリは声をかけた。

「あのー、すみません。そこの商店街の抽選で、リエルさんに守護物を作っていただける権利が当たった者です」

　奥から顔をのぞかせたのは、作業用エプロンをつけた大おお柄がらな体たい軀くの男だった。

　彫ほりの深いくっきりした鼻筋に、こげ茶色のやや垂たれ気味のまなじり。一見穏おだやかそうな風ふう貌ぼうだが、瞳ひとみの輝かがやきは、相手を見み透すかすような観察者の鋭するどさを湛たたえていた。

　常人とは違う世界を視みているのか、どこか独特の空気をまとって見える。

「あぁ、クジを当てたのは君だね？」

　迷うことなくアイリを見み据すえた男は、ハユヤ・リエルと名乗った。

「はい。当てたのは私なんですけど、当選した守護物は私用にじゃなくてこの人に作って欲しいんです」

　アイリの背後に立つハイヅカに向かって、リエルはさっと左手をかざす。

「……いかんな。どうにもとんでもないものを君は連れてきたようだ」

　まるでハイヅカを視界に入れることが穢けがれを呼ぶかのように、リエルは頑かたくなにその存在を避さけようとする。

「あのー、ここにいるのは、悪あく霊りようとかではなくてですね。私の職場の同どう僚りようでなにかと不運な公務員です」

　ハイヅカの不機嫌度数が急きゆう上じよう昇しようするのを感じて、アイリは一応主張してみたが、リエルは忌いま々いましげに口を開いた。

「禍まが々まがしい。どうやったってふさげない、災さい厄やくの底なし沼ぬまみたいな気配だ」

「初対面だってのに、ものすごいいわれようだな」

　面と向かってはっきりと言われ、さすがにハイヅカも口をひらいたものの、声にそれほど怒いかりはない。

　はなから自分が客のつもりではないからかもしれない。

「営業妨ぼう害がいだっていうなら、とっとと出てくさ」

　呪じゆ物ぶつを身につけるアイリとは逆に、ハイヅカは守護物タリスマンを多く持っている。だがその効果はアイリと同じく、もはや気休めでしかないのは確かだった。

「予約待ちったって、そんなに仕事の手が遅おそいんじゃ、たいしたことないんだろ」

　当てこすりがこめられた言葉に、リエルの瞳がはじめてハイヅカにむけられる。

「なるほど『月の凶気を湛える男』よ。お前の内に流れるその忌いまわしい気を、消し去ることはできまいよ。だがそれを他ほかへ負わせることは可能だ。その先にある、生きとし生けるものすべてが死に絶える覚かく悟ごがあるならだが……」

　そう口にするリエルの表情には、予言を授さずけるような威い厳げんがある。

　不ふ吉きつな言葉と内容に、今度はアイリが店を出て行きたくなったが、ハイヅカはリエルの言葉に興味を惹ひかれたようだ。

　そんなハイヅカの視線にかまうことなく、リエルはカウンターの向こうから無造作に手を伸のばしたかと思うと、アイリの髪かみをひとすじ指に絡からめた。

「った！」

　ぷつっと小さな痛みが走って、アイリの髪が引き抜ぬかれる。

「なっ、なにするんです!?」

　涙なみだ目のアイリにかまわず、リエルはハイヅカにも手を差し出す。

「ほら、そこの不吉な君も」

　反発するかと思われたハイヅカは、意外にもおとなしく髪を引き抜くと渡した。

「そこで待っていなさい」

　そう言いおくと、リエルはするりと店の奥へと戻っていく。

　工房の内部から、工具を使うような音が聞こえはじめると、突とつ然ぜんハイヅカがカウンターの奥へと身を乗りだした。

「ハイヅカさん、のぞき見なんて──」

　アイリが咎とがめると、ハイヅカは静かに、というように身み振ぶりでしめす。

　アイリが眉まゆをひそめていると、ハイヅカはその長い腕うでを伸ばして、受付に置かれた雑誌やファイルを見ているようだった。

　だがほどなくして、リエルが戻ってくる気配にさっと姿勢を戻すと、何事もなかったように無ぶ愛あい想そな表情を見せる。

　リエルの手のひらには、鈍にぶく光る小さな輪が載のせられていた。

　それは二本の細い銀の輪でつくられた華きや奢しやなブレスレットだ。ゆるく波打つような曲線がそれぞれぴったり重なるような意い匠しようになっている。

「これは月の満ち欠け、沈しずみ昇のぼる陽ひ。対ついを成し表裏であり、あらゆる極と極を呼びあう作用を持つものだ。普ふ通つう、こんな奇き妙みようなものは意味をなさん。どちらにも傾かたむかない天てん秤びんのようなものだ」

　リエルはそう口にすると、片方をアイリに、もう片方をハイヅカに突つきつけた。

「そちらの幸運を握る彼女が、煮に詰つめた悪夢のような彼を愛しているというのなら、これを使うのを止めはしない」

「は!?」

　思わぬ言葉を口にされ、アイリは手にしたブレスレットを取り落としかける。

「愛……とか、そういう……違いますよ!?　別に煮詰まってる人とか……悪夢とか、ハイヅカさんとそういうことはないんですけど！」

「アイリ、とりあえず人語を話そうな。しかもお前、さりげなーく俺に失礼な感じだな」

　取り乱したアイリの言動に慣れてしまったのか、ハイヅカはアイリを背後に押しのけるとリエルの前に立った。

「とにかく、俺たちは仕事の同僚だ。好いた惚ほれたの理由で、互たがいに重荷になったりそれを背負ったりするつもりはない。だが、仕事の関係で互いにバランスを保つ必要はある。あんたの作った守護物タリスマンなら、俺たちに相応な釣つり合いがとれるようになるってのか？」

　遠えん慮りよのないハイヅカの問いに、リエルははじめて目の前の青年の双そう眸ぼうと睨にらみあった。

　そしてしばらく無言になったあと、ぼそりと漏もらす。

「あぁ……なるほど。君も、失くしてるのか。だから暗みに影かげが繫つながって……」

　まるで占せん術じゆつ師しが水晶を読み取るように、リエルはハイヅカを通して離れた別の場所を見ているようにも見える。

　だがハイヅカが、リエルの言葉を遮さえぎるようにパン！　と手を打ち鳴らした音に、ふたりの会話に耳を傾けていたアイリは驚おどろいて肩かたを揺ゆらした。

「おっさん、たわごとはもういい。で、実際のところはどうなんだ？」

「私が手がける守護物タリスマンをつけたからといって、君の悪夢がたちどころに消えうせはしないだろう。君が背負う凶運は、それほど単純なものではない」

「とかいっちゃって、本当はもとからツイてる奴やつらを顧こ客きやくにしてるだけなんじゃないのか？」

　ハイヅカが意地悪くそう口にすると、リエルの視線が一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようを浮うかべ先ほどのカウンターをさまよった。

「……少なくとも、細工師に敬意を払はらえないような人間を客にはしない。出て行ってくれたまえ！」




　思わぬリエルの剣けん幕まくに、店を追い出される形になったアイリは、先を歩くハイヅカの背に話しかける。

「ハイヅカさん。さっきのは、さすがにかなり失礼なんじゃ」

　リエルの怒りに動じることなく、ほんのり笑えみすら浮かべて店を出たハイヅカは、アイリの声も届かないようすでなにやらつぶやいている。

「なんかさっきの……繫がりそうで──くそっ、あの名前はどこでだったか」

　手にしたブレスレットを弄もてあそぶようにしながら、ハイヅカは路地を歩いて行く。

　すでに日は傾ききり、夜空の半分は黒みがかって見える。雨はあがったようだが、この守護物店の建ち並ぶ界かい隈わいは、道が細いためあまり見通しがきかない。

　それでもハイヅカの後ろを歩くアイリは、さきほどから妙みような視線を感じていた。

「ハイヅカさん……さっきからなんか、妙に」

「熱い視線を感じる……か？」

　その言葉にアイリが足を止めた途と端たん、背後の道から人ひと影かげが走り出てくる。

　さらにハイヅカの前方にも、行く手を遮るように男たちがあらわれた。

「男のほうは必要ない。そっちの小さいのから狩かっておけ」

　あまり上品とはいえない声で叫さけぶ男たちの身なりは裕ゆう福ふくそうではないが、とにかく腕っ節ぷしには自信があるようだ。

　だが、からんだ相手が悪かった。

「アイリ、捕つかまるなよ！」

　ハイヅカはそう叫ぶと、すでに閉められた店へ視線をめぐらせる。一いつ軒けんの店の軒のき先さきに、日ひ除よけを調節するための金棒をめざとく見つけると手に取った。

　常つね日ひ頃ごろから、槍斧ハルバートの聖戦器フアランクスを扱あつかうハイヅカだけに、長い得物を選んだのだろう。

　その間にも、アイリを狙ねらってふたりの男が腕を伸ばしてくる。片方は手に大きなハサミを持っていた。

「うひゃぁっ……！」

　アイリはその場ですとんとしゃがんで突とつ撃げきをかわしたが、目の前の男たちの正体を察して、思わずハイヅカを振ふり返る。

「ハイヅカさん、この人たち……っ！」

「あぁ、こいつらが例の通り魔まみたいだな、っと！」

　そう言葉を返しつつも、鉄棒をしならせて振りかぶり、背後の男の膝ひざを砕くだく。

　あまりに痛そうな男の悲鳴に、アイリは顔をしかめつつ、さらにハイヅカにナイフを向けた男に思わずつぶやく。

「あぁ、そこの人。棒もったハイヅカさんに逆らうと……あぁぁ、顎あご割られちゃいますよっていおうとしたのに」

　得物を手にしたハイヅカは、風音を立て鉄棒を縦じゆう横おう無む尽じんに振り回し、男たちの足もとをすくっては背を打ち据すえる。

　この狭せまい通りでどこにもぶつけることなく、棒を扱いきるのはさすがだった。

　アイリはその合間に、通りに面した高級そうな店の硝子ガラス戸を思い切り蹴けりつけると、警報機が作動するのを確かく認にんした。

　地面に倒たおれてうめき声をあげる男たちの衣服を利用して、ハイヅカは容よう赦しやなく相手を後ろ手にしばりあげていく。

　そこへ先ほどアイリたちが通ってきた道から、新たな人影があらわれた。

「リエルさん、ここは危ないので──」

　しかしリエルは両りよう脇わきに大おお柄がらな男たちを従えており、その表情はどこか暗い。

　眉ひとつ動かさない落ち着いた表情は、この事態がどういった状じよう況きようかを理解しているのだろう。

「まさか……リエルさん、この男たちと知り合い？」

　驚くアイリとは逆に、ハイヅカの声は確信に満ちていた。

「いま、お前の顔を見てぴんときた。店のカウンターのなかにあった記事や記録。あれは高額クジの当選者だよな。それが通とおり魔事件の被ひ害がい者しやと、重なってるのは偶ぐう然ぜんか？」

　黙だまらせようというのか、男のひとりが大きなナイフを振りかざす。

　ハイヅカが鉄棒でナイフを叩たたき落としても、男はハイヅカを地面に引き倒そうと、さらに腕を伸のばしてくる。

　その力に逆らわず、ハイヅカは床石に手をつくと、男の襟えり首くびをつかんでそのまま店てん舗ぽの壁かべへと投げつけた。

「アイリ、そいつら逃のがすなよ。確保だ！」

　ハイヅカの声に、アイリは慌あわてて捜そう査さ教本にあった手順を思い出す。

「は……はい！　えーと不法銃じゆう刀とう使用および、暴行罪を現認。確保します！」

　ハイヅカは倒れた男の背をふみつけつつ、逃にげ出そうとするもうひとりに向かって鉄棒を低く投げつけた。

　一瞬にして、男は棒に足をからめとられ、その場に激しく倒れこむ。

　残されたリエルは背を返すと、曲がりくねった小道へ入っていこうとした。

　──まずい、リエルさんはここの細工師だもの。細い路地に詳くわしいから見失うかも。

　駆かけ出そうとしたアイリは、邪じや魔まになった鞄かばんに気づいて、はっとした。

「そうだ、これって使えるかも？」

　鞄のなかに入れていた紙包みを取り出す。

　それは、『凶きよう黒こく百貨店』で受け取ってきたばかりの呪じゆ物ぶつ『古人の靴くつ下した』だ。

　平べったい皮かわ袋ぶくろに木の実がぶらさがったような薄うす茶ちや色いろの細工物は、合法のものだけに効果は期き待たい薄うすだが、ないよりましだろう。

「うーん、使い方っていっても……でもこの手の呪物なら、身近に置くのが定石のはず。えいっ！」

　投げつけてみたものの、干ひ物もののようなそれはあまりにも軽く、リエルに届く前にへろりと石いし畳だたみに落ちる。

　やはり直じかに身につけさせなければ駄だ目めかとアイリが唇くちびるをかみ締しめたとき、呪物の落ちたほんの少し先に、ひたり、と小さなシミのようなものが浮きあがった。




　ひたり、ひたり、ひたひた、ひた……。




　石畳に跡あとをつけていくそれは、アイリの手のひらの半分もない、小さな人の足あし跡あとに見える。

　途と中ちゆうから駆け出す速さになった足跡と音に気づいたのか、ふり向いたリエルの表情がぎょっとしたあと恐きよう怖ふに凍こおりつく。

「太古の地脈の住人!?……そんなものをどこで!?」

　どうやら、それは彼に追いついたらしい。リエルの靴やズボンが、不自然によれて見える。まるで膝から下に、小さななにかが抱だきついているかのようだ。

　リエルはまるで蛇へびにしめあげられたかのように、青ざめた顔で自らの足もとを見下ろすと一歩も動けなくなった。

　想像以上に直接的な効果を目の前にして、思わずアイリも顔をしかめる。

「ひえぇ……こんな効果があるなら、使用上の注意をちゃんと明記しといてくれないと、危険すぎなんじゃ──」

「いや、違ちがうな。これは君が……」

　そう言いかけたリエルの背後にハイヅカが駆け寄ると、そのまま拘こう束そくしてしまった。

　それからほどなく、警報でかけつけた警備兵から捜査本部へ連れん絡らくがいったらしく、通り魔ま捜そう査さにあたっていた捜査室の面々があらわれる。

　はじめはアイリやハイヅカを、事件に巻き込まれた一いつ般ぱん市民だと思っていたらしい捜査員たちも、ふたりが『七聖守護物ザインタリスマン対策室』の一員だと知り表情を厳しくした。

「なんで、お前らが人の仕事にまで首をつっこんでる？」

　不ふ機き嫌げんもあらわな捜査員に対して、ハイヅカはまるで悪びれない。

「俺たち対策室の人間は、非番の日に買い物にもくるなっていうのか？　こっちだって好きこのんで、お前らの仕事にちゃちゃ入れるつもりはねぇぞ」

　ふたりが互たがいを睨にらみ殺そうとしはじめた頃ころ、初老にさしかかった捜査員がアイリの隣となりに気配もなく立った。

「狙われたのは君だね？」

「あ、はい。アイリ・イスフェルド。七聖守護物対策室勤務です！」

　ハイヅカとののしり合う捜査員をちらりと見て、男はふっとため息をついた。

「ま、そこのやかましいふたりはほっといて、ちょいと嬢じようちゃんの話でも聞かせてもらうかな」

　顔のあちこちに深いシワを刻んだ捜査員は、フィアンズと名乗った。

　そしてアイリやハイヅカがリエルの店を訪ねた経けい緯いや、状況を事細かに質問しては手帳に記していく。

　フィアンズの話し方は、どこか人を落ち着かせる空気があり、アイリは先達の貫かん禄ろくに憧あこがれの視線を向けた。

「なるほどな。あんたが対策室の新入りってわけか。妙みような噂うわさがあったな、幸運体質とかそういう──」

「そんなのは単なる噂です。確かに今回は商店街でクジに当たって、あのお店には行きましたけど……まさか」

　アイリははたと気づいた。

　商店街付近で起こる通り魔事件。

　ハイヅカがリエルの店で目にした記事からしても、被害者はクジに当選するような幸運度の高い人間ばかりだ。

　そして狙ねらわれた人間は、全員が髪や爪つめを傷つけられたという。

　この大陸では守護物や呪じゆ具ぐの材料に、人体の一部を使うものも少なくはない。

　もちろんその材質がよければ、効果もあがるはずだ。

　アイリの想像を裏付けるように、フィアンズ捜査官はうなずいてみせる。

「組織的な犯行だというところまでは予測していた。奴やつらは死人を出さないことで、捜査が大おお掛がかりにならないようにしていたようだがね」

「髪や爪ってことは、やっぱり守護物や呪具のためなんですね？」

　フィアンズは苦々しげに口をひらく。

「一応、商店街にも尋じん問もんと協力を得て、事件とは繫つながりがないことは確認している。ただ、今回の目玉景品のひとつ、細工師リエルの背後にめんどうなものがあるかもしれないってんでね」

　アイリは目の前の捜査官がどうして、ここまで自分に内情を聞かせてくれるのだろうと不思議に思った。なにしろ七聖守護物ザインタリスマン対策室は、どの部署からもやっかまれる異質の存在なのだ。

　その疑問に気づいたのだろう。フィアンズは苦にが笑わらいを浮うかべると、まるで子供扱あつかいでアイリの頭をぽんと軽く叩く。

「お前さんはまだ新入りで、昔のことはわからんだろうが、俺は最近の七聖府ザインのやり方が正しいとばかりも思えなくてね。ま、いま俺が口にしてることは、道みち端ばたでの戯ざれ言ごとだ。雑談だよ」

　フィアンズは言葉を切ると、急に声を低めた。

「で、だ。この事件の裏にゃ『黒の七星旅団』が絡からんでる可能性が高い」

「まさか……あいつらが!?」

　アイリの驚おどろきはもっともだった。

『黒の七星旅団』といえば、昔から七聖守護物と七聖府にからむ事件ばかりを起こす反政府組織だ。それがこんな小さな通り魔ま事件に関係していたとは、予測もできなかった。

「前から、リエルについては別件で調べをつけてた。巧こう妙みように身分証を偽ぎ造ぞうしているが、あの男は旧市街から入り込んできた不法就労者だな」

「そうだったんですか……。でも細工師としての腕うではちゃんと──」

　そこなんだと言いたげに、フィアンズはうなずく。

「『黒の七星旅団』は組織の益になる人間を拾いあげて、偽造証明の手配にも関かかわり、あちこちで人を動かしてる。奴らが集めた髪や爪が、旅団の使う呪具になることもあれば、違い法ほうに生成された守護物や呪具で得た利益が、あいつらの活動資金にもなる。どうだ、本来ならお前さんたち対策室に引き継つぎが必要な案件でもあるわな」

　フィアンズの言葉に、生活の端はし々ばしにまで『黒の七星旅団』の影えい響きようが及およんでいるのだとアイリは思い知らされた。だからこそ、各組織が連れん携けいできていない七聖府の状じよう況きようを、フィアンズは危き惧ぐしているのだ。

「じゃあ、リエルさんは『黒の七星旅団』に雇やとわれてたってことですか？」

「奴は過去に旧市街の不法占せん拠きよで七聖府に身み柄がらを押さえられたことがある。その間に、病身の妻を亡なくしていてな……政府への反発や恨うらみは十分にあっただろう」

　その言葉を聞いて、アイリは顔をあげるとリエルの姿を捜さがした。すると、捜そう査さ員いんと車に乗りこむリエルの背中をみつけた。

　その足もとには、もうあの不気味な存在や足跡はない。かけつけてきた捜査員たちによって解呪されたのだろう。

　アイリの視線に気づいたのか、ふっとリエルは足を止め、こちらをふり返る。

　お互いにかなり距きよ離りがあったが、アイリはリエルの唇の動きがわかった。

　──君に……

「私？」

　──君に宿る幸運は、いつか星を砕くだく。

「星を……砕く？　なんのこと……？」

　アイリはリエルの背を追って、踏ふみ出しそうになったが、リエルが車中に消えると車はすぐに走りだす。

「じゃあな。俺もよた話ばかりしてると、どやされちまう」

　手帳をしまったフィアンズも、仲間のもとへ戻もどっていくようだ。思わず引き止めそうになって、アイリは手を止めた。

　捜査情報を対策室に漏もらしたと知れると、彼が困った立場になるかもしれない。

　それでもフィアンズのように、いまの対策室の孤こ立りつした状況に、危機感をもってくれる人間がいるのだとわかっただけでも勇気づけられた。
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　捜査現場から離はなれて帰路についたアイリは、先ほどフィアンズから聞かせてもらった話をハイヅカにも伝えた。

「やっぱりな。カウンターのなかを見たとき、捜査本部にあったボードを思い出したんだ。ったく、あいつら必要な情報をちっともまわしやがらねぇ……にしても、リエルが旧市街の人間だったとはな」

　悔くやしさを滲にじませるハイヅカは、少し苦い横顔でうなずいている。

「でもまさか、通り魔事件が『黒の七星旅団』に繫がるとは思いませんでした」

「それをいったら、俺たち非番だってのに働いちまったぞ。しかもこの件が『黒の七星旅団』に関わってる可能性があるなら、主任に報告いれなきゃうるさいな」

　報告書が苦手なハイヅカらしい物言いだが、今日のような事件を例にとれば、七聖守護物ザインタリスマンに繫がる犯罪は、思った以上に根が深く広がっているのだ。

　アイリが考えをめぐらせていると、ハイヅカにぽんと背を叩たたかれる。

「ここんとこ事件もなくて、お前うんざりしてたんだろ。良かったじゃねぇか、七聖府ザインに戻ったら捜査資料が倉庫に山積みで待ってんぞ……」

　うんざりした口調のハイヅカを見あげれば、その声を裏切るように銀の瞳ひとみが力強い輝かがやきを湛たたえて見える。

　──あーぁ。めんどうぶったって、結局ハイヅカさんもやる気満々のくせに。

　そんなハイヅカの表情を少し頼たのもしく思いつつ、すっかり夜空が広がる頭上をあおいで、アイリははたと足を止める。

　今朝のタロット占うらないの結果が脳のう裏りをよぎり、それがそのままリエルにあてはまる内容だと気づいたからだ。

　亡くした恋こい人びと。身分こそ偽いつわりではあったが細工師としての名声。そして今日の結末を考えれば、外出前の占いで出たスリーカードの結果は、リエルの存在を示していたとも言える。

　──そういえば、あのときタロットに触りながらハイヅカさんが話す事件について聞いてたから……占いの内容がずれちゃったのかも？

　そう気づいた途と端たん、アイリはなぜか自分の胸のうちがふっと軽くなるのに気づいた。

　少し先を歩いているハイヅカがふり返る。

「ちんたらしてんな。上向いてぼさーっとしてると、口に虫がはいるぞ」

　あまりな言われように、アイリはむっとして唇くちびるを引き結ぶと、小走りにハイヅカに追いついた。

　──ないない。ハイヅカさんに限って失った恋こいとか、恋人とかありえない！　どんなに見た目がよかったところで、結局この性格だもん。

　いつものことだと顔をしかめつつ、自分でも思わぬ言葉が口からとびだす。

「ハイヅカさん、そのブレスレットつけてたっていいですよ。私の幸運なら売るほどありますから」

　ハイヅカの灰銀の瞳が、驚きのあと一いつ瞬しゆんだけ意地悪く細められる。

「へえ。それって悪夢のような俺を愛してるってことか？」

「なっ!?　ちがっ……だから、ハイヅカさんの大だい凶きようがましになればって、人類の迷めい惑わくを考えてのことですよ！」

「……お前、たいがい失礼な奴やつだな」

　アイリは、うろたえて熱くなった頰ほおをハイヅカからそむけつつ話しかけた。

「でも、リエルさんの細工師としての腕は本物だったと思うんです。ほら……もう効果があった気がしません？」

　アイリが指差す夜空に、雨の雫しずくはなく、うっすらかかる雲の切れ間にいくつもの星がのぞいていた。







　あとがき




　この物語は今巻で無事終わりを迎むかえられました。結末までおつきあい下さった読者様、本当にありがとうございます。

　最後は連続刊行ということもあり、一気に書きあげることができました。

　薄葉先生の素す晴ばらしいイラストに彩いろどっていただいて、実に華はなやかにフィナーレを迎えられて感無量です。細部にまで、神の宿るイラストに心から感謝しております！




（あとがきではちょっとだけネタバレもあるので、未読の方はご注意下さいね）

　大だい吉きち娘むすめと大だい凶きよう男から始まったこの物語、終着点はこうした形となりました。

　しかし今作はコンビものの物語でありつつも、チームものとしても楽しめるようにという志がありまして、キャラクターのすべてが書いていて非常に楽しかったです。

　どのキャラクターがどこで動いていても、書くのに迷うことがなかったように思います。

　誰だれを書いていても楽しかったので、みんなに幸せになってもらいたいと思いつつ物語を追っていきました。そんな彼らの人生は、これからもつづくのでしょう。

　吉凶コンビの恋こいの結末だったり、アダムが女王とどこまでいくのかとか、主任もいずれ母になるのか、そしてダリウスの背はどこまで伸のびるのか……。

　もしも話ですが吉凶コンビに子が生まれたら、その子は普ふ通つうの子になるのか、もしくは吉凶が混在したジェットコースター運気の持ち主とか？




　作者の趣しゆ味みを盛りこんだ今作ではありますが、タロットについてはこれを機会にいろいろ知ることができて面おも白しろかったです。自分でも占うらないに行ってみたりするようになりました。

　こうして物語を紡つむいでいくなかで、作り手もまた影えい響きようを受けていくのがこのお仕事の面白いところですね。読者様と作り手の双そう方ほうが楽しめる物語をというのがデビュー以来の理想で、これからも目標です！

　スタートからゴールまで伴ばん走そういただいた担当様、編集部ならびに制作関係者の方々に感謝を。そして体の故障を防いで下さるＫ先生、家族にもありがとう。

　物語を読んで下さる読者様なしには、ここにはたどり着けませんでした。

　また新しい物語でお会いできることを、心から願っております！




月本　ナシオ　　
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